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「……残念ですが、Ｅランクに降格となります」

　冒険者ギルドの受付嬢が言いにくそうに口にした。

　分かっていたことだ。

　ろくに魔物討伐をすることもできず、来る日も来る日も薬草採取に精を出す俺に冒険者としての価値なんてないことは。

「オリバーさん、そう気を落とさないでください。あなたの真面目さと誠実さをギルドは高く評価していますから」

　真面目さ。そして誠実さ。

　冒険者に必要なのはそんなものじゃない。才能だ。

　ただ俺には肝心のその才能がなかった。

　Ｓランク冒険者に憧れて十六歳でこの世界に飛び込んだものの、結局Ｄランク冒険者になるのが関の山だった。

　それも今やＥランク――最下層に転落してしまった。

「ま、ここらが潮時ってことかな……」

「そんな悲しいこと言わないでください！　まだ分からないじゃないですか！　頑張れば奇跡が起こるかもしれません！」

　俺は力なく首を横に振った。

「おっさんになると分かるんだよ。自分の限界って奴やつが。

　俺には才能がなかった。だけど、引き際くらいは弁わきまえているつもりだ。……受付嬢の君には今まで世話になったね。ありがとう」

「オリバーさん……」

　俺は採取した薬草をカウンターの上に置いた。

　報酬の銀貨を受け取ると、踵きびすを返す。

　十数年間、ずっと通い詰めた冒険者ギルド。だけど、もう二度と来ることはない。そう思うと郷愁の念が込み上げてきた。

「おおっと！　『草むしり』先輩じゃないっすか！」

　その時、爽やかな風貌をした若い者が声を掛けてきた。

　金髪碧へき眼がんに、柔和な顔立ち。

　俺とは親子ほども年齢が離れたこいつの名前はマシュー。弱冠二十歳にしてＢランク冒険者の地位に上り詰めている。

　マシューがまだ駆け出しの冒険者だった頃、俺は先輩冒険者としていっしょに任務へと赴いたことがあった。

　それが今や、これだけの差がついた。

　若い者たちは皆、俺を軽々と追い抜いていく。

「久しぶりだな。マシュー」惨めさを出さないよう笑顔に努める。「最近、ギルドに顔を出してなかったから心配していたんだ」

「俺はワイバーン討伐のために王都まで遠征してましたから。……草むしり先輩は今日も飽きずに山で薬草採取ですか？」

「いや、それも今日までだ」

「は？　どういう意味すか？」

「辞めることにしたよ。冒険者を」

　マシューは一瞬、ぽかんとした表情になった後、ぷっと笑った。

「ははは、賢明ですね。けど、辞めていったいどうするんすか？　あんたの年だと潰しも利かないでしょ。鉄くず拾いでもするんすか？」

「まだ考えてない。だけど、まあ、何とかなるさ」

「先輩の場合、退ひくも底辺、進むも底辺ですもんねえ。ま、冒険者ギルドの未来はこの俺に任せておいてくださいよ。ははは！」

　マシューは俺の肩をぽんと叩たたくと、笑いながら去っていった。

　マシューのパーティメンバーたちもニヤニヤしながら一いち瞥べつをよこしてくる。いずれも皆俺より若くて優秀な奴らばかりだ。

　……才能がある奴は、才能がない奴を容赦なく踏みつぶしていく。冒険者の世界はそういうふうにできている。残酷なほどに。

　嘆いていても仕方ない。もう終わったことだ。

　とにかく、今は職探しだ。

　木っ端冒険者の俺にはろくに貯金もない。早いところ手に職をつけないと。のたれ死にするのだけはご免だ。

　冒険者ギルドを後にして外に出る。その時、ほっほっほ、と後ろで声がした。振り返るとそこには老人が佇たたずんでいた。ギルドの制服に身を包み、立派な白しら鬚ひげを蓄え、人当たりのいい微笑ほほえみを浮かべている。だが、その瞳の奥には凄すごみがあった。数々の修羅場をくぐり抜けて来た者だけが纏まとうことのできる風格。

「あ、あなたは――ギルド長!?」

「オリバーよ。お主、冒険者ギルドを辞めるそうじゃな。……じゃが、今後どうするかという目途は立っておるのか？」

「いえ……」

「そうか。なら儂わしが仕事を斡あつ旋せんしてやろうか」

「えっ、本当ですか!?」

「うむ。儂はお主のことを買っておる。冒険者としては芽が出ずとも、誰よりも真面目で誠実な人柄の持ち主じゃ」

「買い被かぶりすぎですよ。これくらいは普通です」

　でも、評価して貰もらえているのはありがたかった。俺のことなんて誰一人として気に掛けていないと思っていたから。

「あの、それで仕事というのは……？」

「うむ、その件じゃがな。ここでは誰が聴いているか分からんでの。ギルドの二階にある儂の部屋まで来てくれんか」

　人に聴かれたらまずいような仕事なのか……？　一抹の不安を抱きながらも、ギルド長の後について個室へと入った。

　そこはギルド長の仕事部屋だった。奥には机があり、大量の書類が積まれている。手前には応接用のテーブルがあった。

「お主に頼みたい仕事じゃが」とギルド長は言った。「簡単に言うと子育てじゃ」

「子育て……ですか？」

「うむ。お主は精霊という存在を知っておるか？」

「はい。様々な属性の精霊がいて、人間と契約を交わすと、その個体が持つ強力な魔法を貸して貰って使用できるという……」

　冒険者の中にも精霊と契約を交わしている者は少なくない。

　もっとも、精霊と契約を交わすには自らの力を示す必要があるので、底辺冒険者の俺としてはまるで縁のない話ではあるが。

「いかにも。この世界には様々な精霊が生息しておる。冒険者たちが契約を交わすことが多いのは下位精霊じゃな。上位精霊と契約することができた者は、国一つを滅ぼすことができる程の力を有するとも言われておる。

　ただ、上位精霊たちと契約するのは至し難なんの業わざじゃ。彼らは人間たちのことなど歯牙にも掛けておらんからの」

　上位精霊――。下位精霊とも契約を交わすことができない俺にとっては、とても想像もできない雲の上の話だ。

「では、上位精霊と契約するのは不可能なのか――。儂たちはこの問題を解決するためのとある秘策を発見した。それが子育てじゃ。上位精霊がまだ幼子の内から人間の手で育てることで懐柔して警戒心を解く。そしてこちらに懐かせる。そうすることで人間との契約を結んでくれるというわけじゃ」

「は、はあ……。でも上位精霊の幼子がそう簡単に見つかりますかね？」

「実は冒険者ギルドの管理下にある山には秘境の土地があっての。そこは地脈点になっていて精霊が多く集まってくるのじゃ。

　取り急ぎ、その場所に保育園の宿舎を作らせた。火・水・土の上位精霊の幼子たちの姿もすでに確認されておる。後は精霊たちを懐柔する人材を集めるだけじゃ。そこでお主に白羽の矢が立ったというわけだの」

「いや、上位精霊を懐柔するとなると――凄く重要な任務ですよね？　それをＥランク冒険者の俺に任せてもいいんですか？」

「オリバー、儂は覚えておるぞ。お主が迷子捜索の依頼を受けた時、母親とはぐれて泣きじゃくる少女を見事に笑顔にしたのを」

　……ああ。昔、そんなこともあったっけ。

　迷子の少女が泣きじゃくっていたので、あの手この手を使って宥なだめた。そして最終的には笑顔になって懐いてくれた。

　その子は赤ん坊の頃に父親を亡くしていたから、『あーあ。オリバーさんみたいな人がパパだったらなあ』と言ってくれた。

　懐かしい思い出だ。でも、よくギルド長は覚えていたな。

「この任務に必要なのは力ではない、人柄じゃ。子供というのは、相対する人間の本質を誰よりも鋭く見抜くからの。

　オリバー。お主には子育ての素養がある。父性スキルとでも言うべき、子供に好かれる才能を持っておる。どうかその力を貸して欲しい」

　どうせ。これからどうするかの宛てなんてないんだ。

　妻子もない。縋すがるべき地位も名誉もない。自由で孤独の身だ。こんな俺を求めてくれる人がいるのなら応えたい。

「……分かりました。その依頼、受けさせて頂きます」

「うむ。その言葉を待っておった」

　ギルド長は満足げに頷うなずいた。

「では、お主には保育園の園長として上位精霊の幼子たちの子育て――および懐柔の任務にあたって貰う」

「い、いきなり園長ですか」

「そうじゃ。一応、保育士としてもう一人つけておるがの。『ブラッドレイヴン』に所属しておる魔法使いの女性じゃ」

「ブラッドレイヴン!?……それってもしかして。あの任務達成率百パーセントを誇るという超有名ギルドの!?」

「うむ、向こうから申し出てきての。今までの功績は申し分ない。なので、保育士として雇用することにしたのじゃ。

　きっと、お主にとって心強い味方になるじゃろうて」

　……いやいやいや。

　ブラッドレイヴンと言えば所属メンバーの全員がＡランク――中にはＳランク冒険者もいるほどのギルドなんだ。

　俺なんかがお近づきになれる相手じゃない。

　心強い味方というか、こちらが足手まといになるのでは？

　……いや。この任務に限っては冒険者としての実力は関係ないんだ。ただ単に幼い子供の扱いが上う手まいかどうかだけの話。

　あまり恐縮するのもよくないか。

「では、早速宿舎に向かってくれ。言い忘れておったが、お主は今日から宿舎で寝泊まりすることになるからの」

「――えっ？」

「場所が場所じゃからな。通いでは厳しい。それに上位精霊の幼子を手なずけようとする今回の任務は極秘のものじゃ」

「そうなんですか？」

「外にバレると、各国が独占しようとして戦争の火種になるかもしれんからの。くれぐれも任務のことは他言しないように」

　――マジですか。

　俺はどうやら、とんでもない任務を任されたらしい。

　にしても、俺とブラッドレイヴンの女魔法使い、そして精霊の子供たちが一つ屋根の下で今日から暮らすことになるとは。

　波乱の予感しかしない。
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　ギルド長に渡された地図に従って、山道を行く。

　ここは冒険者ギルドの私有地だ。

　許可を得ていない者は立ち入ることができない。

　地脈点が集中しているそうで、精霊たちが数多く生息している。その中には上位精霊の姿もあるだろうということだ。

　しかし――

「結構、山の上の方にあるんだなあ」

　山道を登り始めて一時間になる。だが、一向に宿舎は見えてこない。

「中々、足腰に応える……」

　ひいひい言いながら、ようやく辿たどり着く。

　山の上にある広場。そこに保育園の建物があった。

　真新しい木造建築。周りにある山々の風景に溶け込んでいる。世俗から隔離されたその場所はまるで秘境のようだ。

「取りあえず、一旦休憩して――って、ん？」

　保育園の建物。

　その前に二つの人影が相対していた。

　一人は女性。

　二十歳前後だろうか。

　小こ綺ぎ麗れいな魔法使いの服装に、杖つえを握りしめている。

「私の名はエレナ・ルシウス！　私がこの決闘に勝てば、火属性の上位精霊であるあなたに契約して貰うわよ！」

　エレナ・ルシウス。その名には聞き覚えがあった。

　最強ギルド『ブラッドレイヴン』の一員にして天才魔法使い。家柄は上級貴族でお嬢様という非の打ち所がない存在だ。

「へへーっ。あたし、絶対負けないもんね！」

　対するのは布の服を着た幼女。

　赤髪で、活発そうな女の子だ。目を剝むき、舌を「んべー」と出して挑発している。あれはもしかすると精霊だろうか。

　火の上位精霊――エレナは確かそう言っていた。

「……ふふ、私も随分と舐なめられたものね。いいわ、ブラッドレイヴン所属の魔法使いとして力を示してあげる！」

　エレナは杖を掲げると、詠唱し始めた。

「業火の炎よ。我に力を！――〈メテオ・インパクト！〉」
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　次の瞬間、空に太陽が現れた。

　思わずそう幻視するほどの、膨大な炎球。杖を一振りすると、それはまるで星が落ちるかのように幼女へと降り注ぐ。

「危ない――！」

　俺が叫んだ瞬間、世界が白く輝いた。

　巨大な火柱が舞い上がる。

　大おお怪け我がしたんじゃないのか!?

　だが――赤髪の幼女はけろりとしていた。

「効かないもんねー！」

「……そうよね。あなたは火の上位精霊だもの。火魔法は効かなくて当然。今のはほんの小手調べとして放っただけよ」

　エレナはにやりと不敵に微笑ほほえむ。そして再度杖を構えた。

「次こそ本番――私の水魔法に耐えられるかしら？　喰くらいなさい！――〈ウォータースプラッシュ〉！」

　詠唱が終わると共に彼女の左右に魔法陣が現れた。

　幾何学模様の魔法陣から二つの巨大な水流が現れた。それらはまるで生きた龍のように左右から幼女精霊の元へと迫り来る。

　ブシャァァァァ！

　水流は一瞬にして蒸発した。霧が辺りを覆う。

「な、何が起こったんだ!?」

　俺は目を凝らす。

　あの子は大丈夫なのか!?

　霧が晴れると、幼女の姿が露あらわになる。傷一つついていなかった。何事もなかったようにけろりとしている。

「へへー。今の水、冷たくて気持ちよかった！　もっとかけて！」

「そ、そんな……無傷だなんて……」

　エレナは驚きよう愕がくしていた。

　ウォータースプラッシュは水属性の上級魔法だ。火の精霊には相性がいいはず。なのに全く通じなかった。

　なら――。もう打つ手はない。

　天才魔法使いの全力の魔法を以もつてしても、傷一つつけられない。――そうか。これが上位精霊の力というやつか。

　時には天災として恐れられるほどの強大な存在。たとえ幼子であっても、到底人間たちの敵かなうような相手ではなかったんだ。

「よーしっ。それじゃ今度はこっちからいくぞっ！」

　幼女精霊は腕をぐるぐる回す。

　やる気満々といった様子。

　相性の悪い水の上級魔法ですら軽々といなす火の上位精霊。それが本気を出せばどんな大惨事を生み出してしまうのか。

　エレナは自分の未来を悟ったのだろう。表情を青ざめさせた。

「くっ……。こんな小さな子に負けて散ることになるなんて……。父上。母上。不出来な娘をどうか許して……！」

　杖をぎゅっと握りしめる。自らの死を受け入れるように。

「へへー。いっくぞーっ！」

　幼女精霊の身体からだが赤く光り輝く――。今まさに莫ばく大だいな魔力のこもった、天災級の一撃が放たれようとした時だった。

「待った！　喧けん嘩かはそこまでだ！」

　俺はそこで間に入った。

　幼女精霊はぴたりと動きを止める。

「な、なんだよー。いいところだったのにぃ！」

「あなたは……？」エレナが目を見開いた。

「俺はオリバー・クライド、Ｅランク冒険者だ。ギルド長の命で、今日からこの保育園の園長に就任することになった」

「Ｅランク冒険者……？」

　エレナは啞あ然ぜんとしていた。

　……まあ。エリート街道をひた走ってきた彼女からすると、いい年をしてＥランクに甘んじている奴やつなんて信じられないか。

「おっちゃん！　どいてよ！　まだ終わってない！」

　幼女精霊がぷんすかと怒りを露わにする。

「もう勝負はついてるだろ。これ以上は戦いじゃなく暴力になる。他者を痛めつけて喜ぶのは弱い者がすることだぞ」

「うぐ……」

　幼女精霊は口ごもった。

「君は上位精霊なんだろう？　上位精霊は凄すごい精霊だ。そんな凄い精霊が必要以上に他者を傷つけるのはよくないと思うけどな」

「それは……そーかもだけど……」

　幼女精霊は両人差し指をつんつんと合わせる。

「けど！　これじゃまだあたし全然遊び足りない！　つまんない！」

「そうか。なら俺と勝負しようか」

「えっ！　ほんとっ!?」

「ああ」俺は頷うなずいた。「思う存分、相手をしてやろう」

「あ、あなた、正気!?　さっきの戦いを見てたでしょう!?　Ｅランク冒険者程度だと手も足も出せずに殺されるわよ!?」

　エレナが切迫した表情で叫ぶ。今ならまだ、俺の自殺を止められる。そういった一いち縷るの願いを託すように。

「まあ、そうだろうね。――普通の決闘なら」

　俺は言った。

「俺は何も拳を交えようなんて気はないよ。物騒だしね。だから、俺はこの種目でこの子に勝負を申し込む――」

　びしっと幼女を指さす。

「ずばり！　かくれんぼで勝負しよう！」

「…………」

　エレナはぽかんとした顔をした後――。

「か、かくれんぼ？」と声に出した。

「そうだ。片方が隠れる側で、もう一方がそれを見つける側。鬼の俺がこの子を見つけたら勝ちというのはどうだろう」

「何をバカなことを言っているの！　相手は凶暴な上位精霊なのよ？　そんな遊びのような勝負に乗るわけが――」

「やるー！」

「えっ!?」

「へへー。あたし、かくれんぼ、ちょー得意だからなっ。おっちゃんなんかには絶対絶対ぜーったい見つかんないもんね！」

　幼女精霊は腕をぐるぐると回し、やる気満々だ。

「望むところだ」

　俺は腕組みをしてにやりと笑った。

「君が隠れていい範囲は保育園の建物の中全部。鬼の俺に見つからなかったら勝ちということでいいか？」

「うん！　いいよ！」

「よし、じゃあ早速隠れてくれ。ただ――」

　俺は言った。

「どこに隠れようと、必ず見つけてやるけどな」

「へへー。あたし、負けないからな！」

　幼女精霊はにかりと笑うと、とたとたと走っていった。とても楽しそうに。今にも飛び上がりそうな足取りで。

「あの上位精霊をいとも簡単に転がすなんて……」

　エレナは茫ぼう然ぜんとしていた。

「あなた、本当にただのＥランク冒険者なの？」

「確かにあの子は上位精霊だ。俺たちを遥はるかに上回る力を持っている。だけど、その前に一人の子供なんだよ」

　俺は微笑む。

「子供は遊ぶのが大好きだ。なら大人はそれに全力で付き合えばいい。そうすれば自然と距離を縮めることができるはずだ」

　力で従わせるだけが全てじゃない。

　仲良くなるのも選択肢の一つだ。

「さて、後はあの子を見つけるだけだ。遊びとは言えこっちも本気。負けてあげるつもりなんて毛頭ないからな」
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　保育園の外で待つ。

　俺はその間、エレナと雑談に興じていた。

「ところで、君はなぜここに？」

「上位精霊と契約を交わすためよ。彼女たちの力を得られれば、私は誰にも負けない真の魔法使いになれるから」

「今のままで十分強いと思うけどな」

　エレナは首を横に振った。

「ダメよ。全然物足りない。私はＡランク冒険者ではなく、Ｓランク冒険者として名を轟とどろかせる必要があるの。ブラッドレイヴンの一員として」

　現状には満足していないらしい。

　さすが最強と謳うたわれるギルドの一員。向上心が桁外れだ。

「あなたも私と同じ目的なんでしょう？　上位精霊と契約して、Ｅランク冒険者という今の状況を変えようとしている」

　エレナは俺をまっすぐに見据えてきた。

「あなたには負けないわ。先に契約するのは私よ」

　挑むような目つき。

　未来を信じて疑わない、澄んだ瞳。

　――綺き麗れいだ。濁りきった今の俺だから、余計にそう思う。

「いや、俺は上位精霊と契約を交わすつもりなんてないよ。ただギルド長に頼まれた依頼だから引き受けただけで」

「え……？」

「野心はとうになくしたよ。だから、今の君が羨ましい」

　俺はそう言うと、

「さて、もう十分経たったかな」

　あの子を探さないと。

　保育園は横に延びた長方形の木造建築だ。

　大きく三つの区画に分かれている。

　俺はまず、正面の入り口から入った。すぐ側そばに無人の事務室があり、奥には玄関ホールが広がっていた。先へと進む。

　左側の区画は主に居住するための場所となっており、調理室や食堂、寝室やトイレなどが設置されていた。ここにはいなさそうだ。

　右側の区画には子供たちが遊ぶための教室があり、庭に面したウッドデッキの廊下から教室の中に入ることができるようだ。

　ふむ……。俺の冒険者としての勘が言っている。この場所は匂う。ということで教室の中へと入ることにした。

　室内は殺風景だった。

　板張りの床が広がっていて、部屋の後ろ部分には棚が置いてあった。後は空のおもちゃ箱が放置されているくらいだ。

　おもちゃ箱の中を覗のぞいてみた。いない。

　次に棚と棚の間を調べてみる。いない。

「ううむ。勘が外れたか？」

「……あの子のサイズだと、隠れられる場所はいくらでもあるわ。そう簡単に見つけられるとは思えないけれど。何か秘策はあるの？」

「かくれんぼのか？　まあ、ないことはないが」

「へえ。例えば？」

「秘策その一。〈フェイント〉。これは隠れている人を見つけてないのに、見つけたと噓うそを叫ぶことで相手に『ああ、見つかっちゃったか』と思いこませ、観念して出てきたところを改めて捕まえるという頭脳プレーの技だ」

「インチキじゃない」

「じゃあこれはどうだ。〈不安煽あおり〉。こっちが一向に探さないことで、向こうの忘れられたんじゃないかという不安を煽り、おびき出す。このかくれんぼには時間制限を設けてないから夜まで待てば確実に成功する」

「……もしかして、その戦法を使うつもり？」

「いいや。成功率は高いだろうけどね。そんなので勝っても意味がない。信頼関係に罅ひびが入るだけだ。最悪、怒って暴れ出す」

「そうなれば一巻の終わりね」

「ああ。だから結局、正攻法で探すしかないってことだ」

「お手上げじゃない」

「そうでもない。山に無数に生えた雑草からピンポイントで薬草を見つけ出してきたこの目は結構頼りになるんだよ」

　俺は目を凝らす。

　何でもない教室の風景。

　だけど、人がいるなら必ず空気に淀よどみが生まれる。いかに上位精霊といえど完全に環境に溶け込むのは不可能だ。

「――見えたっ！」

　俺は窓際に掛かっていた白いカーテンを引っぺがす。すると、今まで死角になっていた部分が露あらわになった。

「……誰もいないわね」

　エレナはぽつりと呟つぶやいた。

「どうやらあなたの見込み違いだったようね。まだ探してない場所はあるわ。しらみ潰しにあたってみましょう」

「そうだな」

　俺は踵きびすを返そうとして、動きを止めた。

　そして――。

「――今、ほっとしただろ」

　そこにいるはずの彼女に向けて、そう言葉を放った。

　びくっ。空気の流れに綻びが生まれる。

　俺が先ほど捲めくったカーテン。その天井部分を見やる。そこには両手両足を広げて天井の隅に張り付いた火精霊の幼女の姿があった。

「はは、見つけた」

　にこりと微笑ほほえむ。「俺の勝ちだな」

「うがーっ！　悔しい！」

　幼女精霊は下りてくると、ばたばたと手を振った。

「カーテンの裏で、なおかつ天井に張り付く。端はなから二段構えだったわけだ。君にはかくれんぼのセンスがあるよ」

「ほんと!?」

「ああ、とっても上手だった。驚いたよ」

「へへーっ」

　幼女精霊は誇らしげに鼻の下を搔かく。

「でも、見つけられちゃった。おっちゃん、かくれんぼの名人だな！」

「はは、ありがとう」

「あたし、ちょー楽しかった！　ねーねー！　もっかいやろ！　もっかい！　今度は絶対見つからないから！」

「ああ、いいとも。いくらでも付き合おう」

「やったー！」

　幼女精霊はぴょんぴょん跳ねる。

「でも、もうすぐ日が暮れるわよ？」

　エレナが横から言葉を挟んできた。

「森に帰らなくていいの？」

「うぐ……」

　幼女精霊は黙り込んだ。

「けど、かくれんぼしたいし……」

「今夜はここに泊まっていったらどうだ？　それならずっと遊べる」

「えっ？　いいのっ？」

「ああ、俺はこの保育園の園長だからな。俺がいいと言えば、この園内に限ってはいいということになるんだ」

「おっちゃん、すげーっ！」

　幼女精霊はきらきらした目で見てくる。

　はは、何だか照れくさい。

「けど、ほいくえんってなんだ？」

「君みたいな子供を預かって、いっしょに遊んだりするところだよ。外で遊んだり室内で積み木をしたりして」

「おおーっ。面白そう！」幼女精霊は上目遣いで俺に尋ねてくる。「ねえねえ！　あたしも入っていい？　ほいくえん」

「ああ、大歓迎だ」

「ほんと!?　毎日遊べる!?」

「もちろん」

「やったー！」

　幼女精霊は両手を挙げて大喜びだ。

　よほど遊び相手が欲しかったのだろう。

　精霊には人間で言う親にあたる存在がない。個体によっては幼い頃から他者との関わりを持てない者もいるのだ。

「約束ね！　約束っ！」

　満面の笑みで、小指を差し出してくる。結べということらしい。

「分かった。分かった」

　俺は微笑ましい気持ちで小指を結ぶ。

「指切りげーんまーん。噓ついたら針千本のーます！」

　幼女精霊が「指切った！」と言った瞬間だった。ぼうっ。俺と幼女精霊の間に赤い光が生まれたかと思うと、瞬く間に広がった。

　俺の全身に力が漲みなぎってくる。血液中を魔力が循環するのが分かる。

　――えっ、これってまさか……。

「へへーっ。けーやく成立！」

　幼女精霊は笑顔でピースサインを向けてきた。

　今、契約成立って……。

「う、噓でしょ!?」

　エレナが素っ頓狂な声を上げた。

「あなたが火の上位精霊と契約を結んでしまうなんて……そんなっ！　こんなのは何かの間違いに決まっているわ！」

　俺はどうやら、火の上位精霊と契約を結んでしまったらしい。
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　俺が契約を結んだ火の上位精霊――名をフレアと言うらしい。

「へへー。これで毎日遊べるなっ！」

　今は教室の床に寝そべって、ニコニコしている。

　隣ではエレナがしかめ面をしていた。

「上位精霊と契約するのは全魔法使いの憧れ。それをあなたのようなＥランク冒険者が契約してしまうなんて……」

　確かに自分でもびっくりだ。

　保育園の一員になる約束を交わしたものとばかり思っていたのに……。まさか上位精霊との契約をすることになるとは。

「ねえ、フレア。私も保育士としてあなたといっしょに遊んであげる。だから私とも契約を交わしてくれない？」

「ムリ！　せーれいは一人としか契約できないから！」

「そこを何とかお願いできない？」

「できない！」

「なら、この人との契約を解除して。そうすれば問題ないでしょう？　私と契約した方があなたにとっても得よ」

　エレナは諭すように、人差し指を立てて話す。

「私はＡランクの魔法使いよ。私とあなたが組めば、他のどんな魔法使いにも劣ることのない力を手に入れられる。

　そうすれば何もかも思うがまま。地位も、名誉も、お金だって。あなたにとっても悪い話じゃないと思うけど？」

「やだねーっ！」

　フレアはぷいと顔をそむけた。とたとたと俺の元にやってくる。後ろから右足にぎゅっとしがみついてきた。

「あたしはおっちゃんとほいくえんで毎日遊ぶんだ！　まほーつかいがどうとか死ぬほどどうでもいいもんね！」

「ということらしい」

「ぐぬぬ……」

　エレナは悔しそうに歯は嚙がみしていた。

　腰の横で拳を握りしめている。

　と、次の瞬間――。

　ぱさっ。俺の胸元に手袋が投げつけられた。

　えっ、まさかこれは――。

「だったら、私はあなたに決闘を申し込むわ！」

　相手の胸元に手袋を投げつける。

　それは冒険者の間における、決闘の申し込み。

　勝てば敗者に何でも一つ要求することができる代わりに、負ければ相手の要求を何でも一つ呑のまなければならない。

「おいおい、本気か？」

「ええ。私が勝ったら、あなたには契約を解除して貰もらう。

　もちろん、私が負けたらあなたの言うことに従う。何を命令しても――それこそどんなに屈辱的なものでも構わないわ」

　その目には確固たる覚悟が据わっていた。

　何が何でも上位精霊との契約を果たしたい。そんな気持ちが伝わってくる。魔法使いとしての矜きよう持じというやつだろうか。

「そう言われてもなあ……」

　俺の一存で決めることはできない。

「フレアはどう思う？」

　これはフレアを懸けた戦いだ。彼女の意思を尊重したい。

「別にいーんじゃない？」

　フレアはあっさり言った。

「あいつになら、おっちゃんは絶対勝てるし！」

　おいおい。

　とんでもないことをさらっと言うなよ。

「（ぴきぴき……）」

　あーあ。

　案の定、エレナはおかんむりだ。そりゃそうだろう。Ｅランク冒険者の俺に絶対負けると言われたんだから。

「フレアの許可が出たんだ。勝負は受けよう」

「ふふ、そりゃそうよね。私程度なら絶対に勝てるんだもの。ここで尻尾を巻いて逃げることなんて許さないわ」

　うわあ。凄すごい敵意だ。思わず気け圧おされてしまう。

「じゃあ、早速始めましょうか」

　俺たちは保育園の前で向かい合う。

　フレアは庭に面した廊下で、退屈そうに寝転がってその様を眺めていた。

　しきりに「ねー。おっちゃん早くかくれんぼー」と誘いかけてくる。

「残念ながら、あなたたちがかくれんぼをすることは叶かなわないわ。オリバーは私の魔法にやられて二、三日は動けなくなるでしょうから」

「はは……。なるべくお手柔らかに頼むよ」

「それはできないわ。真剣勝負だもの。――行くわ！」

　エレナは杖つえを構えると、言葉を紡いだ。

「業火の炎よ。我に力を！――〈メテオ・インパクト！〉」

　次の瞬間、空に膨大な炎球が現れる。

　おいおいおいおい！　めちゃくちゃ本気じゃないか！

　先ほど、フレアに放っていたのと同じもの――とてもじゃないがＥランクのおっさんに放つような魔法じゃない。

「こんなの喰くらったらひとたまりもないぞ!?」

　怪け我がどころの話じゃない。保育園の業務にも重大な支障が出てしまう。

　それは何としても避けなければ！

「と、とにかく威力を弱めるためにも適当な魔法を撃たないと。でも、今まで魔法なんてろくに使ったことないしな……」

　って――もう炎球が迫ってきてるじゃないか！

　ああ。そうだ。

　ファイアくらいならＥランクでも使えるはずだ。

　低級魔法だが、何もしないよりはマシ。

「よし――〈ファイア〉！」

　手を前方に、そう口走る。

　すると――。

　ズゴォォォォォォォッ!!

　俺が思っていたのとは違うファイアが出た。

「きゃああああああああああああ!?」

　爆炎が広がり、広場は焼け野原に。

　草木や石は一瞬で溶けて消えた。

　ええ!?

　お、俺の魔法がこれだけの威力を――!?

「っ……」

　エレナはその場にぺたんと尻餅をついていた。

「そ、そんな……信じられない……。ただのファイアでこの威力なんて……。私の魔法を遥はるかに凌りよう駕がしている……」

「お、おい。大丈夫か？」

　俺が尋ねると、エレナはきっと睨にらんできた。涙目で。

「ぜんっぜん、大丈夫じゃない！　あなたの魔法が凄すぎたせいで、腰が抜けて立てなくなっちゃったじゃない！」

「す、すまない……なのか？」

「一瞬、ほんとに死んじゃうかと思ったわ。……ぐすん」

　泣きそうになるのを、必死に抑えていた。

　若い女の子を泣かせる寸前まで追い込んでしまった。俺は悪い大人だ。でもまさかあんなことになるとは思わなかった。

「これでおっちゃんの勝ちだなっ！」

　フレアが暢のん気きに声を上げた。「さっ！　早くあたしとあそぼーっ！」

　腕をぐいと引かれる。

　うーむ。やっぱり子供はエネルギーの塊だな。さながら太陽みたいだ。俺の体力でついていけるだろうか……。

「待ちなさい！」

　エレナに呼び止められ、俺たちは振り返る。

「私はあなたとの決闘に負けたわ。……ルシウス家の人間として約束は守るわ。煮るなり焼くなり好きにして」

　エレナは目を瞑つぶると、唇を嚙かみ締めながら、両手両足をばっと開いた。だが、その身体からだが小刻みに震えていた。

「……父上。母上。十八にして穢けがれてしまう私をお許しください。大丈夫。天井の染みを数えていれば終わるはずだから」

「待て。君は俺がどんな命令をすると思ってるんだ？」

「私を辱めるつもりでしょう？……猥わい褻せつ図書みたいに」

「いやいやいや……」

　そんなに鬼畜外道ではない。

　若い頃ならいざ知らず、今は枯れたおっさんなのだ。それに命令して無理やり従わせたところで空むなしいだけだ。

「俺は別に何かを命令するつもりはないよ」

「それじゃ、私が納得しないわ！」

　……面倒くさい子だなあ。まあ、いいところでもあるんだが。

「よし、じゃあこうしよう」俺は言った。

「これからこの保育園の同僚として、いっしょに頑張っていくこと。……これは命令じゃなくてお願いになるのかな」

　エレナはぽかんとした顔をしていた。

「……そんなことでいいわけ？」

「ああ。でも、何よりも大事なことだ。仕事は同僚とのコミュニケーションが上う手まくできていないと捗はかどらないからね」

　俺は笑いかける。

「懸命に仕事をしていれば、他の上位精霊が君と契約してくれるかもしれない。ま、これから一つよろしく頼むよ」そして手を差し出した。

「……ええ」

　エレナはふっと表情を緩めると、その手を握り返してきた。

「さすが、あなたは大人ね。意地を張っていた自分が恥ずかしくなる。……これからよろしくお願いします。園長」

　冗談めかすように言って、薄く微笑ほほえみかけてくる。

　――なんだ。柔らかい表情もできるんじゃないか。

　やっぱり、綺き麗れいな子だ。改めてそう思った。
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　その後はフレアとかくれんぼに勤いそしんだ。

　もういい加減、隠れるところがなくなるんじゃないか？　思わずそう苦笑いしてしまうほどの回数をこなした。

　さすが子供。めちゃくちゃ元気だ。

　おっさんの俺からすると眩まぶしすぎる。それに体力が追い付かない。途中、何度かエレナに鬼役を代わって貰ったりもした。

　――ぐぎゅるる……。

「うー。お腹なか空すいちったー」

　フレアはお腹を押さえながら呟つぶやいた。腹の虫は活発だ。

「もう夜だからな。そろそろ飯にするか」

　俺は窓の外を見やる。

　辺りは真っ暗だ。氷のような丸い月が夜空に浮かんでいる。

　しかし、精霊もお腹が空くんだな。何だか意外だった。てっきり水とか空気中の霞かすみとかを食べているものだと。

「そういえば、フレアはここに来るまでは森に住んでいたんだよな？　他の精霊の友達はいなかったのか？」

「いたよ！　ともだち！」

「その子はもしかして上位精霊？」とエレナが食いついた。「だとすれば、ぜひ私に紹介して貰もらいたいのだけど」

「んー。分かんない」

「そう……」エレナは残念そうな表情になった。

「ねー、それよりお腹空いたー」

「そうだな。食料の備蓄があるか探してみるか」

「わーい！　探検だー」

　俺たち三人は保育園の建物を歩き回る。庭に面した廊下をしばらく歩くと、離れの建物に厨ちゆう房ぼうが用意されていた。

　調味料や調理器具は一通り揃そろっていた。

「おっ、あったあった」

　棚の中に堅焼きパンや干し肉、野菜類などが備蓄されていた。側そばに置かれた麻の袋の中にキジの実が入っていた。

「あ！　これ森であたしが食べてたやつだ！」

　フレアがキジの実を指さして言った。

「そうか。森にいたら料理はできないよな」

　必然的に木の実やキノコなどの素材を食べることになる。

「これは潰してこねると、香りのいい生地になるんだよ。糸状に切って、お湯で茹ゆでて麺にすれば美お味いしく食べられるぞ」

「めん？」

「フレアは知らないか。じゃあ、食べさせてあげよう」

「やったー！」

　麺なら消化もいいし、子供も食べやすいはずだ。

「ねえ。あなた、料理はできるの？」エレナが尋ねてきた。

「冒険者の頃、山に入って取った食材をよく料理してたからな。多少の料理の心得くらいは持ち合わせてるつもりだ」

「意外と何でもできるのね……」

「君はどうなんだ？」

「さあ。料理なんて一度もしたことないもの。全部使用人がやってくれるし。でもやればできるんじゃないかしら」

　さすがはお嬢様と言ったところか。

「よし、早速始めるぞ。フレアも手伝ってくれ」

「あいあいさー！」

　フレアは元気よく敬礼した。未知の体験にうきうきしているようだ。。

　俺はまずキジの実をすり潰して、水を加えて手でかき混ぜる。しばらくすると粉が凝固して生地が出来上がった。

「フレア、これを上から踏み踏みしてくれ」

「わかった！　ふみふみする！」

　生地に薄い布を被かぶせ、フレアが裸足はだしで踏む。こうすることでコシが出る。

　その間に、俺は魔導器の火を使ってお湯を沸かす。昆布で取った出だ汁しに、醬しよう油ゆやみりんを加えて味を整えていく。

「いったい何を作っているの？」

「麺つゆだよ。味見してみるか」

　俺は出汁をすくって、エレナに差し出す。

　エレナは恐る恐るそれを口にした。

「あっ、美お味いしい……」

「そりゃよかった」

「さっきまでただの水だったのに……。少し手を加えるだけでこんなに変わるのね。全然知らなかったわ」

　ほんとにお嬢様なんだな。

「フレア、どうだ。踏み踏みできたか？」

「うんっ！　すっごい踏んだ！」

「おお、これならよさそうだ。えらいぞ」

「へへーっ」

　俺は生地を板の上に置くと、細く棒状に切っていく。均等に、かつスピーディに。ここが舌触りのコツなのだ。

　束状になった麺をむんずと摑つかむと、煮たった湯の中に入れる。ぐつぐつと泡を出しつつ麺が茹でられていく。

「そろそろだな」

　麺を取り出すと、冷水で締めた。そして出汁の中に入れる――。

「よし。うどんの完成だ」

「わーいっ！」

　フレアが歓声を上げた。「すっごいいい匂いする！」

「とても美味しそうね」

「早速、皆で頂くとしようか」

　俺は三人分のうどんを器に入れると、配膳する。

　そしてテーブルを囲んだ。

　フレアが我先にと食べようとしたところを、制する。

「フレア。食べる前には、手を合わせて食材に感謝するんだ。命を頂きますという気持ちを忘れちゃいけない」

「わかった！　いただきますっ！」

　フレアはぱんと両手を合わせた。

　うどんをフォークですくう。ふーっ。ふーっ。猫舌なのか、十分に冷ましてからちゅるちゅると麺をすすった。

「どうだ？　自分で生地を踏んで作った麺の味は」

「すごいおいしい！」

「そうか。それはよかった」

　一ひと先まず安心する。気に入って貰もらえたようだ。

　フレアはちゅるちゅると喜色満面でうどんを啜すすっている。はは。そんな幸せそうな顔をされたらこっちも嬉うれしくなる。

「この麺、風味がとてもいいわね」

　エレナが感心したように呟いた。

「キジの実から作ったものだからな。普通のものじゃこうはいかない」

「それに麺の細さもちょうどいいわ」

「子供でも食べやすいように細めに切ってあるんだ。喉を詰まらせたら大変だしな。その辺りは工夫してる」

「あなた、とても気が利くのね」

「自分に向き合うのは、若い頃に散々し尽くしたからね。他人のためを思わないと生きていけない年齢になったんだ」

　自分のことだけを考えられるのは、若者の特権だ。

　おっさんになると主観だった視点が、嫌でも俯ふ瞰かんへと変わる。それを世の中では大人になると言うのかもしれない。

「あの子、すごく喜んでるわ」

　エレナはフレアの方を見て、ぽつりと呟いた。

「私も料理、覚えてみようかしら」

「もし興味があるなら、時間がある時にでも教えようか」

「いいの？　私はあなたのライバルなのよ？」

「それ以前に同僚だ。それに料理を覚えていると役に立つ。例えば得意の手料理で意中の相手の胃袋を摑んだりね」

「……い、意中の人なんていないわ」

「例えばの話だよ」

　俺は軽く笑いかける。

「おっちゃん！　おかわり食べたい！」

「麺は多めに作ってあるからな。入れてやろう」

「わーいっ！」

　フレアが笑顔で両手を挙げた、その瞬間――。

（ぐぎゅるるるるるるるる!!）

　大きな大きな腹の虫が鳴いた。

「おいおい。そんなにお腹が空いてるのか？」

「今のはあたしじゃないよ？」

「え？　じゃあいったい誰が――」

　ぐるりと周囲を見回すと――。

　ピタリ。

　小さな女の子と目が合った。厨房の入り口で指を咥くわえている。

　おでこの出た髪型。ぼーっとした、どことなく眠たげな眼まな差ざし。まるで妖精か何かのような不思議な雰囲気を纏まとっていた。

「き、君は――」

「ムーじゃんか！」フレアが叫んだ。

「知り合いなのか？」

「うん！　あたしの友達！」

　なるほど。森にいた頃の友達というわけか。ってことは精霊だ。

「――ムーという名前。確か土属性の上位精霊だったはずよ」

　エレナがはっとしたようにそう口にした。さすがＡランクの魔法使い。精霊に関する知識は豊富に持ち合わせている。

　しかし、この子も上位精霊か。凄すごいな。滅多にお目に掛かれない存在なのに、立て続けに出会うことができたとは。

（ぐぎゅるるるるるるるる!!）

　また、鳴った。

「もしかして、君はお腹なかが空すいてるのか？」

「……（こくり）」

「よかったら、うどん食べるか？」

「……（こくこく）」

　ムーと呼ばれた少女は首を縦に何度も振った。

　ちょこちょこと近づいてくると、ぺたんと席についた。俺は鍋から取り出した麺を器に注そそいで差し出してあげる。

「ほら、召し上がれ」

「（ずごごごごご……）」

「い、一瞬にして飲み干した!?」

　時間にして三秒未満。

　少女はまるで飲み物のようにうどん一皿を平らげた。

　けぷー。

　あまり表情を変えないが満足そうに息をついていた。

「……おいしい」

　ムーは俺を上目遣いで見つめる。

「……もっと食べたい」

「あ、ああ。ならまだおかわりがあるから」

　キュピーン。

　少女はおかわりという言葉に反応すると、すっくと席を立ちあがった。鍋を両手で持ち上げたかと思うと――。

（ずごごごごご……）

　一瞬にして食べきってしまった。

　凄い。まるでブラックホールだ。

「あーっ！　あたしのうどんが――っ！」

　フレアはムーの胸倉を摑んで、ゆっさゆっさと揺さぶる。

「ムー、返せっ！　今すぐ吐き出せーっ！」

「……ごっつあんです」

「待て待て！　うどんならまた今度作ってやるから！」

　俺は二人を引き剝がす。

　フレアは「がるるる……」とムーに対して吼ほえていたが、ムーはそんなことは気にせずに俺に向かって言ってくる。
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「……ごはん、おいしかった」

「そうか。それは良かった」

「……もっと食べたい」

「そう言われても、もう食材はないしな……」

　俺はそこで閃ひらめいた。

「じゃあ、君もこの保育園に住むのはどうだ？　フレアもいるし、毎日美味しいごはんを食べさせてやることができるぞ」

「……!!　（こくこく！）」

　少女は眠たげな目を見開いた。激しく頷うなずく。

　よほどごはんが魅力的らしい。

「よし、なら決まりだな」

　俺はムーの頭を優しく撫なでる。

「今日から君もこの保育園の一員だ。よろしくな。ムー」

「……よろしく」

　その時だった。

　ムーの身体からだから放たれた緑色の光が、俺の身体の中に流れ込んできた。身体中に活力が満ちていくのが分かる。

　こ、これはまさか、契約完了の証あかしか？

「う、噓うそでしょ!?　火の上位精霊に加えて、土の上位精霊まで……。一人で二人の上位精霊と契約するなんて！」

　エレナはムーの身体に縋すがりながら言う。

「ねえ！　お願い！　私とも契約してよ！」

「……むり。せーれいは一人としかけーやくはできない」

　さっき、フレアも同じことを言っていた。

「……それにけーやくするのはごはんをくれる人がいい」

　ムーは無む垢くな瞳で尋ねる。

「……あなたは料理できる？」

「うっ。で、できないけど」

「……つまり。そういうこと」

「ぐぬぬ、こんなところで女子力のなさが仇あだに……」

　なるほど。俺はムーの専属料理人として契約者になったわけか。ともあれ――保育園の新しい仲間ができたのだった。
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　食事を終えた後は、お風呂に入ることにした。

　しかし、保育園の建物の中にはそれらしきものは見つからない。ここは僻へき地ちなので公衆浴場なんてものも当然ない。

「お風呂に入れない生活なんて考えられないわ！」

　エレナは憤慨していた。

　おっさんの俺からすると、二、三日入れなくても特に問題ないような気はするが、やはり女子的には気になるらしい。

「近くに温泉でもあればいいんだけどな」

　無い物ねだりをしてみる。

「なら、今から私たち皆で掘るというのはどうかしら」

「いや。水脈がこの辺りにあるかどうかも分からないし、仮にあったとしても掘り起こすのに時間が掛かりすぎる」

　とてもじゃないが不可能だ。

「こーいう時、マリンがいたらなー」

「フレア、マリンって？」

「あたしとムーの友達！　みずのせーれいなんだ。マリンがいたら、きっとおんせんっていうのも掘れると思う」

「水の精霊か。確かにそれなら可能かもしれないな」俺は言った。「そのマリンって子がどこにいるか分かるか？」

「んー。わかんにゃい」

「そうか……」

　とは言え、森に生息しているなら、いつか会えるかもしれないな。

「ところで君たちは普段、森では風呂をどうしてた？」

「あたしたちは湖で水浴びしてた！」

「……（こくり）」

「なるほど、森の中に湖があるのか。それはいいな。綺き麗れいそうだし……。よし、じゃあ今から皆で湖に行くか」

「「おーっ！」」

「ま、待って！」

　エレナが慌てて止めてきた。

「その湖と言うのは、森の中にあるんでしょう？……ということは、夜の森を進まないといけないのよね？」

「ああ。だけど、明かりを灯ともせば平気さ」

「…………」

「もしかして怖いのか？」

「そ、そんなわけないでしょう!?　私はブラッドレイヴンの魔法使いよ!?　怖いものなんてあるわけないわ！」

　本当だろうか。とてもそうは見えないが。

　俺たちは保育園の敷地を後にすると、森の中へ向かった。日も暮れて木々の間には闇が隙間なく染み込んでいる。

　俺は松たい明まつを手に、精霊の子供たちの案内で進んでいく。

「エレナ、大丈夫か？」

「な、何が!?」

「さっきからずっと、顔色が悪いが」

「へ、平気よ！」

　エレナはそうムキになって叫ぶと、「……ただ。足元が見えなくて不安だから。あなたの服を摑つかんでいてもいい？」と小声で囁ささやいた。

「別に構わないが」

　エレナは俺の服の背中部分をぎゅっと摑んできた。

「……コワくない。コワくない。全然コワくない……」

　ぶつぶつと自分に言い聞かせるように呟つぶやいている。

　怖がっているのが丸出しだ。

　しかし、何だか意外だったな。さしもの天才魔法使いに、暗いところが苦手なんていう弱点があったとは。人は見かけによらない。

　しばらく歩くと、森を抜けて視界がぱっと拓ひらけた。

　目の前には大きな湖が広がっていた。夜の湖面は鏡のように透き通っていて、月や星々が鏤ちりばめられている。

「うん。ここなら確かに良さそうだ」

　水も綺麗だし、視界が拓けているから安全面においても心配ない。魔物が襲ってきても不意を衝つかれることもない。

「わーい！　はいろはいろー」

　フレアは勢いよく服を脱ごうとする。だが、勢い余ってか、首元の部分で頭がつっかえてしまっていた。

「うむむ……。服が脱げない……」

　上半身が繭まゆのようにこんもりと膨れあがり、おろおろとするその姿は傍はたから見ているととても微笑ほほえましかった。

「おっちゃん、たすけてー」

「フレア、じっとしてるんだ。今服を脱がせてやるから」

「うにゃー」

　服の裾の部分を摑み、上へと捲まくり上げる。

　すぽんっ。抜けた。

　健康的な小さな身体が露あらわになった。

「いくぞー！」

　フレアはすっぽんぽんのまま、元気よく湖に走っていった。ばしゃーん。静寂な湖に水みず飛沫しぶきが上がる音が響く。

　ムーはその様子をぼーっと眺めていた。

「ムー。君はどうして動かないんだ？」

「……自分で服、ぬげない」

「やれやれ、仕方ないな。じゃあ、万歳してくれ」

「……あいあい」

　ムーは無表情のまま、両手を挙げて万歳した。上下の服を脱がせてやる。その間、完全に俺に身を委ねていた。

　裸になったムーに、タオルを巻いてやる。保育園から持って来たものだ。

「これでよし」

　俺も服を脱ぐと、腰にタオルを巻く。ムーの手を引いて湖に向かう。足先に触れた水は冷たくて澄んでいた。

「フレア、こっちに来るんだ。身体を洗ってやるから」

「はーい！」

　フレアはばしゃばしゃと水を蹴散らしながら走ってきた。子供たちの身体を水で濡ぬれたタオルで丁寧に拭いていく。

「身体は綺麗にしておかないとな」

「にへへ。くすぐったーい」

　フレアは楽しそうに笑い声を上げていた。

「……むふー」

　ムーは気持ちよさそうに表情を緩めていた。

　タオルで身体を拭いた後、湖の水に浸つかった。初夏だから気持ちよかった。水面みなもには月や星々が映し出されていて夜空の中にいるかのようだ。

　ふと視線を上げると、湖畔にはエレナが突っ立っていた。

「エレナ。君は水浴びしないのか」

「したい気持ちは山々なのだけど……」エレナは言いにくそうに口にした。「人前で肌を見せるのはちょっと……」

「タオルを巻けばいいじゃないか」

「忘れてしまったのよ」

「なら子供たちのタオルを借りれば……いや、サイズが合わないか。じゃあ、俺のタオルを貸してやろうか」

「それだとあなたが隠せなくなるでしょう」

「別に気にしないさ」

「こっちが気にするの！　それにあなたが身体からだに巻いているタオルだと、私の身体は隠しきれないわ」

　そうか。女子は隠す部分が多いもんな。

「じゃあこうしよう。俺たちが先に湖から上がる。その後、君が一人でゆっくりと水浴びを楽しんでくれればいい」

「ええ、それなら……」

　交渉成立だ。

　俺たちはしばらく冷や水で身を清めた後、湖畔へと戻った。フレアとムーの濡れた身体を念入りに拭いてやる。

　風邪を引いたらいけないからな。

「じゃあ、私も入らせて貰もらうわね」

「ああ。俺は後ろを向いておくから」

　俺はそう言うと、エレナと湖に背を向けた。衣きぬ擦ずれの音。エレナが身を強こわばらせているのが伝わってくる。

　ちゃぽ……。水に浸かる音がした。しばらくして――。

「ね、ねえ」

　エレナに呼びかけられた。

「どうした？」

「やっぱり、その、不安で……。湖は暗くて広いでしょう？　何か起こるんじゃないかと思うと落ちつけなくて。

　お願い、私のことを見ていてくれないかしら」

「ええ？」でも。それだと……。

「当然、じっと凝視するのはダメよ。薄目で！　私のシルエットがぎりぎり見えるくらいの解像度で見守っていて！

　今は夜だし、距離も離れているから。大丈夫のはずよ。とにかくっ。ちゃんと見えない程度に目を離さないで！」

「無茶を言うなあ」

　俺は首筋をぽりぽりと搔かくと、くるりと振り返った。湖の方を見やる。浅瀬のところにエレナの姿があった。

「どう？　見えない程度に見ている？」

「……あ、ああ」

　噓うそだった。

　思いの外天気がよく、月の光が煌こう々こうと輝いていた。

　そのせいかエレナの一糸纏まとわぬ姿が露わになっていた。

　背中から腰に掛けてのライン。しなやかな肢体。つんとした形のいい乳房。全てが青い月光に炙あぶり出されていた。

　だが――。

　まさか今さらはっきり見えてますとは言い出せない。

　薄目にしても、生来の視力の良さが仇あだとなって見えた。

　目を逸そらせば、その仕草で怪しまれる。

　なので俺はこれはいけないという罪悪感に苛さいなまれながら、エレナの裸体に釘くぎ付づけになるという倒錯した行動に従事していた。

「ふう……さっぱりしたわ」

　エレナは水浴びを終えると、清すが々すがしい表情になって帰ってきた。服を着替えた後に微笑を浮かべて言う。

「オリバー。おかげで助かったわ」

「あ、ああ」

　俺はエレナのことを直視できなかった。

　ぎこちない声になっていないだろうか。

「エレナ！　胸にほくろがあったな！」フレアがふいに言った。

「――えっ!?」

　エレナはその言葉にぎょっとした表情になった。

「ふ、フレア。あなた見えていたの？」

「うん！」「……ばっちり」

「……オリバー。あなたも、もしかして見えていた？」

　エレナは顔を赤らめると、両肩を抱いてそう尋ねてきた。

「いやいや！　フレアやムーは上位精霊だから！　俺たちより目が良いんだよ。俺は全然何も見えちゃいなかった！」

　本当だ。エレナの左胸にほくろがあることなんて、全然さっぱり、これっぽっちも見えてはいなかった。

「ふーん。へーえ……」

　エレナはジト目で疑いの視線を向けてきた。じろじろと見つめられて、俺は真実を吐露するのを必死に抑えた。

　ううむ。

　やっぱり、風呂の問題はどうにかした方がいいかもしれないな。毎日こんな感じだととても身が持たないぞ。
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　翌朝。

　保育園の寝室にあるベッドの上で目が覚めた。

　俺の胸元でもぞもぞと動くもの。

　フレアだろうか。それともムーだろうか。二人は昨夜、俺のベッドに潜り込んで来たので一緒に寝ることにしたのだ。

　しかし――

「おはようございます♪」

　ひょこりと顔を覗のぞかせ、微笑んだ幼女。

　それは全く見覚えのない子だった。

　ぱちりとした大きな瞳。ゆるふわな髪。まるで童話の中から出てきたかのような華やかな雰囲気を纏っている。とても可愛かわいかった。

　フレアとムーが子供としての可愛らしさを有しているとすれば、この子は女の子としての可愛さを持っている。

「えーっと。君は……」

「昨日、湖で水浴びをしていましたよね？　追いかけたらここを見つけたので、ベッドに潜り込んじゃいました♪」

「ってことは、君は精霊なのか」

「はい。私はマリンって言います」

　マリン――。ああ。確かフレアが昨日、言っていたな。水の上位精霊で、彼女なら温泉も掘り起こせるとか。

「俺はオリバーだ。ここの保育園の園長を任されてる」

「ほいくえんですか？」

「ああ。簡単に言うと、君たち精霊と仲良くなるための場所だ。いっしょに遊んだり色々な体験を通してね」

「なるほど。――私たちと『契約』するためにですか？」

「……えっ!?」俺は思わずマリンを見やる。

「精霊と『契約』することができれば、大きな力を得ることができる。人間が私たちに近づくのはそのためでしょう？」

　微笑ほほえみの奥に、人間に対する警戒心が滲にじんでいた。

「フレアやムーとは上う手まく契約できたみたいですね」

　マリンは布団を捲ると、安らかに寝息を立てるフレアやムーを見やった。「この子たちの力を利用していったい何を考えているんですか？」

　マリンは上目遣いで、俺の目を覗き込んでくる。

　……この子はフレアやムーとは違う。人間たちに明確な警戒心を持っている。

「確かに、保育園を作った冒険者ギルドの思惑は君の言う通りだ。上位精霊と契約して力を貸して貰うことだろう。だけど――」

　マリンを真っ向から見据えて言った。

「それは俺にとっては関係のない話だ。俺は保育園の園長として、君たちと仲良くなって素敵な時間を過ごさせてあげたい。

　昨日、フレアやムーを見ていて思ったんだ。美お味いしいものを食べたり、今まで見たことのないものを見たり。そんな思い出をたくさん作ってやりたいって。精霊も人間も、子供の頃の楽しい思い出は一生の宝物になるから」

　それは噓偽りのない本音だった。

　フレアやムーは今まで森という世界しか知らなかった。だから彼女たちにもっと色々な世界を見せてあげたいと思う。

「口では何とでも言えますよ」

「確かに君の言う通りだ」俺は苦笑するとマリンに言った。「だから、君もこの保育園でしばらく過ごしてみないか」

「えっ？」

「俺が言っていることが本当か噓か。実際に過ごしていれば分かるだろう。もちろん契約はしなくてもいい。君が保育園を気に入らなかったり、楽しくなかったりすれば、すぐに出ていって貰っても構わない」

　……この子に詭き弁べんは通用しない。子供は誰より澄んだ眼めを持っている。噓偽りはすぐに見破られてしまうだろう。

　だからこそ、剝むき出しの自分でぶつかるべきだ。虚偽のない俺の思いを見せて、彼女の胸の内にこびりついた警戒心を拭い去る。

「……分かりました」マリンは逡しゆん巡じゆんした後、ぽつりと呟つぶやいた。「では、しばらくお世話になることにします」

「ああ」

　俺は微笑みを浮かべた。だけど、マリンは笑わなかった。
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「よし。今日は皆で、風呂を作るぞ」

　俺は皆を教室に集めると、そう宣言した。すでにマリンのことはフレアやムー、エレナにも紹介してあった。

「やったー！　お風呂だ！」

　フレアは隣にいたムーとハイタッチを交わしている。お風呂に喜んでいるというよりも場の流れに乗ったという感じ。

「でも。いったいどうするつもり？」エレナが尋ねてくる。

「昨夜、湖から戻ってくる途中、森の中に放置されたものがあった。暗闇でよく見えなかったがシルエットからしてドラム缶だと思う。底さえ抜けていなければ、汲くんだ井戸水を沸かして風呂として使うことができるはずだ」

　そうすれば、毎晩湖に通わなくてよくなる。

「なるほど。それは確かに素敵ね」

「だろう？　ということで、今から皆で森に行ってドラム缶を探そう」

「「おーっ！」」

　フレアはムーの手を持って、天に突き上げる。元気いっぱいだ。その中でもマリンだけはむすりとしていた。

　俺たちは揃そろって森の中を歩く。昼間で明るいのでエレナも平気だ。

「どこかな、どこかなー」

　フレアがぱたぱたと森の中を忙せわしなく走り回る。と。その時だった。地表に張った根に足を取られて転んでしまった。

　べちゃっ。顔から思い切り倒れてしまう。

「おい、フレア。大丈夫か？」

　俺は慌ててフレアの元に駆け寄る。

「いてて……」

「大変だ。血が出てるじゃないか」

　額が擦りむけ、膝からは血が出ていた。

「平気ですよ」

　マリンが横から言った。「私たち精霊は生命力が強いですから。どんな大おお怪け我がをしても少しすれば治ります」

「そうなのか……」

　知らなかった。

　その証拠に、フレアの額と膝の傷口はすぐに塞がっていった。まるで時間を巻き戻したかのような不思議な光景だった。

「ドラム缶、見当たらないわね」

　しばらく歩いた頃、エレナがそう口にした。

「ううむ。この辺りだと思うんだが……」俺は首筋を搔かく。「夜だったし、もしかすると見間違いだったのか？」

　そもそも人気がないはずの場所にドラム缶がある、というのは不自然だ。見間違え説がいよいよ信しん憑ぴよう性せいを帯びてくる。

　――と、その時だった。

　歩いていたマリンの目の前に、いきなり何かが降りてきた。つぅっ……と糸を垂らしていたのは蓑みの虫むしだった。

「きゃっ!?」

　びっくりしたのだろう。

　マリンは反射的に後ろに飛び退のいた。それがいけなかった。靴裏が脆もろくなっていた土をずぼりと踏み抜いた。地面が崩れる。

「――えっ」

　マリンの身体からだは後ろへと倒れていく。背面にあるのは険しい斜面。転がり落ちるようなことがあればただでは済まない。

「マリン！」

　俺は反射的に地面を蹴っていた。斜面に飛びこむ。マリンの身体に手を伸ばすと、胸元にぎゅっと抱きかかえた。

　刹那――。激しい衝撃が全身を襲った。斜面を転がり落ちる。途中に生えていた木々の枝の先端が身体にぐさぐさと刺さる。

　天地が何度も逆転した後、投げ出された。仰あお向むけに倒れる。

「オリバーさん！」

　俺の胸元から抜け出したマリンが、顔を覗き込んできた。

「マリン。大丈夫だったか？」

「何をしているんですか！　私、言いましたよね!?　精霊は怪我をしても生命力が強いからすぐに治るんだって！」

「ああ、言った。ちゃんと聞いてたさ」

「なら、どうして――」

「すぐに治るとしても、痛い思いをすることには変わりないんだろう？　そんな思いを君たちにして欲しくなかったんだ。

　……それに、俺なら大丈夫だ。これでも一応、冒険者の端くれだからね。これくらいでどうかなるほどやわじゃない」

　俺はマリンに微笑みかけた。

　自分が怪我をする分には、耐えられる。

　今まで冒険者として何度も傷を負ってきたし、痛みに対する耐性もあるから。だが子供たちにそんな思いはさせたくなかった。

「……オリバーさんは良い人なんですね」

「はは、そうかな」

「はい。私、好きになっちゃいました」

「へえ――って、えっ??」

　今、さりげなく結構凄すごいことを言われたような……。

「私、オリバーさんのこと、好きになっちゃいました♪　なので、私も保育園でいっしょに暮らしてもいいですか？」

「そ、そりゃ。俺としては大歓迎だよ」
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　俺は言った。

「もちろん、契約を交わす必要もない。フレアとムーがたまたまそうなだけで、本来は何も強制してないからね」

「そうですか。でも――」

　マリンは俺に顔を近づけてくると――。

　ちゅっ。

　俺の頰に軽くキスをしてきた。

　えっ――。

「しなくていいと言われると。契約したくなっちゃいます♪」

　マリンはくすりと笑った。

　……この子は将来、男を惑わす小悪魔になりそうだ。思わずそう確信してしまうほど妖艶な微笑みをたたえていた。

　マリンの身体から放たれた青い光が、俺の身体に流れ込んでくる。彼女の力が細胞全体に満ちていくのが分かった。

「……ふふっ。これで私はもうオリバーさんのものです♪　いつでも好きなように使ってくれていいですからね」

「誤解を招く言い方はやめてくれ！」

　使うのは彼女の力だけだ！　あくまでも！

「……さてと。取りあえず、上に戻ろうか。皆も心配してるだろうし。早いところドラム缶を見つけないと」

「その必要はありませんよ」

「どうしてだ？」

「私が水脈を見つけて、温泉を掘り当ててあげます」

「えっ？　できるのか？」

「はい、水の精霊ですから。任せてください。他の子たちよりオリバーさんのお役に立つところを見せてあげます」
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　俺たちは森から戻り、保育園の前にいた。

　マリンが温泉の水脈が分かると言ったからだ。彼女は庭をてくてく歩きながら、水脈の位置を探しているようだった。

　俺、フレア、ムー、エレナはそれを見守っていた。ちなみに、エレナは俺がマリンとも契約したことを知ると――。

「なぜあなたばかり契約できるの……！」

　ほぞを噬かみながら、嫉妬の目でじとりと睨にらんできた。

　そう言われてもなあ……。

　別に俺は契約を望んでたわけでもないし。三人の精霊の力を借りた今も、何かを成してやろうなんて野心は全くない。

「見つけました！　温泉はこの下にあります」

　マリンが地面の一点を指さして言った。

「こんなところにあるとは思えないけど……」

　エレナが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　マリンはちっちっち、と指を振った。

「素しろ人うとはこれだからいけません。私は水の上位精霊ですよ？　地面の中の水の流れは手に取るように分かります」

「……この子。ちょっと生意気ね」

「はは。まあ、大目に見てあげてくれ」

　俺はエレナを宥なだめると、

「よし。皆、マリンが教えてくれたこの場所を掘ろう！」

「「「おーっ！」」」

　全員総出で、土を掘り始める。

　俺はシャベルで、そして子供たちはスコップで。数時間後――。日が暮れる頃、地面の中に確かな感触があった。

　ゴゴゴゴゴ……。地響きが鳴り響く。

　次の瞬間――。

　ドパアアアアアア！

「出たああああ！」

　温かい湯が空高く噴き上がった。

　それは掘り進めた円形の穴に溜たまり、温泉へと姿を変えた。湯気と共に、ぽこぽこと泡を吐き出している。とても気持ちよさそうだ。

「ね？　言った通りだったでしょう？」

　マリンが俺にぱちんとウインクしてくる。

「これで毎晩、湖に通って水浴びする手間が省けるな。ありがとう。これも全部マリンがいてくれたおかげだ」

　俺はそう言って、マリンの頭を撫なでた。彼女は昼間の無愛想さはどこへやら、すっかり懐いた笑みを浮かべながら、

「ふふっ、褒められちゃいました♪」

　と嬉うれしそうに呟つぶやいた。

　こうして保育園に新しい仲間と温泉ができたのだった。
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　マリンのおかげで水の確保はできた。

　後は食料を安定して手に入れられれば完璧だ。衣食住に困ることなく、思う存分楽しい保育園生活を送ることができる。

　精霊の森にその都度入ってもいいが、それだと手間が掛かる。園内で自給自足を送れるようにした方が色々と便利だ。

「よし、園内に畑でも作るか」

　何気なく口にする。しかしすぐに思い直した。

「って言っても、作物が育つまでに時間が掛かりすぎるよな。安定して収穫できるようになるまでどう食いつなぐんだ」

　とてもじゃないが計画が長期的すぎる。

　――と、その時だった。

　くいくいっ。服の袖が引かれた。

　ムーが俺の側そばにいて上目遣いで見つめていた。

「……私は土の精霊。任せて」

　ムーは布の服のポケットから何かを取り出した。

　それは小さな麻の袋。中から取りだした茶色い種をぱっぱと地面へ蒔まく。これではただ種を蒔いただけだ。しかし――。

「……えいえいっ」

　ムーが掛け声と共に手をかざすと――。

　ググググググッ……！

　モリモリモリッ！

　あっという間に木々の種が芽を出し、天へ向かってぐんぐん伸び始めた。気づけば庭に立派な大樹がそびえていた。

「す、凄い……」

　これが土の上位精霊の力か。人間には到底及びもつかない。

「……むふー」

　ムーは鼻息を荒くして、どや顔をしていた。

「……ちなみにおりばーもできる」

「えっ？　今のをか？」

「……（こくり）」

　ムーは小さく頷うなずいた。

「……私と契約を交わしているから。土の精霊の能力を使える。今と同じように木々の種に手をかざすだけ」

　そう言って、木々の種を手渡してきた。

　俺は半信半疑のまま、さっきのムーを真ま似ねして手をかざした。すると手のひらから暖かな生命力の光が溢あふれ出す。

　ググググググッ……！　モリモリモリッ！

　種は勢いよく芽を出し、ぐんぐんと大樹へ姿を変えていく。その成長速度は、見上げる首が痛くなるほどに凄かった。

「これはとんでもない力だなあ」

　思わず感嘆してしまう。

　種さえあれば、野菜や果物を短期間で栽培することができる。色々な花を育ててみたりするのも面白いかもしれない。

　問題は種だが――。

　森には俺たちが普段、食べているような野菜はない。果物も。あるとしても精々木の実くらいのものだろう。

「一度、街に買い出しに行く必要があるか……」

「まち!?　まちへいくの!?」

　フレアがぱっと目を輝かせた。

「ああ」

　市場なら野菜や果物の種も売っているはずだ。

「あたしもいきたいっ！」

「……（こくこく）」

　おお、フレアもムーも街に興味津々だ。

　二人とも森から出たことないって言ってたしな。人里の街という未知の世界への好奇心がうずいているのだろう。

「私はオリバーさんがいれば。どこでもいいですよ？」

　マリンが腕を絡ませてくる。

　はは……。この子は相変わらずだなあ。

「よし、じゃあ皆で街に買い出しに行こうか」

「「「はーいっ」」」

　精霊の子供たちは皆、大盛り上がりだ。

「エレナはどうする？」

「私だけ除のけ者ものにするつもり？　もちろんついていくわ。引率としてね。あなただけだと子供たちを甘やかすでしょうし」

　……うっ。

　それはまあ確かに。否めない部分はある。

「すまない。よろしく頼む」

「ふふ、任せておいて」

　そして俺たちは街へ下りていくことにした。

　保育園を後にすると、山道を下っていく。……しかし遠いなあ。この場所がいかに世俗離れしているか実感する。

　二、三時間くらい歩いただろうか――。

　周囲の景色が緑から人工物へと変わり始める。

　久々に街へと帰ってきた。

「おおーっ！　いっぱい人がいるっ！」

　フレアは市場に溢れる人の群れを見て、大はしゃぎしていた。右へ左へ、ぐりんぐりんと忙せわしなく首を動かしている。

　はは、こんなに大勢の人を見るのは初めてだろうしな。

「……（もぞもぞ）」

「ムー。どうしたんだ？　俺の背中に隠れて」

「……こわいので」

「はは、誰も取って食ったりしないよ」

　ムーは俺の後ろにこそこそと隠れていた。どうやら人見知りする性格らしい。

「大丈夫だ。俺がちゃんとついてるから」

「……（こくり）」

「オリバーさん、オリバーさん。私もたくさん人がいて心配なので、ずっと目を離さずにいてくださいね？」

　……うん。マリンは大丈夫そうだな。

　精霊と一口に言っても、それぞれ性格や反応が違って面白い。

　まあでも。これだけたくさんの人で溢れてるんだ。この子たちが迷子にならないようにきちんと見ておいてやらないとな。

「あらあら、仲のいい家族ねえ」

　通りすがりのおばちゃんが俺たちを見て、笑顔で声を掛けてきた。

「お嬢さんたち、パパのことは好き？」

「うん！　好き！」

「……（こくり）」

「大好きですよ♪」

「ふふ、パパは幸せ者ねえ」

「ははは……」

　いやいや。俺たちは家族じゃないんですよ。

　そう訂正しようと思ったが、それはそれで『じゃあ、どういうご関係？』と訊きかれると説明できないので止やめておいた。

　上位精霊の子供たちを保育園で育てる、という任務に就いていることは、誰にも話してはいけないと口止めされているのだ。

　……それにしてもパパか。不思議な響きだ。

「それに若い奥さんも貰もらっちゃって。お盛んねえ」

「お、奥さんって――私のこと!?」

「あら？　違うの？」

「当たり前でしょう！　そんなわけ――」

　エレナは即座に否定しようとして、しかし『じゃあ、どういうご関係？』と尋ねられた時のことを想定したのだろう。

　任務のことは他言無用だ。

「そんなわけ――ない……こともないけど……」

「もう、照れちゃって。いいじゃない、年上の旦那でも。むしろ若い旦那よりも甲か斐い性しようがあるから頼りになるわよぉ？」

　……すみません。甲斐性も特にないんです。

　俺はただ、年を重ねただけの中年なんです。

　おばさんは「うちの旦那なんてねえ」と勢いよく愚痴を捲まくし立てると、やがて満足したのか手を振って去っていった。

「ふう、ようやく解放されたか……」

　俺はほっと胸を撫でおろす。……いやはや。長かった。

「まちにはすごい魔物がいるんだなっ！」

　フレアは感心したように言った。

　いや、おばさんは魔物と違うぞ。確かに勢いはそれっぽかったけど。

「……全く。あなたの奥さんと間違われるなんて心外だわ。私はまだ一度も男の人と付き合ったことがないのに」

　エレナが胸に手を当てながら、ぼそぼそ呟つぶやく。

「いや、すまんすまん」

　俺は苦笑いしながら謝った。

「けど、意外だったよ。君がまだ交際したことがなかったなんて」

　てっきり、相手には不自由しないものかと。

「わ、悪い!?　仕方ないでしょう！　私はブラッドレイヴンの一員として、恋愛をする暇なんてなかったんだから！」

　エレナはムキになって捲し立ててくる。

「決してつんつんしてとっつきにくいだとか、高飛車だとかいう理由で男の人たちに敬遠されてなんかいないわ！　本当よ!?」

　たぶん。そう言われたことがあるんだろうなあ……。

　俺はエレナに対して優しい気持ちになった。

　いいじゃないか。

　つんつんしてとっつきにくくても。高飛車でも。若い内は自分に絶対の自信を持っているくらいでちょうどいい。

「さて、野菜の種を売ってるところは……と」

「ねえ。種を買うのはいいけど、お金は持っているの？　言っておくけど、ギルドからの助成金は出ていないから自腹よ？」

「これくらいは身銭を切っても問題ないさ」

　俺は財布を取り出して、開ける。中身を見てびっくりした。

「…………」

「まさか。持ち合わせがないとか」

「面目ない」

　貯金ナシ。その日暮らし。Ｅランク冒険者と言えばそんなものだ。

「やっぱり。そうだと思った」

　エレナは呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「貸してあげたいところだけど、私も今、持ち合わせがなくて……。この前買った魔導書が随分と高かったから」

「うーむ」

「またの機会にする？」

「いや、せっかく街に来たんだ。それに食料の確保は第一だからな。何としてでも園内に畑は作っておきたい」

「でも、持ち合わせがないじゃない」

「金がないなら稼げばいいさ」

「何か宛てがあるわけ？」

「まあな」

　一つ思い浮かぶものがあった。

　こうなったら、仕方ない……。

「できればこの手段は使いたくなかったんだが」
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　やってきたのは冒険者ギルドだ。

　薬草採取の依頼をこなせば、取り急ぎの小銭は手に入る。

　ただ子供たちまで付き合わせるのは――とは思ったが、「ピクニックだー！」とむしろノリノリで受け入れてくれた。

　付近の山なら大した魔物も出ないし大丈夫だろう。

　ただ――俺は一度、冒険者を辞めると宣言した身だ。

　資格自体は失っていないので依頼を受けることはできるのだが、何というか、顔を出すことに気まずさは感じていた。

「おい、あれって『草むしり』のおっさんじゃねえか？」

「冒険者を辞めたって聞いたけどな。やっぱり就職先が見つからなくて、のこのこ戻ってきたってわけか」

「あんな小さなガキどもを連れて。何考えてるんだ？」

　案の定、冒険者たちがバカにしてくる。げらげらと笑い声が響く。酒の入ってる連中にしてみればいい肴さかなだろう。

「お前らっ、おっちゃんをバカにすんなっ！」

　フレアが冒険者たちに声を荒げた。

「おっちゃんはな、すげーかくれんぼが強いんだぞ！　あたしが隠れても、いつも見つけられちゃうんだからなっ！」

　冒険者たちは互いに顔を見合わせた。

　一瞬の静寂。そして――。

「「「「「ははははははは！」」」」」

　さっき以上の大爆笑が響き渡った。

「聞いたかよ。かくれんぼが強いんだってよ！」

「ひゃひゃひゃ！　こりゃあ傑作だ！」

　腹を抱えて笑う者。テーブルをどんどんと叩たたく者。中にはよほどツボに嵌はまったのか目に涙を浮かべている者もいた。

「な、何がおかしいんだよっ！」

　フレアは自分が笑われている理由が分からず、たじろいでいた。

「おっちゃんはすごいのに……！」

　すまない。

　俺はただのＥランク冒険者なんだ。

　自分が情けない。

「なあ、『草むしり』のおっさんよぉ。そのガキどもは？　まさかあんたが自分でこさえたってわけじゃねえだろ？」

　茶髪の冒険者の一人が尋ねてきた。まだ若い。二十歳前後だろうか。

「今、ちょっと預かってるんだ」

「随分慕われてるようだなあ、ええ？」

「はは、そうなのかな。自分ではよく分からないが」

「おっちゃんは、お前なんかよりずっと強いんだっ！」フレアはそう叫ぶと「べーっ」と目を剝むいて舌を出した。

　マズい――。止めようとした時には遅かった。

「ほー」茶髪の男の目に邪悪な光がよぎった。「だったら確かめてみるか？」

「……おい。何をするつもりだ？」

「簡単な話だ。俺とあんたで腕うで相撲ずもうをするんだ。おいガキ！　おっさんの方が強いなら俺に負けるはずないよなぁ!?」

「負けるもんかっ！」

「だそうだ。当然、受けてくれるよな？」

　茶髪の男はにやついていた。

　こいつ……。

　俺を子供たちの前で完膚なきまでに負かしてやろうという魂胆だろう。そして俺と子供たちを辱めようとしているのだ。

　俺はいい。バカにされるのは慣れている。

　でも子供たちは――。

　子供たちは違う。まだ擦れていない、無む垢くな心を持っている。現に今、俺が勝つことを全く疑おうともしていない。

　その気持ちを裏切ってしまったら――。

　きっと、傷つけてしまう。……くそっ。やっぱり子供たちを冒険者ギルドに連れてくるべきじゃなかった。

「おっさん、早くやろうぜ。勇姿を見せてやれよ」

　茶髪の冒険者は嗤わらう。

　自分が負けるなんて露ほども思っていない。そんな表情。

「……分かった。受けて立とう」

　俺は茶髪と空樽だるを隔てて向かい合う。

　互いに腕を組みあう。

　ここまで来たら逃げることはできない。

　……舐なめるなよ。俺はお前が子供の頃から冒険者をやってるんだ。こっちも一応意地というものは持っている。

　子供たちの前で、無様な姿は見せられない。

「よし、俺が審判をしてやるよ」

　俺たちの戦いを見届けるため、別の冒険者が立ち会う。

「では行くぞ。――始めっ！」

　手を振り下ろし――開戦の狼煙のろしが上がる。

　全力だ――。

　俺が力を込めた瞬間だった。

　ゴシャッ！

　茶髪の男の手首が逆さを向いて、樽にめり込んだ。

「ぎゃあああああ!?」

　――えっ？

　茶髪の男はその場にもんどりを打った。手首が本来曲がらないはずの位置にまでねじれていた。

「しょ、勝負あり！」

　審判の男に右腕を持ち上げられる。

　よく分からないまま勝っていた。

「ほらっ！　やっぱおっちゃんは強いだろ！」

「きゃーっ。オリバーさーん！　素敵です！」

「……ぱちぱち」

　フレアとマリンが歓声を上げ、ムーは拍手をしてくれた。

　はは、子供たちの期待を裏切らなくてよかった。

　だけど――。俺は本来、こんなに強くない。冒険者として長く生きているから、自分の限界値くらいは把握しているつもりだ。……恐らくは、精霊たちと契約したことで基礎の能力も向上したのだろう。

　思えば、山から街へと下ってくる時も疲れなかった。

　普段なら膝が痛むはずなのに。

「お、おい。どうなってるんだ？　Ｅランクの『草むしり』のおっさんが、Ｃランクの奴やつをあっさり倒しちまったぞ」

「手加減しすぎたんだろ。きっと……」

　冒険者たちはにわかにざわついていた。

　無理もない。完全に勝敗が見えていた対決――軽い気持ちで見ていたのが大番狂わせを起こしたんだから。

　その時だった――。

「ねえ、まだ依頼の受注は終わらないの？　待ちくたびれたわよ」

　外で待っていたエレナが業を煮やしてギルドの中に入ってきた。その姿を目の当たりにした冒険者たちの間にどよめきが走る。

「あ、あいつは――ブラッドレイヴンのエレナ!?」

「Ａランク冒険者で、魔法学園を首席で卒業した天才だぞ!?　なんでそんな逸材があのおっさんといっしょに!?」

「この人は私の同僚だもの」

　エレナがさらっと説明した。

　確かに間違っちゃいない。俺は保育園における同僚だ。ただ、その事情を知らない冒険者たちからすれば――。

「同僚……。ブラッドレイヴンのか……!?」

「ま、マジかよ!?」

　ほら、やっぱり。案の定、勘違いしてるじゃないか……。

　まあ、今更訂正するのも面倒臭いし放っておくか。どうせ冒険者としては半分引退してるような状態なんだ。

　何をどう思われたところで問題ない。

　俺は受付に行くと、受付嬢に苦笑した。

「すまない。また性懲りもなく来てしまったよ」

「そんな！　気にしないでください！　むしろ、私としてはオリバーさんがまたこの場所に来てくれて嬉うれしいです！

　それに事情はギルド長に聞いています。保育園に勤めているんでしょう？　あの子たちは上位精霊なんですね」

「ああ」

「もう契約を交わすなんて凄すごいです！　だから強くなってたんですね。さっきの冒険者の方を倒した時はすかっとしちゃいました」

「はは……。ま、何とかやってるよ」

　俺は苦笑してから、

「それより、いつもの依頼をお願いできるかな」

「はい！　任せてください！」
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　薬草採取の依頼を受けて、付近の山へ赴いた。

　受付嬢からは『今のオリバーさんの強さがあれば、もっと高報酬の依頼を受けられるのではないですか？』と勧められた。

　薬草採取はＥランク――つまり最低ランクの依頼だ。

　誰にでもできるもの。故に報酬は低い。

　これが高ランクの依頼であれば――例えばオーガやワイバーンの討伐であれば数か月は遊んで暮らせる額が手に入る。

　野菜や果物の種くらい余裕で買えるだろう。

　しかし俺は断った。

　これでも一応、身の程は弁わきまえている。

　Ｅランク冒険者の俺が分不相応な依頼に手を出すのは好ましくない。

　第一、高報酬の依頼は危険が伴う。

　子供たちのことを考えると（彼女たちは十分強いのだが）、安全が保障された薬草採取の依頼を受けた方がいい。

　というわけで、山へとやってきた。

　標高が低く、付近に魔物はほとんど生息していない。穏やかな場所。俺にとってはまるで自分の庭のような感覚だ。

「ほえー。こんなところにも山はあったんだな！」

　フレアは精霊の森しか知らないだろうからな。

「……知らない植物がいっぱい」

　ムーは木の幹にしゃがんで、黄色い花に見とれていた。

　森が違えば、生息する植物も違う。

「これはキイロミツバナって言ってな。甘い濃厚な蜜を出すんだ。砂糖と煮込んでジャムにすると美お味いしく食べられる」

「……おりばー、物知り」

「はは、この辺りは俺にとって庭みたいなものだからな」

　底辺冒険者として、毎日のように通っていた。魔物と戦うこともなく。ただただ薬草を採取する日々を送っていた。

　おかげで付いたあだなが――『草むしり』。

　完全に蔑称だ。

　当時は嫌だと思ったことも、恥だと思ったこともあった。

　……でも、そのおかげで山の知識が身に付いたからよかった。子供たちに色々と教えてあげることもできるし。

　ぶーん。花に引き寄せられてきたミツバチがムーの鼻先にぴたりと止まった。むずむずと鼻をひくつかせたかと思うと――。

「……くちゅんっ」

　小さくくしゃみを漏らした。可愛かわいい。

「はは、洟はなが出てるぞ」

　俺は取り出したハンカチで、ムーの洟を拭ってやる。

「ミツバチが寄ってくるのも、この花の蜜が美味しいって証拠だ。どうだ、試しにムーも蜜を舐めてみるか」

「……蜜。舐めたい。ぺろぺろ」

「そうかそうか。ちょっと待ってろ」

　俺は花びらを優しく摘み取ると、蜜を分泌させる部分――蜜腺のところをムーの口元へと近づけてやる。

　ちゅうちゅう。恐る恐るといったふうに吸った。

「……おーっ」

　ムーの眠たげな目が、ちょっとだけ見開かれた。驚いているようだ。

「どうだ？」

「……甘い。不思議」

　ムーはまじまじと花びらを見つめる。

「……世界は広い」

「はは、そりゃそうだ」

　新たな発見があったようでよかった。

　ムーは蜜の味がお気に召したのだろう。ちゅうちゅう。ちゅうちゅう。夢中になって花の蜜を吸い続けていた。

　それを見たフレアは――。

「はいはい！　あたしも蜜、吸いたい！」

　と、大きく手を挙げて主張してきた。

「よし来た。待ってろ」

　俺はフレアにも花びらを渡してやる。

　フレアは躊ちゆう躇ちよなく吸うと――。

「あまーい！　なんだこれ!?」

　満面の笑みをぱっと咲かせた。

「オリバーさん。私にも吸わせてください」

　マリンがおねだりしてくる。

　やれやれ。仕方ないな。

　花びらを摘むと、口元に差し出してあげる。

　すると――。ぱくっ。

　マリンは俺の指ごと口に咥くわえた。

「お、おい……！」

「えへっ♪　間違えちゃいました」

　この表情。絶対、わざとだな……。

　レロレロレロ……。

　マリンは舌で丁寧に転がすと、髪を耳に搔かき上げて指ごと吸ってきた。生暖かい感触に包まれて何だか妙な気分になる。

　うーん。いけないことをしてるみたいだ。

　それにしても――。

　ちゅうちゅう。ちゅうちゅう。

　皆、夢中になって花の蜜を吸っている。

　何だかお母さんのおっぱいを吸う赤ちゃんみたいな光景だ。胸の中に微笑ほほえましい気持ちが込み上げてくる。

「上位精霊と言っても、結局は子供ね」

　エレナが髪を搔き上げながら、どこか勝ち誇った顔で言う。しかしその視線は何度も花の蜜へと向けられていた。

「もしかして、君も蜜を舐なめてみたいのか？」

「そ、そんなわけないでしょう!?　子供じゃあるまいし！　この子たちが美味しそうにしてるから気になっただけよ！」

　そう言いながらも、身体からだはうずうずしている。

　全く、素直じゃない子だ。

　どれ、助け船を出してやるとするか。

「そういえば、キイロミツバナの蜜は美容にもいいらしい。何でも、肌つやがよくなったり冷え性にも効くんだとか」

「えっ!?　そうなの？」

「ああ。これなら蜜を食べる理由になるだろ？」

「…………」

　エレナはしばし顎に手を置いて考えた後――。

「そうね、それなら仕方ないわよね」

　自分の中で納得したようだ。

　俺が差し出したキイロミツバナの花びらを受け取ると、恐る恐る、さながら小鳥が餌をついばむように蜜を吸った。

　ちゅうちゅう。

「……へえ。美味しいわね」

「だから言っただろ」

　俺は苦笑した。

「好評みたいだし、種をいくつか持って帰るとするか。砂糖といっしょに煮れば美味しいジャムができるだろうし」

「ジャム!?」

　エレナの目の色が変わった。

「それなら、スコーンに塗って香りのいい紅茶といっしょに頂きたいわ！　絶対にジャムを作りましょう！」

「あ、ああ……」

　俺はその勢いに気け圧おされた。

　子供たちもぽかーんとしている。

　おいおい。

　君が一番、大人げないじゃないか。
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　肝心の薬草採取も疎おろそかにはできない。

　俺はキイロミツバナの種を取ってから、本来の業務へ戻った。多くの草木の中から該当するものを摘み取っていく。

　子供たちも手助けをしようとしてくれる。

　しかし――。

「見つけた！　薬草ってこれ!?」

「うーん。見た目は似てるけど、そうじゃない。その草は外側がギザギザしてるけど薬草はこんな風に丸みを帯びてるんだ」

　薬草とそうでないものの判別をつけるのが困難だったり。

「むぅ、見つかりません。フレアやムーよりたくさんの薬草を見つけて、オリバーさんに褒めて貰もらおうと思ったのに……」

　それらしいものを見つけることもできなかったり。

「……蝶ちよう々ちよう。かわいい」

　そもそも興味が逸それていたり。

　あまり役に立ってくれているとは言えなかった。

　これだと俺が一人で採集しているのとほとんど変わらない。

　だけど――。

　俺は普段、ずっと一人で寂しく採取していた。だから周りに皆がいて、わいわい賑にぎやかにしているのはとても楽しい。

「――っと。見つけた」

　木の根元に見つけた薬草を摘み取る。

　目を凝らし、集中する。あそこにも。あそこにも。あそこにも。判別した薬草を次から次へと素早く摘んでいく。

「おおーっ。おっちゃん、はえーっ！」

「オリバーさん、素敵です！」

「……お見事」

　子供たちは俺の手際の良さを見て、驚きの声を上げていた。

　エレナは左右の手に持った薬草とただの野草をまじまじと見比べる。その二つの違いが分からないのか小首を傾かしげていた。

「よくこれだけの野草から、薬草だけを見分けられるわね。私には他の草との違いが全く分からないのだけど。何かコツがあるのかしら？」

「コツなんてないさ。見ればすぐに分かる」

「……私には全く分からないわ」

「はは。そりゃ、年季が違うからね。俺はかれこれ十年近くやってるんだ。嫌でも手際がよくなってくるものさ」

「へえ、そういうものかしら」

「冒険者としては、褒められたスキルじゃないけどな。やっぱり、魔物を討伐する連中に比べると一段も二段も格が落ちる」

　薬草なんて、誰だって集められる。

　ダンジョンに潜ったり、強大な魔物を倒すことを生なり業わいとする者――。

　それが俺の中での冒険者としての姿だった。

　なればこそ、負い目があった。

　ダンジョンに潜ることもなく、魔物を倒すこともなく――『草むしり』としての活動に甘んじている自分自身に。

「負い目を感じる必要なんてないでしょう」

　エレナが言った。

「冒険者たちが魔物と戦えるのは、あなたが取ってきた薬草があるからよ。上とか下とかそんなことはないと思うわ」

　その言葉は凄すごくさりげなくて。

　だからこそ――俺の胸にすっと響いてきた。今まで抱えてきた澱よどみ、それが砂糖菓子のように溶けていくのが分かった。

「エレナ。君は良い子なんだな」

「……な、何よ。急に」

「いや、思ったことを口にしただけだよ」

「ふうん」

　エレナは前髪を指でくるくると巻きながら――。

「まあ、褒められるのは悪い気分じゃないわ。でも子供扱いしないでくれる？　私はもうそんな年齢じゃないもの」

　君くらいの若さならまだ、俺にとっては十分子供なんだけどな……。

　思わず苦笑いしてしまう。

　長年、磨き上げてきた薬草採取のスキル――それを生かして、通常かかる半分の時間で規定の量を採取し終えた。

　袋口からはみ出るほど、麻袋は薬草でパンパンだ。

「よし。そろそろ帰るとするか」

「「「はーいっ」」」

　俺は肩から袋を提げると、歩き出そうとする。

　その時だった――。

　オォン……。

　森の奥から遠とお吠ぼえが聞こえてきた。それは何度も響き渡る。

　オォン……。オォン……。

　音の距離的にこの近くにいるようだ。

　バカな。山に魔物はほとんどいないはずだ。

　なのに、なぜ。

　次の瞬間――。木々の間から巨大な体たい軀くが姿を現した。

　馬より一回り大きいくらいだろうか。血のような赤い瞳。一度も敗北を知らなさそうな初雪のような純白の毛並み。

「グルルルル……」うなり声。

　この狼おおかみ……。かなり気が立ってるな。

「おーっ！　犬だ！　犬っ！」

　フレアは狼を見て興奮していた。

　右手のひらを前に差し出すと――。

「ほらっ。お手！　お手！」

　しつけしようとしていた。

「待て待て！　こいつは犬じゃない！　狼だ！」

「えー。じゃあ、お手できないの？」

『その程度の芸当、魔ま狼ろうである我にはたやすいことだ』

「うわ！　しゃべった！」

　俺もフレアといっしょに驚いた。

　魔狼ともなれば、人間と変わらない知能を持つ個体もいる。この狼は人語を解することができるようだった。

「じゃあ！　お手して！」

　フレアは改めて右手を差し出した。

　魔狼は、ふん、と鼻を鳴らす。

『我を従わせたいのなら、相応の力を示すのだな。……もっとも、その前に我の腹の中に収まるのが先であろうが』

「こいつは危険だ！　皆、俺の後ろに下がっていろ！」

　俺は子供たちを背中へと隠した。

　あの狼は相当の強さだ。とても俺の本来の実力では敵かなわないだろう。だが、今は精霊の加護があるから分からない。

　剣を抜き、構えた。立ち向かう――。

「うおおおおおおおおっ！」

『くくっ。我を楽しませてみろ』

　魔狼が吠ほえた。大気がびりびりと震える。

　飛び掛かってきたところを、剣を横にして受け止めた。重い衝撃――。今までの俺ならこの時点でやられていただろう。

　だけど、今は違う。

「はあっ！」

　鍔つば迫ぜり合いになり、押し返す。

　魔狼は形勢不利と見たのか、一度後方へと飛びのいた。ふしゅう、と獰どう猛もうな牙の間から生暖かい息を吐き出す。

『ほう。中々、気骨のある剣士のようだな』

　目を三日月形に細める。

『先ほどの奴やつとは大違いだ』

「先ほどの奴？」

『我を討伐しに来た者がいたのだ。軽く返り討ちにしてやったが。顔を涙と鼻水まみれにしながら逃げていきおったわ』

　くくく。魔狼は嗤わらう。

『気骨のない奴を喰くらう趣味はない。だが、貴様程の男なら話は別だ！　その血肉、我の贄にえにしてくれる！』

「そうなるわけにはいかないな！」

　俺は両手をかざすと、精霊の力を発動させた。魔狼の足元から木の根が飛び出し、筋肉質な四本の足に巻き付く。

『む……。こ、これはっ』

「土の精霊の力だ」

『土の精霊だと!?　では、その童たちは……』

「ああ、上位精霊たちだよ」

　俺が言うと、魔狼の表情が歪ゆがんだ。

『くっ……。抜け出せん』

「茨付きの根だ。動こうとすれば食い込む」

『……我はどうやら、牙を剝むく相手を間違えたようだな』

「これで終わりだ！」

　俺は剣を振りかぶると、大きく跳躍する。

　魔狼の首を刎はねようとして――。

　しかし、寸前でぴたりと止めた。剣を鞘さやの中に収める。

『な、何のつもりだ』

「もう勝負はついたからな。殺すことはないだろう。これから迷惑を掛けず森でひっそりと生きていくなら見逃してやろう」

　子供たちの前で、残酷な絵面は見せたくないしな。

『くくっ、情けをかけるか。この我に』

　魔狼はくっくっと嗤った。

『初めてだ。我に気け圧おされずに条件を突き付けてきた人間は。……いいだろう。その要求を受け入れようではないか』

「助かる」

『これを持って行け。我の牙だ』

「牙……？」

『我は今、ギルドで討伐依頼を出されている身だ。これを持って行けば、我を討伐した証あかしとなってくれるだろう』

　なるほど。

　そうすればこの魔狼は狙われずに済むか。

「分かった。引き受けよう」

『うむ。頼んだ』

「俺たちはあの山の上にある保育園に住んでいるんだ。もし棲すみ処かに困るようなことがあれば来れば良い。歓迎するよ」

『くくっ。つくづくお人よしな男だ』

　魔狼は笑った。さっきの邪悪さ漂うものではなく、無邪気に。

『いいだろう。ちょうど、住むところに困っていたのだ。貴様の言う、保育園とやらに厄介になろうではないか』

「おーっ！　やった！　友達が増えた！」

　フレアが近づいてきて、手を差し出した。

「ペロ！　お手！」

『ペロ……。それは我の名か？』

「うん！　かわいいでしょ！」

『可愛かわいい……。ふむ。そう言われてみれば……悪くないな』

　魔狼はその名を気に入ったのかもしれない。ふっ、と口元に笑みを浮かべると、自身の左手をフレアの手のひらに載せた。

　ちょこん、と。優しく。

「おーっ！　お手できた！　えらい！」

『ふふん。我は賢けん狼ろうなのだ』

「いい子いい子ー」

『……くぅん』

　フレアに撫なでられて、魔狼――ペロは気持ちよさそうに鳴いていた。案外、いいペットになるかもしれない。

『では、我は一足先に保育園に行っている』

「ああ、また後で会おう」

『うむ。それではな』

　ペロは踵きびすを返すと、のそりのそりと森の奥へ消えていった。どことなく嬉うれしそうに尻尾をぴょこぴょこ動かしながら。
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　依頼された分の薬草はすでに集め終わった。

　後は冒険者ギルドに戻って、受付嬢に報告するだけだ。街へ帰還し、ギルドに足を踏み入れると雰囲気に違和感があった。

　何やらざわついているような――。

　……まあ。とりあえずは報告だ。

「オリバーさん。お疲れ様でした」

　受付へ行くと、受付嬢が笑顔で迎えてくれた。

「ひいふうみぃ……はい。確かに依頼した分の薬草がありますね。オリバーさんの仕事はいつも早くて助かります」

「はは、そう言って貰もらえると助かるよ」

　もちろん、お世辞だろうが。

　大人になると、建前を本音と勘違いして受け取ることはなくなる。噓うそでも褒めておいた方が上う手まく回るものな。

「へへー。おっちゃんは凄すごいからな！」

　ただ、子供はそうじゃない。

　俺が褒められたことで、フレアは気を良くしていた。鼻の下を擦こすりながら誇らしげにむんと胸を張っている。

「……オリバーは物知り。山博士」

　ムーもぽつりと呟つぶやく。

「あなたたちが上位精霊さんたちですか。はじめまして」

　受付嬢は聖母のような笑みを浮かべて話しかける。

「はじめまして！」

　フレアは元気に挨拶を返していた。うんうん。良い子だ。

「……（ささっ）」

　ムーは俺の背中に隠れてしまった。

　はは。俺以外の大人にはまだ慣れてないみたいだな。まあ焦ることはない。徐々にでも慣れていけばいいさ。

「あなたにはオリバーさんを渡しませんよ？」

　マリンはなぜか牽けん制せいしていた。

　ほんと、ませてるよなあ。ちゃっかり腕を俺に絡ませてきてるし。

「すまない。どうか大目に見てやってくれないか」

「いえいえ。皆さん、個性的で可愛いですね」

　うーむ。さすが大人だ。

　挨拶を無視されようが、宣戦布告されようがまるで動じていない。微笑ほほえましい気持ちで見守ってくれている。

「ところで一つ聞きたいんだが」

「はい、何でしょう？」

「ギルドで何かあったのか？」

　さっきからギルド内は俄にわかにざわついていた。

　いつもなら奥の酒場で冒険者たちが「おっさん、今日も草むしりしてきたのか」と野次を飛ばしてくるはずなのに。

　今日はそれがなかった。

「実は……。マシューさんがとある魔物の討伐に赴いていたのですが、あっさり返り討ちに遭ってしまったようなんです」

「マシューが？」

「はい、とても強い魔物だったそうで。Ｂランクの冒険者でも歯が立たなかったので今後の策をギルド内でも協議中なんです」

「ふうむ」

　この街の冒険者の最高はＢランクだ。

　Ｂランク冒険者のマシューでも敵わなかったとなると、王都の方から更に上位の冒険者に支援を要請するしかない。

　それでこんなにざわついていたわけか。

「あいつは……まるで夜のバケモノだったっす」

　背後から苦しげな声がした。

　振り返ると、そこにはマシューの姿があった。腹部に大量の包帯が巻かれている。純白だったはずのそれは赤黒く染まっていた。

「マシュー。お前、大丈夫か？」

「へっ、冒険者として勇敢に戦った名誉の負傷っすよ。草むしりばっかりしてる先輩には分からないでしょうけどね」

　……ああ、よかった。

　憎まれ口を叩たたける程度には元気らしい。

「しかし、そんな凶暴な魔物が出現したなんてな……。だから普段は魔物がいないはずのあの山に奴が出たのかもしれない」

「山に魔物が出たんですか!?」受付嬢が声を荒げた。

「ああ、心配しないでくれ。俺でも倒せる程度の相手だったから。そうだ。戦利品としてこれを持ち帰ってきたんだ」

　俺はポケットから魔ま狼ろうに渡された牙を取り出した。

　危うく忘れるところだった。

　……って、あれ？

「どうしたんだ？　二人とも。黙り込んで」

「ここここれっ。これって!?――マシューさんが挑んで、返り討ちに遭ってしまった魔狼の牙じゃないですか!?」

　ええっ!?　そうだったのか!?

「今、オリバーさんが倒したって……」

「そうだぞ！　おっちゃんがばーんって倒したんだ！　格好よかったー。まるでヒーローみたいだったもん！」

「……（こくこく）」

　フレアが言うと、ムーが頷うなずいた。

「おいおい。噓だろ!?　あの草むしりが魔狼を……？」

「何かの間違いに決まってる！」

　冒険者たちの間からどよめきの声が上がった。

「そうっすよ！　ブラッドレイヴンのエレナも同行してたんだ！　魔狼を倒したのは彼女に決まってるじゃないすか！」

「残念だけど、私じゃないわ。魔狼を倒したのは間違いなくこの人よ。私の名に懸けて噓偽りは言ってないわ」

「うぐっ……」

　マシューは表情を歪めていた。

　……別にエレナが魔狼を倒したことにしても全く構わなかったんだが。こういうところは凄く正直なんだよなあ。

　マリンが精霊たちに向けて、ふと思い出したように言う。

「そういえば。あの狼おおかみさん、言ってましたよね。オリバーさんと戦う前に気骨のない男と戦ったとかなんとか」

「あー。顔中、涙と鼻水だらけって言ってたなー」

「……たぶん。この人のこと」

「……っ!?」

　マシューは自分の痴態を晒さらされて、目を見開いた。

　さっきまでは勇敢に戦ったと触れまわっていたのに、実は情けない敗走をしてしまったと子供たちにバラされてしまった。

　ううむ。これは恥ずかしい……。

「マジかよ。マシューの奴やつ、がっかりだ」

「よくあれでギルドの次世代を担っていくとか豪語できたもんだ。もっと自分の身の程を弁わきまえろってんだよなあ」

「泣き虫マシュー。あだ名はこれで決まりだな」

　はははははは。

　冒険者たちはバカにするように笑う。

「うぐ、うぐぐ……」

　マシューはみるみる顔を真っ赤にすると――。

「くそっ！　覚えてろよぉ！」

　涙目でそう吐き捨てて、ギルドから飛び出していった。

　覚えてろって……。さすがにそれは三下の台詞せりふすぎる気が。しかしこれで俺と同じあだ名持ちになってしまったわけだ。

「オリバーさん、ありがとうございました。あなたが魔狼を討伐してくださったおかげでこの街から脅威がなくなりました」

　受付嬢は深々とお辞儀してくる。

「薬草採取の報酬に加えて、魔狼討伐の報酬金も支払わせて頂きますね」

「ありがとう。でも、勝てたのは子供たちのおかげだよ」

　俺は三人の頭を撫なでる。

　精霊たちと契約して借りた力があったこそ、魔狼を倒すことができた。俺一人の力では到底敵かなわなかっただろう。

「オリバーさん、それだけの力があるんです。冒険者に戻れば、Ｓランクになることも夢じゃないかもしれませんよ」

「Ｓランク冒険者……」

「言ってたじゃないですか。幼い頃からＳランクになるのが夢だったって。今からでも夢は叶かなうかもしれませんよ」

　そうだ。

　俺はＳランク冒険者になりたくて、冒険者ギルドに入ったんだ。大活躍して皆の役に立って認められたかった。

　結局、それは叶わずじまいになったけれど。

　精霊の力を手に入れた、今なら――。

「いいや、やめておくよ」

　首を横に振る。

「俺自身が夢を見る時間はとっくに終わった。今は――この子たちが夢を見つけて叶える手伝いをしてあげたいんだ」

「……そうですか」

　受付嬢は微笑んだ。ちょっぴり寂しげに。

「ただ、これからもお金がなくなったら依頼を受けに来るかもしれない。その時はどうかよろしく頼むよ」

「はい！　お待ちしています！」







[image: ]




　薬草採取だけでなく、魔狼討伐の報酬まで手に入るとは。思わぬ臨時収入を得て自然と頰も緩むというものだ。

　……にしても。魔物を討伐して得られる報酬って凄すごいんだな。薬草採取の報酬と比べると雲泥の差だ。

「これで野菜の種が買えそうね」

　エレナが隣で言ってきた。

「ああ。野菜や果物の種を買ってもなお、十分にお釣りがくる。せっかく街に来たんだし皆の欲しいものも買っていこうか」

「「「やったー！」」」

　子供たちは笑顔で喜び合っていた。

「……あなた。意外と散財癖があるのね」

「宵越しの銭を持っていても仕方ないだろう？――ってのは冗談として。魔狼を倒せたのは皆の力があってこそだ。俺一人で貯ため込むつもりなんて毛頭ないさ。皆で手に入れたお金を皆のために使うのは当然だろう？」

「本当、お人よしね。そんなのじゃいつか食い物にされるわよ？」

「はは、お気遣いありがとう。だけど、おっさんになると、自分のために生きるモチベーションが少なくなってくるんだよ」

　俺自身、若い頃のような欲はなくなってしまっている。食べるものと寝るものがあればそれで満足という感じだ。

　高いものが欲しいとかそういう物質的な欲は消え、今は誰かが喜ぶところを見たいという精神的な欲にシフトしていた。

「そういうものなのかしら」

「君も年を取れば分かるさ。自分のために生きるモチベーションが薄れて、他人のために生きてみたくなるんだよ」

「他人のために……」

　エレナは顎に手を当てて、しばし考え込むと――。

「だったら――」

「ん？」

「私も何か買っていいかしら。その、魔導書とか」

「はは、構わないさ」

「本当!?」

「ああ」

　俺が頷くと、エレナはぱっと表情を華やがせた。

　魔導書でここまで喜ぶ子も、中々珍しいんじゃなかろうか。さすが、一流の魔法使いというだけのことはある。

「ねーねー。おっちゃん！　早くいこっ。早くっ」

　フレアにぐいぐいと腕を引かれる。

「はは、分かった分かった」

　俺は苦笑しながら、市場へと足を運んだ。

　それにしても賑にぎわってる。老若男女が盛んに行きかっている。屋台のそこかしこから呼び込みの声が飛んでいた。

「そこのお嬢ちゃん！　面白いものがあるよ！　見ていきな！」

　屋台のおじさんが呼び止めてくる。

　面白いもの。その言葉にフレアの耳がぴくりと動いた。好奇心に突き動かされるように首がぐりんとそちらを向く。

「面白いもの!?　なになにっ!?」

「ふふふ、まあ見てな」

　おじさんは手元の泡だった液体に、細い筒の先端をつける。ふっ、と息を吹きかけると虹色の泡の玉がふわりと現れた。

「おーっ！　なんだこれ!?」

「シャボン玉だよ。石せつ鹼けんと水を溶かした代物でね。こうして筒の先に付けて、優しく一吹きしてやると――」

　おじさんはもう一度、同じように筒を吹いた。

　ぷかーっ。

「すげーっ！　キレイ！」

「ははは、そうだろう」

　フレアが大喜びするのを見て、おじさんも気を良くしたらしい。

「よっしゃ。もっといいものを見せてやろう。嬢ちゃん、こっちに来な。……よし。この場所に立っていてくれ」

「よしきた！」

　フレアは輪っかの真ん中に立っていた。

「わくわく、わくわく」

　おじさんはシャボン液に浸つかった輪っかの取っ手を両手で摑つかむと、身体からだ全体を使って上へ上へと持ち上げた。

　すると――。

「おーっ！　あたし、あわあわの中に入ってる！」

　フレアは大興奮していた。

　こっちに向かって手をぶんぶん振っている。

「おっちゃーん！　見てる!?　見てる!?」

「はは、ちゃんと見てるぞ」

　ぱちん。シャボンが弾はじけた。

「ありゃ。消えちった」

「残念だったな」

「んにゃー。でも楽しかった！」

　フレアは大満足の笑顔を浮かべていた。

　はは、よかったな。

「嬢ちゃん。これをやろう」

「ん？　なにこれ？」

「シャボン液だ。筒と輪っかもセットだ。これがあれば、家でもシャボンを飛ばして遊ぶことができるぞ」

「いいのっ!?」

「ああ、持っていきな」

　おじさんはにかりと笑って、グーサインを送る。

「お金。払います」

　俺が財布から硬貨を取り出そうとすると――。

「いいや、サービスだ。あれだけ楽しそうな表情を見せて貰もらったんだ。それ以上の代金は必要ないってもんよ」

「ですが……」

「構わん構わん。元々、布教したくて道楽で始めたものだしな。金は本業の方でがっぽり稼いでるから心配するな」

　バシバシ。豪快な笑いと共に背中を叩たたかれる。

「すみません。じゃあ、頂きます」

「おうよ！　目いっぱい、楽しんで遊んでくれい！　その姿を見た人が、うちにシャボンを買いに来るかもしれん。人と人との縁が商売だ！」

　……何とも気持ちのいい人だ。

「シャボンのおっちゃん。バイバーイ！」

「おお、気ぃ付けてなあ」

　フレアが手を振ると、おじさんも手を振り返してくれた。

　俺たちは市場の奥へと歩いていく。アクセサリー屋の前を通りかかった時に、マリンが立ち止まって声を上げた。

「わぁ！　可愛かわいいです」

　その視線の先には――銀色の指輪。

　鈍い硬質な輝きを放っている。

「あら。あなた、お目が高いわね。これはペアリングと言って、大切な人と同じものを身に着けるものなのよ」

「大切な人と……」

　マリンは俺を見やった。

「オリバーさん。私、これが欲しいです！」

「あ、ああ。別に構わないが」

　俺は店員の女性を見やると――。

「じゃあ、これを貰えますか」

「はーい。毎度ありー」

　マリンは二つある指輪のうち、片方を俺に差し出してきた。

「オリバーさん。ペアリングしましょう！」

「俺と？」

「はい！」

「あら。お父さん、娘にモテモテなのね」

　店員の女性がくすくすと笑った。

　俺は気恥ずかしさを感じながら、銀色の指輪を嵌はめた。マリンもニコニコしながら自分の薬指に同じものを嵌める。

「ふふ。これで私たち、お揃そろいですねっ」

「そうだな」

「この指輪を私だと思って、大事にしてくださいね？」

「はは、分かった分かった」

　指輪か。

　まさか自分が着けることになるとは思っていなかった。

　マリンからするとおままごとの延長線上みたいなものだろうけど、ペアリングの相手に選ばれるのは悪い気分じゃない。

　少なくとも信用されてるってことだしな。

　俺たちは更に市場を歩いていた。途中、屋台で食べ物を買った。焼いた肉の串であったりクレープと呼ばれる甘味だったり。

　子供たちは街を満喫しているようだった。

　と、そこで――。

「あれ？　ムーはどこに行った？」

　ムーの姿がないことに気づいた。

　振り返る。とある露店の前にしゃがみこんでいた。ムーがぼーっと目を奪われていたのは絵画のようだった。

「その絵が気になるのか？」

　俺は問いかけると、ムーはびくりと肩を跳ねさせた。

　ぶるぶると首を横に振る。

「そうなのか？」

「……気にならない。全く」

「なら、そろそろ行くか」

　踵きびすを返して歩き出す――。しばらく歩いたところで振り向いた。ムーはやはり絵画の前でじっとしゃがみっぱなしだ。

「気になるんだろう」

「……!!　（ぶるぶる）」

　ムーは激しく首を横に振った。

「本当はどう思ってるんだ？」

「…………」

「その絵、欲しいんじゃないのか？」

「……（こくり）」

　ムーはやがて、力なく頷うなずいた。

「やっぱりな。どうして噓うそをついたんだ？」

「…………」

　ムーは絵画の下にある値札を指さした。

「……高かった」

「俺に気を遣ってたってわけか」

　ようやく事情が呑のみ込めた。

「全く。ムーはお利口だけど、おバカだな」

　俺は呆あきれたように苦笑を漏らすと、ムーの頭にぽんと手を置いた。そのまま髪をくしゃくしゃにかき回してやる。

「気なんて遣うな。欲しいものがあったら、素直に欲しいと言えばいいんだ。わがままを言うのは子供の仕事なんだから」

「……いいの？」

「当たり前だ。子供のわがままを叶かなえるのが、大人の仕事だ。君がしたいと思ったことは何だって叶えてやるさ。もちろん、できる範囲でだが」

　ぽん、と胸を叩いた。

「……おりばー。この絵。欲しい」

「そう、それでいい」

　俺は微笑ほほえむと、ムーの頭を撫なでてやった。安心したのかもしれない。ぽつりと胸の奥にある思いをこぼしてくれた。

「……私も絵。描きたい」

「ほう、いいじゃないか」

　俺は言った。「なら、絵具と画板も買わないといけないな」

　露店で絵画を買った後、画材を取り扱う店に立ち寄り、用具一式を買った。それなりの出費だったが惜しくはない。

　元々、魔ま狼ろう討伐で結構貰っていたしな。

　何より――。

「……おりばー。ありがとう」

　この言葉が聞ければ、安いものだ。

　子供が持つには重い絵画だったが、俺が持ってやろうか、と言ってもムーは頑かたくなにそれを渡そうとはしなかった。

　大切に。大切に。ぎゅっと抱きしめ続けていた。
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　ギルドの依頼も達成し、目的だった野菜の種も購入した。

　さあ、後は保育園に戻るだけだ――。そう勇んだはいいものの、すでに日が暮れていたので宿で一泊していくことにした。

　何も時間に追われてるわけじゃないんだ。

　ゆったりすればいい。

　子供たちにとってもいい経験になるだろう。

「さて、宿を探すとするかな」

　俺たちは街の中央通りを歩いていく――。

「お。あそこなんていいんじゃないか？」

　赤レンガ造りの洒落しやれた外観。

　宿の看板には――『ウインドミル』と書かれていた。

　うん。雰囲気も中々良さそうじゃないか。

「おーっ。すげー！　でっけー！」

「……（こくり）」

「ああいうところに泊まるのに憧れちゃいます♪」

　子供たちの反応も上々といったところだ。

「エレナ、君はどうだ？」

「ええ、異論はないわ」

「よし。決まりだな」

　全員の賛同を得たところで、宿の扉を開ける。ドアベルが鳴った。

「ようこそ。いらっしゃいませ」

　ダンディな中年男性――恐らくは宿の主人だろう――が出迎えてくれる。柔和な微笑みをたたえたまま深々とお辞儀をした。

「一泊したいのですが。部屋は空いていますか？」

　俺がそう尋ねると――。

「ええ。ちょうど今、空きができたところです」

　おお。運がよかったみたいだ。

　街の中央通りにある宿ともなると、どこも人気で部屋を取りにくい。子供たちの誰かが運を持っていたのかもしれないな。

「では、部屋にご案内いたします」

　宿の主人の後に続いて、階段を上がっていく。

　廊下にはシックな絨じゆう毯たんが敷かれていて、壁に絵画が飾ってあった。突き当たりにある部屋の前で立ち止まると――。

「こちらになります」

　ありがとうございます――。俺がそう感謝の言葉を口にしてから、部屋の扉を開けようとしたまさにその時だった。

「ちょ、ちょっと待ったぁぁぁぁっ！」

　エレナが慌てた形相で叫んだ。

「こここれ――相部屋じゃない！」

「はい。お客様方はご家族ですよね？」

「ち、違っ――」

　エレナは食い気味に否定しようとして――。じゃあ、どういう関係か答えられないことに思い至ったのだろう。

「違――くはないけど……。その、何というか……」

「ああ。分かりました！」

　宿の主人は、ぽん、と手のひらを拳で叩たたいた。

「不倫ですね！　ご安心ください。お客様のプライバシーは死んでも守りますので。蜜月をどうぞごゆるりとお過ごしくださいませ」

「違う違う！」

　今度は俺が慌てて否定する。

　何て勘違いをしてるんだ！　全部お見通しですよ……みたいな面をしてるけど、全く掠かすりもしてないからな!?

「ふりん？　ふりんってなに？」フレアが尋ねた。

「……お菓子の名前。カラメルがおいしい」

　それはプリンな。というかよく知ってたな。

「ふふ。二人とも、不倫も知らないんですか？　おこちゃまですね。不倫は愛する二人が獣のように互いを求めあって……」

　マリンよ。違わなくはないけど、表現が生々しいな！

　宿の主人。頼むから子供たちの前で変な言葉を口走らないでくれ。教育上、悪い影響があったらどうしてくれるんだ。

「エレナ、どうする。宿を変えるか？」

「中央通りの宿はどこも人気で、この機会を逃したら泊まれないだろうし……一晩くらいなら何の問題もないわ。うん」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいている。

　結局、扉を開けて部屋に入った。

「おおーっ！　すっごく広いなっ！」

　フレアは目を輝かせると、ベッドへ向けて走っていった。勢いよくダイブすると、ごろごろとシーツの上を転がる。

「あはは！　たのしい～」

「おいおい。はしゃぎすぎて落ちるなよ」

　間取りは広々としている。

　簞たん笥すや鏡台、バルコニーへ続く大きな窓。設備も充実だ。

　ただ――。

「ベッドが二つしかないな……」

　大きなダブルベッド。それが二つ。

「……仕方ない。子供たちが三人で一つを使って。エレナが残りの一つを使う。俺は床にでも寝るとするか」

　まあ、妥協案としてはこんなところだろう。

　明日の朝、腰は痛むだろうが。

「えーっ！　あたし、おっちゃんといっしょがいい！」

「……私も」

「もちろん。私もですよ♪」

　子供たちは俺といっしょがいいようだ。

　そう言ってくれるのはありがたいが――。

「あなたたち三人とオリバーが寝るにはベッドの大きさが足りないわ。誰か一人か二人は私のところに来ることになるわね」

　そうなのだ。

　どう考えても四人が寝るにはこのベッドは小さすぎる。詰め込んだところで夜中に誰かがはみ出して落ちるだろう。

「よーしっ！　じゃあ、枕投げで勝負だっ！」

　フレアが意気揚々と言った。

「「枕投げ？」」

「勝った奴やつがおっちゃんといっしょに寝られる！　負けた奴はエレナといっしょ！　恨みっこなしだかんね！」

「……望むところ」

「いいですよ。水の精霊としての力を見せてあげます」

　子供たちは皆、火花を散らしていた。

　当人である俺の意思を完全に無視して……。

「ちょっと！　私をハズレ扱いするのはやめて貰もらえる!?」

　エレナは意義を唱えていた。

「……いいわ。私も参加して、あなたたちを懲らしめてあげる。そしていっしょのベッドで添い寝して仲良くなって契約を勝ち取るわ」

　新たな挑戦者が加わり、そして戦いが始まった――。

「おりゃーっ！　喰くらえーっ！」

「……笑止。枕が止まって見える」

「ふふ、脇が甘いですよ？」

「私を舐なめないでちょうだい！」

　枕がビュンビュンと宙を飛び交う。

　ううむ。凄すごい迫力だ。

「こりゃ、俺は退避した方が良さそうだな」

　一旦、バルコニーへ退避することにした。夜の通りの景色をぼうっと眺める。大勢の人たちが石畳の上を行き交っていた。

　……それにしても賑にぎやかな暮らしになったもんだ。ほんの少し前まで一人で生きていたから余計にそう思ってしまう。

　――家族ってのはこんな感じなのかな。

「……っと、そろそろ終わったかな？」

　さっきまでドタバタと騒がしかったのが、今は収まっている。

　決着がついたのだろうか――。

　俺は見届けるために部屋に続く窓を開けた。

　すると――。

「……はあ、はあ。上位精霊と言っても所詮は子供ね。Ａランク冒険者として何度も死線を潜くぐってきた私の敵ではないわ」

　ベッドの上でエレナが勝ち誇った笑みを浮かべていた。

　床には子供たちの屍しかばねが転がっていた。うぐぐ……。敗れた敗残兵たちのうめき声が地底から這はい上がってくる。

「……エレナ。すげー。飛んできた枕が見えなかった……」

「私たち、少し甘く見ていましたね」

「……まるで枕の女王」

　それは変な意味に聞こえるからやめろ。

「ふふ。どう？　凄いでしょう？」

　エレナは俺にもどや顔を向けてきた。

「いや、それ自体は一向に構わないんだが――」俺は言った。「勝ったら俺と同じベッドで寝ることになるんだぞ？」

「――はっ！」

　今、思い出したのか。

　勝負に熱中するあまり、そのことが抜けてたらしい。

　で、結局――。

「……むにゃむにゃ」

「……すぅすぅ」

「……もぉ、オリバーさん。ダメですよぉ」

　子供たちは一つのベッドでまとまって寝ていた。

　今日一日、街で思う存分動き回って疲れていたのだろう。すやすやと気持ちよさそうな寝顔を見せてくれていた。

　その一方で――。

　俺とエレナはベッドの端と端で背中合わせに寝ていた。

「なあ、俺が床で寝てもいいんだぞ」

「だ、ダメよ！　あの子たちが必死に得ようとした座なのよ。私が無下にするのはあの子たちへの失礼に当たるでしょう!?」

　やれやれ。真面目な子だ。

　もちろん、良いところでもあるんだけどな。

　結局、俺はあまりよく眠れなかった。
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　翌朝、俺たちは街を出ると保育園へと戻った。

　長い長い山道をえっちらおっちら登っていく。精霊たちの力で能力が強化されていたので疲れることはなかった。

　山道を登り終わり、保育園が見えてきたところで――。

「あっ、ペロだ！」

　フレアが嬉うれしそうに前方を指さした。

　保育園の建物――その横にあの魔ま狼ろう――ペロの姿があった。さながら忠犬のようにちょこんとお座りしている。

『おお、主あるじよ。帰ったか』

「主？　俺のことか？」

『そうだ。我は戦いに敗れた。だが主は我を討伐するどころか、この山に迎えてくれた器の大きな男だ。仕えるにふさわしい』

　はは、随分と買い被かぶられたものだ。

「それよりどうだ？　この山の住み心地は」

『悪くない。何よりも人間の姿がないのがいい。下界では姿を見られると、いつも襲撃を掛けられていたからな。もちろん、すぐに返り討ちにしてやったが』

「食料は大丈夫か？　森には下界よりも動物の数が少ないだろう。お前の体格だとお腹なかが空すくんじゃないか？」

『問題ない。我は草食だからな。べじたりあんというやつだ』

「――え？　そうなのか？」

『うむ、肉はあまり好かん。美容によくないからな。我のこの初雪のような毛並みは草中心の食生活によって保たれている』

　ペロは全力のどや顔を向けてきた。こいつ、毛並みに自信あったんだな。

「ペロー！　会いたかったぞー！」

　フレアがペロの身体からだにぎゅっと抱きついた。

「もふもふだ！　もふもふ！」

『くくく、我の自慢の毛並みだからな。包まれた者は皆、極楽の気分になり、安眠できると巷ちまたでも評判なのだ』

　いや。絶対、今考えた売り文句だろ。

　フレアはペロの初雪のような毛並みに気持ちよさげに顔を埋うずめていた。この子は動物が好きなのかもしれない。

『ちなみに乗り心地も抜群だ。娘よ、我の背にまたがるがいい』

「いいの!?」

『出血大サービスだ。極上の風を感じさせてやろう』

「わーいっ！」

　フレアは嬉しそうに万歳していた。

「大丈夫か？　振り落とされたりしないか？」

　若干、心配である。

　馬から落ちて、骨を折る人間は跡を絶たない。魔狼の速度ともなれば、落ちたら大おお怪け我がしてしまうんじゃないか？

『案ずるな、主よ。そこは細心の注意を払う。我の命に代えても、背から娘を落とすような真ま似ねはしないことを誓おう』

「うーん。それなら……」

「おっちゃんもいっしょに乗ればいいじゃん！」

　フレアが笑顔でそう言った。

　ああ、そうか。その手があったか。しかし――。

「二人も乗って大丈夫か？」

『我を侮って貰っては困る。大人一人と子供一人程度、造作もないわ。それどころか百人乗っても大丈夫である』

「そうか。なら頼む」

　俺は先にペロの背中にまたがった。

　フレアに手を伸ばして、ぐいと引っ張り上げる。俺の前にあったフレアの華きや奢しやな身体を包みこむような形で二人乗りの態勢を作る。

　ううむ。確かにいい毛並みだ。

　純白で、ふわふわしている。自負するだけあるな。

「すまない。ちょっと行ってくるよ」

「ええ、この子たちは私が見ておくわ」

「……いってらっしゃい」

「あーん、私がいっしょに乗りたかったのにぃ。……でも。乗り物酔いしそうなので今回は遠慮しておきますね」

「へへーっ！　おっちゃんはあたしの一人占めだっ！」

「よし、行こうか」

『承知した！』

　ペロは景気づけに吠ほえると、地面を蹴って駆けだした。

　ギュンッ！

　あっという間に加速し、最高速度へ乗った。

　そして山の中へ入っていく――。

「うわっ!?　ちょっ――。危なっ」

　物凄いスピードを保ったまま、山中を駆け抜ける。

　土を強く踏み。地面に張り巡らされた根を飛び越え。大木の間をすり抜ける。森の景色がめくるめく速度で後ろへと流れていく。

「あはは！　すごいっ！　すごーい！」

　フレアはおおはしゃぎしていた。

　その一方で――。俺はいつ大木と激突事故を起こすか気が気じゃなかった。この速度でぶつかったらただじゃすまない！

　でも――。確かに凄い。

　向かい風を切りながら、前へ前へと力強く進んでいく。加速して、加速して、このまま光になって消えてしまいそうだ。

　なぜか胸が熱くなった。

　あっという間に山の中をぐるりと一周し、保育園の庭へ戻ってくる。

「あー！　楽しかった！」

『くく。満足したようで何よりだ』

「ペロ！　また乗せてね！」

『いいだろう。今度は別のコースを下見しておこう。山だけではなく、海や川のある場所に行くのも悪くない』

「わーい！　楽しみ！」

　フレアは笑顔になると、保育園の方へ走っていった。

　俺はペロに向けて言葉を掛ける。

「ありがとう。フレアの奴やつ、凄すごく喜んでいたよ」

『棲すみ処かを提供して貰もらったのだ。これくらいは他愛もない。それにあの娘の反応はいくら見ていても飽きぬわ』

「はは、そうだな」

　俺は笑った。

「フレアは何というか――世界を全力で楽しんでるって感じがするよな。俺みたいなおっさんからすると眩まぶしく映るよ」

『心配するな。我からしても同じだ』

　ペロは言った。

『我らにもあったはずだ。娘と同じような時期が。世界には希望だけが満ちている、そう信じて疑わなかった時分が』

「いつからだろうな。変わったのは」しみじみと呟つぶやく。「守ってやりたいもんだ。世の中にある理不尽から、あの子たちを」

『うむ。そうだな』

　ペロは静かに頷うなずいた。

「ところでペロ。お前。凄く速く移動できるんだな。山を一周するのにあんな短い時間で済むとは思わなかった」

『くく。我は魔狼一のスピード狂よ』

　ペロはにやりと笑った。

『主がどこかへ出かける用がある時は、いつでも声を掛けるといい。あっという間に目的地まで運んでみせよう』

「おお、そりゃ助かるよ！」

　これで街までの買い出しがとても楽になる。
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　街の市場で買ってきた野菜や果物の種。

　それらを植えて、早速、家庭菜園を始めることにした。

　まずは畑を耕さないとな。

　俺は鍬くわを使って、土を掘り返していく。子供たちはスコップを使って、土を耕す手伝いをしてくれる。しかし集中力は続かず――。

「あっ！　うねうね見っけ！」

　フレアが掘り返した土から何かをつまみ上げた。小さな彼女の指の腹で、うねうねと身をよじっている。

「それはミミズだな」と俺は言う。

「へー。こいつ、ミミズっていうんだな！」

「……ぷりぷり。おいしそう」

　ムーが、じゅるり、とよだれを垂らした。

　ええ……。俺には全然、そうは見えないが。

　確か人間以外の多くの動物――モグラやイノシシなどの哺乳類や爬は虫ちゆう類るい、カエルやオサムシなんかはミミズを食べるらしいが。

　精霊からすると、ミミズも美お味いしそうに見えるのだろうか。

「へへー。見てよ、マリン！　すごいだろー」

「きゃーっ！　近づけないでください！　気持ち悪い！」

「えー。かわいいじゃん」

「全然、可愛かわいくありませんよ！　見た目が生々しいです！」

　マリンは俺の背中に隠れてしまう。

　なるほど。精霊の中にもミミズに嫌悪感を持つ子もいるらしい。単なる個体差か。ムーが雑食なだけなんだろうな。

「エレナ！　見て見て！　ミミズ！」

「ひぃっ!?」

　エレナは自分に矛先が向けられて、顔を強こわ張ばらせた。即座に距離を取る。目には完全に嫌悪の感情が滲にじんでいた。

「うにゃ？　何で皆、嫌がるの？」

「女子はミミズの見た目が苦手って人は多いからな」

「えー。かわいいのにー」

　フレアが言うと、ムーがこくりと頷いた。

「……おいしそう」

「食べちゃダメだぞ！　あたしのだかんな！」

　フレアはさっとムーに背を向けた。胸元で抱えたミミズをそっと地面に下ろすと、にっと眩しい笑顔を浮かべる。

「ミミズ、気にするな！　あたしはお前のこと、好きだぞ！」

　ミミズは何も答えない。うねうね。身をよじっているだけだ。ただどことなく嬉うれしそうな感じを出してる気がしなくもない。

　ともあれ。俺たちは畑を耕す作業へと戻る。

　その際、ペロがとても役に立った。犂すきを引いて貰うのだ。おかげで圧倒的な効率を叩たたきだすことができた。

「よし、後は種を蒔まくだけだな」

「何を作るつもり？」

「とりあえず、小麦だな。本来は秋頃に種を蒔くものなんだが、ムーの能力があれば季節に関係なく育つはずだからな」

　それに――。

「小麦を収穫できれば、パンを作れる」

「……ぱん？」

　ムーが小首を傾かしげた。

「ああ。小麦粉を水でこねて、焼いた食べ物のことだよ。ふっくらしていて、食べると口の中に風味が広がるんだ」

　保育園の厨ちゆう房ぼうには石で造った窯があった。あれがあればパンを作れるはずだ。

　本来、パンは街のパン職人でないと作ることが許されない。だけど、俗世離れしたこの場所なら問題ないだろう。

　それに――。街で作るパンは一気に量を焼き上げるので、食べる時にはすでに冷めてしまっていることが少なくない。

　だが、保育園で作れば焼き立てを食べられる。

「……おおー。ふっくら。もちもち。たのしみ」

　ムーはお腹なかに手を当てて呟く。

（ぐぅぅ……）

　お腹の虫もパンを待ち焦がれていた。

「ははは。まあ、期待していてくれ」

　幅十～十五センチの浅い溝を鍬くわで掘っていく。そして一センチから二センチの間隔で小麦の種を蒔いていく。

　ぱっぱ。ぱっぱ。

　本来なら小麦が収穫できるようになるには半年以上掛かる。途中、麦踏みや追肥などの工程もこなさなければならない。

　しかし――。

「ムーの力を借りて、っと」

　俺は小麦の種が埋まった土に両手をかざす。

　ぱあっ。生命力に満ちた光が溢あふれ出す。それはまるで太陽の光のように、土の中の種に降り注ぐと――。

　ニョキニョキニョキッ！

　あっという間に芽を出し、穂を実らせていく。

　まるで月日を早送りするように。

　その場所だけが一足先に春を終え、夏を越え、秋を迎えた。気づいた時には、目の前に小麦畑ができていた。

　風が吹くと、黄金色の波が立ち、きらきらと輝きを放つ。

「おーっ！　すげーっ！」

　フレアがぴょんぴょんとその場で跳ねる。

「……何度見ても信じられない力だわ」

　エレナは俺が使った土精霊の力を前にして圧倒されていた。驚きよう愕がくと感嘆と、そして嫉妬が入り交じった表情を浮かべている。

　まあ、確かにびっくりするよな。

「……おりばー。これでパン食べられる？」

　ムーが俺に尋ねてくる。

「このままじゃまだダメだ。しばらく小麦を寝かせておかないとな。まあ、その内作ってやるから待っててくれ」

「……分かった」

　ムーはこくりと頷いた。「……とってもたのしみ。わくわく」

　はは、そりゃ頑張って作らないとな。

「よし。じゃあ、他の作物も育てていくか」

　小麦だけじゃない。

　キャベツ、ニンジン、レタス、カブ、葡萄ぶどうなどを次々成長させていく――。あっという間に庭が賑にぎやかになった。

「家庭菜園のレベルを軽く超えたな……」

　俺は目の前の畑を見て呟く。

　まるで大領主だ。これだけあれば自給自足の生活が送れるだろう。余った分は街で売るのもいいかもしれない。

「ふう、一仕事終わったし。休憩するかな――」

「おっちゃん！　これも植えていい？」

　フレアが差し出してきた手のひらに載っていたもの。それは――。

「花の種か？」

「うん！　山道の途中で拾ったんだ！」

　そういえば、街から戻ってくる途中で何か拾ってたな。見るとフレアだけじゃなくムーやマリンも種を持っていた。

「……花を育てて、蜜を吸いたい」

　いや、蝶ちよう々ちようじゃないんだから。

「私はお花で花飾りを作りたいです」

　なるほど。女の子らしいな。

　フレアもムーもマリンも、三人とも動機こそバラバラだが、花を育てたいという気持ちは同じらしい。

「よし。じゃあ、三人とも自分たちで育ててみるか」

「自分たちで？」

「ああ。土精霊の力を使わない。自分で毎朝水をあげるんだ。時間は掛かるが、その分花が咲いた時は感動するぞ」

　土精霊の力を使えば、すぐに花が咲くだろう。

　だけど――。時には苦労しながら、面倒だと思いながらも、自分の力で成し遂げた経験はきっと得がたいものになるはずだ。

「分かった！」

「……（こくり）」

「オリバーさんの言うことなら」

　子供たちも了承してくれた。

　俺は日当たりのいい場所に、三人分の花壇を作ってやる。土に指を突っ込み小さな穴を空けると種を埋めていく。

「よし。これでオッケーだ」

　俺は満足げに頷うなずいた。

「毎朝ちゃんと、水をあげるんだぞ」

「「「はーいっ！」」」

　子供たちは元気に手を挙げた。

　早速、井戸から汲くんできた水を花壇の土に注いでいる。量が多すぎるとダメになってしまうのでそこは注意した。

「へへー、早く大きくなれよー」

　フレアはその場にしゃがみこみ、両膝の上に頰ほお杖づえをつきながら、ニコニコ笑顔で土の中に眠る花の種に語り掛けていた。

　いつか。暗い土を搔かき分けて芽を出す。

　その日を待ち焦がれるように。
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「今日は私がお昼ごはんを作るわ」

　エレナが俺にそう宣言してきた。腕まくりをして、やる気満々だ。

「そりゃ構わないが。またどうして」

「決まってるでしょう。精霊の心を摑つかむにはまず胃袋から。おいしいごはんを作ることで精霊たちを懐柔するの。

　特に土精霊のあの子。あなたがおいしいごはんを食べさせてくれるから、という理由で契約しているでしょう？」

「ああ、ムーのことか。本人はそう言ってるな」

「つまり。私があなたより料理が上手で、おいしいごはんを食べさせてくれると分かれば契約してくれるかもしれない」

「まあ、確かに」

　ムーならあり得る話だ。だが――。

「エレナ、君は料理したことがないんだろう？」

「ええ、一度もないわ。パンが小麦から作るものだということもさっき知った。調理前の野菜も初めて見たわ」

「そりゃまた。凄すごいな」

　筋金入りのお嬢様だ。

「私はルシウス家の娘。何をやっても万能にこなせるはず。料理だって私の手に掛かれば造作もないことだわ」

　ふふん、と胸を張る。

　どこからその自信が湧いてくるんだ？

　まあとにかく――。

「分かった。君が言うのなら、お昼は任せるよ」

「ふふ。今日、料理の歴史を変えてみせるわ」





☆






　そして時は流れ――。お昼ごはんの時間になった。

　俺や子供たちは食堂へと集まっていた。木の椅子に座る。俺の膝の上には、ムーがちょこんとお尻を載せていた。

　何でも、こうするのがお気に入りらしい。

「……座り心地がいい。落ち着く」

　むふー。ムーは満足気な表情をしている。

「さあ、あなたたち。召し上がりなさい。私の特製スープを一口飲めば、その瞬間に私と契約をしたくなるに違いないわ」

　出されたのは琥こ珀はく色いろのスープ。

　豆。キャベツ。ニンジン。畑で収穫した野菜がぶち込まれている。

「何か、焦げ臭くないか？」

「気のせいよ。気のせい」

「それに野菜も皮がついたままだし」

「煮込んだから食べられるわ」

　うーむ……。不安だ。味云うん々ぬんではなく、健康面的に。

　一応、子供たちが食べる前に、俺が毒見しといた方がいいかな――。なんてことを考え始めた時だった。

「いっただきまーす！」

　フレアが手を合わせて、我先にとスープを一口。

　ぱあーっと表情に笑みを咲かせていたが、ごくん、と小さな喉を鳴らして飲んだ瞬間にみるみる色素をなくしていった。

「うえー」

　だばだばー。その場で吐き出す。

「お、おい。大丈夫か!?」

「まずいー……」

　フレアはげんなりしながら言った。

「ふふ、フレアは舌がおこちゃまですからね。私は違います。このスープの繊細なうま味を理解できるはずです」

　マリンはフレアを小ばかにしてから、一口。

　だが、余裕だった表情はすぐに強こわ張ばる。

「…………」

「どうかしら？」

「あの。このスープ、お水を使ってるんですよね？」

「ええ、汲んだ井戸水を」

「どうしてお水を調理して、水よりまずくなるんですか!?　エレナさん！　これは水の精霊である私への嫌がらせですか!?」

「ええっ!?」

　おお、普段は優雅なマリンが珍しく怒っている。

　そんなにまずいのか……？

　俺は真偽を確かめるためにスープをすくった。先に死地へ赴いたフレアやマリンを追うようにして一口飲んでみる。

「ああ、なるほど……」

　確かにこれはまずい。

　スープも。中に入っている野菜も。生だし。皮ついたままだし。

「そ、そんなはずは」

　慌てふためいたエレナは、ムーに視線を向けた。その手元にはスープの皿。中身は綺き麗れいに空になっていた。

　エレナはそれを見て、ぱあっ、と表情を華やがせる。

「どうだったかしら!?」

「……（こくり）」

　ムーは頷いた。

「……食べられる。嚙かまずに。鼻をつまめば」

「――っ!?」

　ガーン！

　そんな効果音が聞こえてきそうなほど、エレナは衝撃を受けていた。ふらりとテーブルの縁に手をついて項うな垂だれる。

「うぅ……」

「そもそもこれ、味見はしたのか？」

「あ、当たり前でしょう!?　美お味いしいと自分で確信を持ったものじゃないと、人様の前に出したりはしないわ！」

「じゃあ、美味しいと感じたのか」

「…………」

　エレナは口を噤つぐむと、

「……そりゃ、多少は怪しいかもと思ったけど」

　と、気まずそうに呟つぶやいた。

　ははあ。自分で作った料理って、妙に美う味まく感じるんだよな。主観という情のスパイスが降りかかるからだろうか。

「ねー。あたし、おっちゃんの作った料理が食べたい！」

「はーい。私もオリバーさんの手料理がいいでーす」

「……私も。ぜひぜひ」

「というわけだそうだ」

　俺は苦笑しながらエレナを見やった。

「うぐぐ……」

「とりあえず、お昼ごはんは作り直しだな。せっかくだ。俺が作ってるところを隣で見学すればいいんじゃないか」

「あなた、敵に塩を送るつもり？」

　エレナが怪け訝げんそうな目で言った。

「私が料理上手になれば、契約を取られるかもしれないのよ？　それを分かっていて見学しろと言っているわけ？」

「君を敵だと思ったことはないよ。それに契約なんてどうでもいいんだ。俺は子供たちが喜んでくれれば」

　俺は笑った。

「それにこの前、約束したじゃないか。料理を教えるって。俺は頼まれたことを果たそうとしてるだけだよ」

「……はぁ」

「どうしたんだ？　溜ため息いきなんかついて」

「あなたの態度が大人すぎて。ムキになった自分がバカみたいだと思っただけ。そういうところが好かれるのかしら」

　エレナは、こほん、と咳せき払ばらいをすると――。

「それじゃあ、お願いするわ。私に料理を教えて貰もらえる？」

「ああ、もちろんだとも」

　そして、エレナと共に料理を作ることになった。

　俺が調理をして、エレナがそのアシスタントをするという感じだ。俺が料理をする姿を隣で見ていたエレナはしきりに感嘆していた。

「なるほど。こういう風に皮を剝むくのね……」

「凄い。野菜をこんな速さで切るなんて……」

　はは、どれも当たり前のことなんだけどな。

「よし、出来上がりだ」

　俺は子供たちの待つテーブルに皿を配膳した。

　野菜をふんだんに使ったスープ。エレナが作ったのと同じものだ。しかし、出だ汁しや野菜の処理はしっかりしてある。

「「「いただきますっ！」」」

　子供たちは手を合わせると、一斉に食べ始める。

「おいしい！」

「上品な味ですねっ」

「……おりばー。もっと食べたい」

　好評のようだ。

　子供たちは笑みを咲かせながら、夢中でスープを飲んでいる。

「皆、いい顔してるだろう」

　俺はエレナに声を掛けた。

「食べた人の笑顔を見ると、次も頑張って美う味まいものを作ろうと思える。料理の醍だい醐ご味みはきっとそこにあるんだと思う」

「……あなたは純粋にあの子たちのことだけを考えていたのね。契約がどうとか、利己的なことは一切考えずに」

　エレナはぽつりと言った。

「どうりで。敵かなわないはずだわ」
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　保育園の教室の壁には一枚の絵が飾られている。

　以前、ムーが市場で一ひと目め惚ぼれして買ったものだ。

　虹色の湖の上で、女神が微笑ほほえんでいるというもの。

　俺は芸術に詳しくないので、これが本物か贋がん作さくかは分からない。でもムーは暇があればこの絵をじーっと見つめている。

　子供の心を虜とりこにする絵――。であれば、たとえ贋作だったとしても、それは本物に引けを取らない代物なんじゃないだろうか。

「……むふー」

　俺の膝の上に座ったムーが、鼻息を荒くする。その視線の先には例の絵。小さな胸の中にある芸術の心が疼うずいたのだろう。

「……おりばー。私も絵、描きたい」

　ムーは俺に振り向いてぽつりと呟いた。

「いいんじゃないか？　画材もあるし。どんどん描いてみればいい。もしかすると物もの凄すごく才能があるかもしれないぞ」

「……おおー」

　早速、お絵描きすることにした。

　市場で買ってきた紙と筆と絵具などを用意する。

「何を描くつもりだ？」

「……あの絵」

　なるほど。模写か。

　守しゆ破は離りという考え方がある。

　最初は既存の型を忠実に守り、基礎が身に着いたところで型を壊し、自分なりの新しい型を作っていくというものだ。

「……おえかき。おえかき」

　ムーはあぐらを搔かいた俺の膝の上に座りながら、ぺたぺたと筆を走らせていく。迷いのない線の引き方をしている。

　うん。中々力強いんじゃないか？

「……できた」

「どれどれ」

　俺はムーの描いた模写を覗のぞき込む。

　ううむ。

　元は虹色の湖の上で、女神が微笑んでいるという絵だ。

　しかし、模写は線がぐちゃぐちゃで、何が何やら分からない。ただ単に色をがむしゃらに塗りつけただけという感じだ。

「これは中々、個性的な絵だなあ」

「……才能ある？」

「そうだな。死後に評価されるタイプかな」

「……むふー。げいじゅつ。ばくはつ」

　ムーは鼻息を荒くして、ご満悦の表情。

　ものは言い様。言葉の選び方って大事だ。

「まあ、最初から絵画の模写っていうのは難易度が高すぎるよな。もっと身近なものから練習した方がいいかも……」

　と。その時だった。

　マリンが教室の扉を開けて、姿を現した。

「あっ！　ムー。オリバーさんを一人占めするなんてダメですよ？　きちんと私の許可を取ってからじゃないと」

「……なぜ。マリンの許可が？」

「オリバーさんは私のものだからです！」

「マリン。ちょうどいいところに来てくれた」

　俺はそう言うと、ムーの方を向いた。

「ムー、人物絵を描いてみるのはどうだ？」

　デッサンをこなせば、遠近感や空間認識力が身に付く。今後、どんな絵を描くにしてもきっと役に立つはずだ。

「……人物絵。やぶさかでない」

「よし決まりだな。マリン。悪いけど、絵のモデルになってくれないか。ムーの絵を描く練習になるだろうから」

「オリバーさんのお願いなら。喜んで♪」

　マリンはぱちんとウインクした。

「ムー、ちゃんと可愛かわいく描いてくださいね？」

「……任せて」

　ムーはこくりと頷うなずいた。

　俺の膝に座ったまま、鉛筆を前にかざし、マリンを見やる。おお。ちゃんと頭身を確認しようとしてるのか。

　教えてないのに、すでにその感覚が身に付いているとは。これはひょっとすると本当に才能があるかもしれないぞ。

「……見えた」

　ムーの眠たげな眼めが、かっと見開いた。

　カリカリカリ……。鉛筆を持った右手が迷いなく走っていく。すると、紙の上にマリンの姿が浮かび上がってくる。

「……むふー。できた」

「随分と早いな」

「私にも見せてください♪」

　俺とマリンは、ムーに渡された絵を覗き込む。

　こ、これは……。

　マリンと思おぼしき人物は、全身がむくむくと膨らんでいた。顔はぱんぱんで、でっぷりとした見た目だ。

「私、こんなに太ってませんよ!?」

　マリンが抗議する。

「……私はありのままを描いた。それだけ」

「ムーの絵が下へ手たなだけですよ！」

　マリンが「オリバーさん。ムーったら、ひどいんです～」と泣きついてきた。俺の腰元にぎゅっと抱き着いてくる。

「よしよし、心配するな。マリンは可愛いから」

「本当ですか？」

「ああ」

「世界一可愛いですか？」

「あ、ああ」

「オリバーさん！　大好きです～」

　マリンは一瞬にして機嫌を直したようだった。

　ふう。よかった。

「……絵を描くの。難しい」

　ムーはぽつりと呟つぶやいた。

「気にするな。最初から上う手まく描ける人なんていないさ。そうだ。じゃあ次は自分の好きなものを描くといい」

「好きなもの？」

「ああ、それならきっといい絵になるはずだ」

「……分かった」

　ムーの好きなものと言えば食べ物だろう。木の実とか、葡萄ぶどうとかなら、比較的線が簡単だから描きやすいはずだ。

「おっちゃん！　鬼ごっこしよっ！」

　ガラッ！

　と、フレアが教室の扉を開けて俺を誘ってくれた。その背後には遊びに付き合わされたであろうエレナの姿もあった。

　散々、振り回されたのだろう。その場にへたり込んでいる。

「ああ、いいぞ」

「オリバーさんが参加するなら、私も参加します♪」とマリンも手を挙げる。

「ムーはどうだ？　きっと楽しいぞ」

「……私はいい。おえかきしたいので」

「そうか。じゃあ、完成したらまた見せてくれ」

「……（こくり）」

　ムーは俺の目を見て、静かに頷いた。

　何か夢中になれるものがあるというのは、大切なことだ。夢中になることから才能の芽は生まれていくものだと思うから。

「よし、じゃあ。皆で鬼ごっこするか」

「おーっ！　負けないぞー」

　そして俺たちは庭に出て、鬼ごっこを楽しんだ。

　遊びとは言え、これは真剣勝負だ。子供も本気なら大人も本気。そうでないとお互いに本当の満足は得られない。

「くそーっ！　おっちゃんが鬼だと、つよいなー」

「ははは。俺の手からは逃げられないぞ」

「オリバーさんに捕まるなら、悪くないです♪」

「あ、あなたたちねえ！　そんな細い間に逃げ込むのはズルいわ！　子供以外だと狭くて入れないじゃない！」

「へへーん。ズルいとか関係ないもんねー」

　全力で遊んでいるうちに――いつの間にか日が暮れていた。その頃には大人勢も子供勢もくたくたに疲れ果てていた。

　疲労は疲労でも、心地のいい疲労だ。

　この後は美う味まい飯を腹いっぱい食べて、皆で楽しく温泉に浸つかって、俺は人目を忍んで酒をくいっと一杯やって――。

　考えるだけで、胸が躍る。

　そして、俺たちが保育園に戻ろうと歩いていると、軒先のところで、胸元に紙を抱えたムーが一人待っていた。

「……絵。できた」

　ムーは紙を差し出してくる。

「おお、そうか。好きなものは描けたか？」

「……（こくり）」

「ほう。どれどれ」

　俺は受け取った絵を覗き込む。

　こ、これは……。

　そこに描かれていたのは人物の絵だった。俺、エレナ、フレア、マリン。四人が庭先で鬼ごっこに興じている。

　頭身はめちゃくちゃ。パースも狂いに狂っている。だけど、皆、眩まぶしいばかりの笑みを浮かべてとても楽しそうだ。

　好きなものを描けばいい――。

　俺はムーにそう言って、ムーはこの絵を描いた。彼女にとって、ここに映る全ての人物は好きなものということらしい。

「……うん。いい絵じゃないか、とっても」

「……才能ある？」

「間違いない。今から将来が楽しみだ」

　俺は微笑ほほえみを浮かべながら、ムーの頭を撫でてやった。

「……むふー」

　ムーは褒められて、満足気な表情をしている。

　ムーの好きな、この光景。

　今度は君もこの輪に入って、いっしょに遊ぼうな。
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　天気がいい日の、昼下がり。

「オリバーさん。私の旦那さんになってくれませんか？」

　マリンが教室で、唐突にそう言ってきた。

　旦那さんになって欲しい――。まさか俺が言われる日が来るなんて。それもまだこんな年とし端はもいかない女の子に。

「気持ちは嬉うれしいけど。それはさすがに……」

「おままごとの話ですよ？」

　マリンはあっけらかんとした表情で言った。

「な、なんだ。おままごとか」

　そうだよな。何を動揺してるんだ。

「もちろん、本当の旦那さんになってくれてもいいですよ。むしろ、その方が私としては嬉しいですし♪」

「ははは……」

　全く。困ったものだ。いい年こいた大人をからかおうとして。

「とにかく。おままごとには付き合うよ」

　俺は言った。

「俺はマリンの旦那さん役をすればいいのか？」

「はい。私がお嫁さんで、オリバーさんが旦那さん。ムーは子供です。私たちがラブラブのチューをして生まれたんですよ？」

「……どーも。生まれました」

　傍そばにいたムーがちょこんと手を挙げた。

　おお。設定を呑のみ込むの早いな。

　しかし――。マリンは大人びていると思ったが。キスをして子供ができると思っている辺りはまだまだお子様だ。

「オリバーさんは仕事からお家うちに帰ってきてください」

「分かった。任せておけ」

　俺はこほんと咳せき払ばらいをして役に入り込む。

　気分は新婚の旦那だ。

　冒険者ギルドでいつものように薬草採取の依頼をこなし、くたくたになりながら家族の待つ家へと帰ってくる――。

　という設定で、教室（家に見立てた）の扉を開ける。

「ただいまー」

「あなた、お帰りなさい」

　マリンがぱたぱたと駆け寄ってくる。

「今日も一日、ご苦労さまです♪」

「ああ」

「荷物、お持ちしますね？」

　おお……。何て献身的で、気が利くんだ。これはマリンは将来、とてもいいお嫁さんになるかもしれないな。

　そう思った時だった――。

「あれっ？」

「どうしたんだ？」

「オリバーさんから、他の女の子の匂いがします」

「ええっ!?」

「……浮気したんですか？」

　じとりと睨にらまれる。

　俺は慌てて弁解の言葉を吐いた。

「違う。これは――そう！　冒険者の同僚のものだ！　ほら、エレナといっしょに任務に出かけたからその時に……」

「ふうん。あの泥棒猫ですか」

　マリンの目に妖しい光が過よぎる。
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　ど、泥棒猫って……。よくそんな言葉知ってるな。

「ダメですよ？　私というものがありながら、他の女の子と関わったら。オリバーさんは誰にでも優しいから心配です」

「だ、大丈夫。何もないって」

　俺は慌てて言った。

「俺はマリン一筋だ。約束する」

「ならいいです♪」

　マリンの表情がぱっと華やいだ。

　ほっ……。どうやら機嫌を取り戻してくれたようだ。でも、俺は何でままごとでこんなに焦ってるんだ？

「ごはんができてますから。いっしょに食べましょう」

「そうか。いつもありがとうな」

「はい。オリバーさんの胃袋は私のものですから」

　……おお。さらっと重いことを言うな。

　食堂のテーブルへと通される。

　そこにはすでにムーがいた。ちょこんと正座しながら、膝の上に置いた紙の上に鉛筆をさらさらと走らせている。

　はは。お絵描きに夢中だな。

　最近は目につくものを片っ端から模写するようになった。数をこなしていけば自然と腕も上がっていくはずだ。

　ムーは俺に気づくと、ゆっくり顔を上げた。

「……パパ。おかえり」

「ああ、ただいま」

　応えつつ、しみじみと思う。

　パパか。ままごととは言え、俺がそんなふうに呼ばれるなんてな。冒険者をしていた頃には思いもしなかったことだ。

　……うん。中々どうして悪くない響きだ。

「これが私の作ったごはんです♪」

　差し出されたのは――泥だんご。

「丹誠込めて作ったんですよ？」

　なるほど。さすがにマリン一人じゃ本物のごはんは作れないだろうしな。これをごはんに見立てるってわけか。

「うん、美お味いしそうだ」

「……じゅるり」

「じゃあ、皆でいただきましょう」

「「「いただきますっ」」」

　俺たちはテーブルを囲んで手を合わせる。

　さて――。

　食べた素振りをして、美味しいと言おうかなとしたところだ。

「……ぱくり」

　ムーは躊ちゆう躇ちよなく泥だんごにかぶりついた。

「ええっ!?」

「……もしゃもしゃ」

　おいおい。まさか本当に食べるなんて！

　慌てて止めようとしたが――。その前にムーは手に持っていた泥だんごをあっという間に胃袋に収めてしまった。

「……けぷー」とお腹なかをさすっている。

　いやいや。泥だんごを完食するなんて。

　普通、吐き出すだろう。

　ムーは雑食だと思っていたが、まさかここまでとは。

　それともまさか――。

　この泥だんご、実は食えたりするのか？

　マリンは上位精霊だ。何かしらの能力を使って、この泥だんごを食べられるものに変えることができたのかもしれない。

「あなた、食べないんですか？」

　マリンが俺を上目遣いで見てくる。

「せっかく作ったのに……」

　うるうると悲しそうに目を伏せる。

　この台詞せりふは食べることを前提にしたものだ。

　ということは――。

　やはり泥だんごは食べられるものだということになる。マリンを悲しませないためにも口にするのがベストだろうか。

　ここで食べねば男がすたる！　ええい。ままよ！

　俺は泥だんごを手にすると、勢いのままに丸かじりした。

　口の中に広がるのは濃厚な風味――。とかそんなものじゃなく、ただ純然とした土と泥の味だけだった。

「おええええええええええ」

　その場で吐き出した。俺は好き嫌いのない男だ。だが、さすがに泥だんごを平らげるのはムリだった。

「オリバーさん!?　なんで食べちゃったんですか!?」

　マリンは俺の姿を見て、慌てふためいていた。

「え……？　どういうことだ？」

　訊きくとマリンは新妻の演技として『食べないんですか？』と言っただけで、まさか本当に俺が食べるとは思っていなかったらしい。

　これでは、とんだ食べ損だ。ただ――。

「でも、私の作ったものを泥だんごでも食べようとしてくれるなんて……オリバーさんはとても優しい人なんですね」

　どうやら、男気が評価されたらしい。

　マリンは頰を赤らめて、うっとりした表情をしていた。

　結果オーライ……なのだろうか？　ともあれ、分かったことが一つある。ムーは常軌を逸した雑食であるということだ。
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　尿意を催して、ベッドの上で目を覚ました。

　寒さや冷えのせいなのか。それとも年を取ったせいなのか。子供たちがぐっすり眠っていることを考えるとどうも後者っぽい。

「うー。トイレトイレ……」

　まだ眠気の残る頭のまま、ベッドから起き上がる。

　本当ならこのまま二度寝と決めこみたい。しかし、小便を漏らしてしまうような事態になるのは避けたい。

　子供のおもらしは可愛かわいいなで笑って済まされる。

　おっさんのおもらしは笑えない。ドン引きだ。エレナのような若い子からは汚物を見るような目を向けられることは必至。

　ちゃんと尿意は処理しておかないとな――。

　俺がトイレへ続く廊下を歩いていると、途中に何か落ちていた。ぼやけた寝ぼけまなこを擦こすると全貌が見えてくる。

「……フレア？」

　廊下に腹を出して仰あお向むけに倒れていたのはフレアだった。

　その瞬間、一気に目が覚める。

「お、おい。どうしたんだ。大丈夫か!?」

　俺は慌てて駆け寄った。

　もしかして怪け我がでもしたんじゃ――。

　だとしたら医者を呼ばないと！

　浮かんだ心配は、しかしすぐに搔かき消えた。

「くかーっ。くかーっ」

「……寝てるのか？」

　フレアは気持ちよさげに寝息を立てていた。

　見たところ、外傷もない。

「けど、何でこんなところで寝てるんだ？……もしかして、トイレに行って帰ってくる途中で力尽きたとか？」

　だとすれば、もう少し頑張れよ。

　ここから寝室までは一分も掛からないんだから。

「まあ、何ともなくてよかった」

　俺はほっとして、トイレで用を足した。

　ジョボジョボジョボ。

　胸に溜たまった不安と共に尿が解き放たれていく。

　あー、すっきりした。

　寝室に戻る途中、俺は廊下で寝ているフレアを回収していくことにした。華きや奢しやな身体からだを持ち上げ、背中におぶせていく。

　そしてベッドに寝かしてやった。

「よし、もうひと眠りするとするか」

　一度伸びをしてから、ベッドに仰向けになる。

　再び眠気が下りてくるのを待っていると、もぞもぞと何かが動く音がして、ぼとりと床に落ちるのが聞こえた。

「ん？　なんだ……？」

　見ると、フレアがベッドから床に落ちていた。目は覚めていないようで、気持ちよさげに寝息を立てていた。

「むにゃむにゃ……。もっと食べたい……」

　寝言を漏らしている。

　はは、可愛いなあ――と思っていた時だった。

　コロコロコロ……。

　フレアは眠ったまま、寝返りを打って横に転がっていく。そして、あっという間に寝室から出ていってしまった。

「ええっ!?　お、おい！　待て待て！」

　俺は慌ててその後ろを追いかける。

　そして気づいた。

　さっきフレアが廊下で仰向けになっていたのは、トイレに行ったからじゃなく今みたいに転がっていたのだと。

　つまり――。フレアは寝相が悪いのだ。それもとんでもなく。

「フレアの奴やつ。どこに行ったんだ……？」

　廊下に出ると、きょろきょろと辺りを見回す。

　だが、フレアの姿は見当たらなかった。

　いやはや。何て素早いんだ。起きてる時の俺よりも素早いんじゃなかろうか。とにかく早く見つけてやらないと――。

「あら、おはよう。早いわね」

　パジャマ姿のエレナが後ろから声を掛けてきた。

「エレナ！　フレアの姿を見なかったか？」

「いいえ、見なかったけど？」

「うーむ。いったいどこに隠れたんだ？」

「あなた、こんな朝早くからかくれんぼに付き合ってあげてるの？　ほんと、お人よしというかなんというか……」

　エレナは呆あきれたように言う。

「その志は素晴らしいと思うけど、自分の身体も自愛した方がいいわ。このままだとその内倒れるかもしれないわよ？」

「いや、別にかくれんぼをしてるわけじゃないんだ！　フレアが寝返りを打って寝室から姿を消したんだよ」

「寝返りで……って。ふふっ、面白い冗談を言うわね。いくらあの子でもそこまで寝相が悪いはずないでしょう」

　残念ながら、そこまで悪いんだよなあ。

　と、その瞬間だった――。

　エレナの表情がぎょっと強こわ張ばった。ん？　どうしたんだ？　彼女の視線の先を追うように背後を振り返った俺は、同じ表情になった。

　コロコロコロ……。

　フレアが物もの凄すごい勢いで校庭を転がっていた。砂さ塵じんを巻き起こしている。

「……」

　エレナは絶句して口をパクパクさせていた。餌を待つ小魚みたいだ。

「だから言っただろう。本当だって」俺は苦笑いを浮かべる。「まあでも、あの調子だと放っておけばその内収まるだろう」

　悠長に構えていた俺はそこで気づいた。げっ！

「ま、まずい！　このままだと畑に突っ込むぞ！　そうすれば――作物がぐしゃぐしゃに荒らされてしまう！」

　何しろ、砂塵を起こすほどの寝返りなのだ。畑の野菜くらい、難なく全て宙に巻き上げられてしまうだろう。

　俺たちの食を守るためにも、何としてでも阻止しなければ！

「フレア、止まりなさい！　いくら何でも寝相が悪すぎよ！　これ以上近づくなら魔法を行使することも辞さないわ――」

　エレナが杖つえを持って、止めようとしたが――。

「きゃあっ!?」

　転がってきたフレアに脛すねにタックルされ、その場に崩れ落ちた。足を押さえながら、苦しげなうめき声を上げている。

「エレナ！　大丈夫か!?」

「う、うぐぐ……。寝てるこの子にも勝てないなんて……。ブラッドレイヴンのメンバーとしてこれ以上の屈辱はないわ……」

　がくり。と項うな垂だれる。

「くそっ！　君の死は無駄にはしない！」

　エレナが陥落した今――。

　フレアを止められるのは俺しかいない！　だがどうやって？　普通に立ち向かえばタックルを喰くらって倒れるのは必定。

　コロコロコロ……。その間にもフレアは迫ってくる。

「どうすれば……」

　俺は辺りを見回す。保育園の周りを囲む木々が目に入った。

「よし！　これだ！」

　両手を前にかざした。

　ムーの力――土精霊の加護を借りる。

　すると、足元の地面を突き破り、大樹の根が飛び出した。それはまるで生き物のようにフレアの身体を絡めとった。

　宙に浮かせて、制止する。

「ふう。何とかなったか……」

　危ないところだった。

　もうちょっとでせっかく作った畑が全滅するところだった。

　それだけじゃない。

　あの場所には子供たちが植えた花壇もあるのだ。

　目覚めたフレアが自分のせいで花の芽を倒してしまったことを知れば、大きなショックを受けることになるだろう。

　大樹の根を操作して、フレアの身体をゆっくり下ろしていく。その珠たまのような身体を俺は胸元でそっと受け止めた。

「……むにゃ？」

　と。その時、フレアがぱちりと目を覚ました。

「おお、起きたか」

「……ふにゃ。おっちゃんだー。――ってあれ？　なんであたし、外にいるの？　それにエレナは倒れてるし」

　なるほど。全然、覚えてないんだな……。

「まあ、色々あってな」

「そっかー。色々かー」

　あえて伝える必要もないだろう。

「ねーねー。おっちゃん」

「なんだ？」

「皆、外にいるし。鬼ごっこしよ！　鬼ごっこ！」

　フレアは満面の笑みでそう言ってきた。

　ははは……と俺もエレナも引きつった笑みを浮かべる。たぶん、二人とも胸の中で抱いた思いは同じだっただろう。

　それはもう十分堪能したよ……。
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　晴れた日の昼下がり。

　俺が園内の廊下を歩いているところだった。

「はあ……」

　どこからともなく、深い溜ため息いきが聞こえてきた。見ると、エレナが庭に面した廊下の縁に腰掛けて物憂げな表情をしていた。

　その視線は虚空へと投げかけられている。

「どうしたんだ。溜息なんてついて」

　エレナは俺に気づくと、自嘲的に笑った。

「この保育園に来てもうしばらく経たつでしょう？　なのに、まだ上位精霊の誰とも契約を結ぶことができていないなんて」

　そう言うと、頭を抱えた。

「ギルドの皆に大おお見み得えを切って出てきたのに……。次に会う時は最強の魔法使いになって帰ってくるって……。これじゃ合わせる顔がないわ」

「それで落ち込んでたのか」

　エレナは重たげに頷うなずいた。

「まあなんだ。上位精霊なんて俺たちにとっては雲の上の存在なんだ。そう簡単に契約を結ぶのは難しいだろうさ」

「あなたは簡単に結んだでしょう!?　それも三人と！」

　そう言われれば確かに。

　全く苦労らしい苦労をした覚えはなかった。

　フレアは毎日の遊び相手として。ムーはごはんを食べさせてあげる代わりに。マリンは気づいたらいつの間にか。

「はっきり言ってあなたが羨ましいわ。私があなたの立場だったら……今頃世界一の魔法使いになれているのに……」

　確かにそうかもしれない。

　ただでさえエレナはＡ級の魔法使いなのだ。それに上位精霊たちの加護が加われば鬼に金棒で怖いものなしだろう。

「……はあ。私とあなたの何が違うのかしら」

「俺の場合、あまり欲がないからなあ。そこが幸いしたのかもしれない。子供は物事の裏を見抜く力に長たけているから」

「私、契約したいという気持ちが出すぎてる？」

「かもしれない」

「なら、どうすればいいのかしら」

「彼女たちを上位精霊としてじゃなく、普通の子供として接すればいい。そうすれば自然と仲も深まっていくはずだ」

　俺は言った。

「俺よりも君の方が、子供たちとは年が近いんだ。よき保育士――お母さん役になれば契約を交わせる日もそう遠くないかもしれない」

「よきお母さんに……」

　エレナは顎に手を当てて、考え込む。

「そうね。悪くないかもしれない」

「エレナさーん」

　遠くから、パタパタと駆け寄ってくる声。

　マリンだった。

「相談したいことがあるんですけどー」

「ほら、早速だ」

　俺はエレナに笑いかけた。

　エレナは頷き、張った胸に手を置いた。

「いいわ。何でも言ってみなさい。この私――エレナ・ルシウスに分からないことなんてこの世に一つもないんだから」

「本当ですか!?」

「もちろんよ」

「じゃあ、あの……」

　マリンはこほん、と小さく咳せき払ばらいをすると――。

「好きな人を振り向かせるには、どうすればいいですか？」

「――ふえっ？」

　エレナは虚を衝つかれたらしい。間抜けな声を出していた。

「す、好きな人？」

「はい。私、今、好きな人がいるんですけど……。エレナさんなら恋のことを知っているでしょうし何か分かるかなって」

「…………」

「あれ？　エレナさん？　もしかして分からないとか……」

「そそそんなわけないでしょう!?　当然、分かるわよ！　恋なんて私にとってはとうに知り尽くしたものだもの！」

　あれ？　以前、恋愛経験はないって言ってなかったか？

　ブラッドレイヴンの一員として、そして一流の魔法使いになるために鍛錬に励んでいたから恋をする暇はないとか何とか。

　まさか――。マリンの手前、強がってるのか？

「よかったぁ」

　マリンはぱあっと表情を華やがせた。

「そうですよね。エレナさんくらいの女の人で恋を知らない人なんていませんよね。一つや二つくらいは経験していますよね」

「……うぐぐ。そうね、してるわね」

「エレナさんは今まで、何人くらいとお付き合いしましたか？」

「えっ？　えーっと……」

　エレナは目を泳がせながら言った。

「三人……いや……五人くらいかしら？　私の身体からだを何人もの男が通っていったわ……今となってはいい思い出だけど」

「きゃーっ。素敵です♪」

　マリンは嬌きよう声せいを上げて喜んでいる。

　いや、三人と五人を間違えることなんてあるか？　片手の指で収まる数だぞ。怪しさが滲にじみ出てるじゃないか。

「それで振り向かせ方なんですけど……どうすればいいでしょう？」

「そ、そうね。まず、相手のことを知らないと何とも言えないわね。マリンの好きな人がどんな人なのか教えてくれる？」

「はい。……私の好きな人はとても真面目で、強くて、格好よくて、笑った顔がとっても素敵な料理上手な男の人です」
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　マリンはちらちら俺の方を見ながら言ってくる。

　……え？　もしかして今のは俺のことか？　そんなふうに見えてるのか？　実際の俺の姿とはあまりにもかけ離れてるぞ。

「なるほど。相手は大人ね。なら、残念だけどあなたを恋愛対象として見ている可能性は限りなく低いということになるわね」

「やっぱりそうですか……」

「ええ。でも望みを捨てるのは早いわ。相手に意識して貰もらうためにも、あなたは積極的にアタックしていくべきよ」

「は、はいっ。どういうふうにすればいいですか？」

「えっ？　えーっと……」

　エレナはそこでフリーズしてしまった。

　積極的にアタックしろ――と抽象的なアドバイスはできるが、いざ具体案を出すとなると経験の乏しさ故に案が出ないようだ。

「エレナさん？」

「そう！　アタックはアタックよ！　その好きな人に何度もぶつかっていくの！　そうすれば向こうも意識してくれるはずよ！」

　エレナが提案したのはアタック（物理）だった。

　おいおい、なんだそれ。やけくそじゃないか。

「はい！　分かりました！」

　って、マリンも簡単に乗せられてるし。

「エレナさん。さすがたくさん恋をしてきただけはありますね。これからは恋愛マスターと呼ばせてください！」

「ええ。私の助言に従えば、落とせない男なんてこの世にいないわ。ふふ、あなたを弟で子しとして可愛かわいがってあげる」

「ありがとうございます♪」

　マリンが鼻歌を歌いながら、その場から離れていくと――。

「……ああ、やってしまったわ」

　エレナはその場で力なく項うな垂だれてしまった。この先に待ち受ける未来を想像して表情がげっそりとやつれている。

「よかったじゃないか。マリンと師弟関係を結べて。一歩前進だ。この調子だと、契約を勝ち取れる日も近いかもしれない」

「……慕ってくれたのは嬉うれしいけど。私、恋愛経験なんてないもの。この先、上う手まいことやっていけるかしら」

「はは、頑張れよ。恋愛マスター」

　俺が微笑ほほえみながらぽんと肩を叩たたくと、

「オリバー。あなた、私の姿を見て面白がってるでしょう？」

　エレナはじとりと睨にらんできた。

「まあ、他ひ人と事ごとだからな」

　当事者からすれば憂鬱かもしれないが、傍観者でいる分には楽しい。俺は対岸で起こる火事を眺めているだけで済む。

　そう思っていたのだが――。





☆






「えいっ♪」

　翌日から、マリンが俺によく抱き着いてくるようになった。

　どうもアタック（物理）ということらしい。

　やっぱりマリンの好きな人って、俺だったのか……。

　つまりエレナのしたアドバイスは俺に適用されるということだ。たとえ、どんなにめちゃくちゃなものであっても。

　……これはちょっと傍観者ではいられないかもしれないな。
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　早朝。

　俺は保育園の軒先で洗濯をしていた。木の桶おけに入った井戸水、浸つけた衣服類を洗濯板にごしごしと擦こすりつけて汚れを落とす。

　しゃがみこんで作業をしていると――。

「だーれだ♪」

　唐突に暗闇が降り、視界が閉ざされた。

　誰かに後ろから手を回された――。

　そう気づくのに時間はかからなかった。

「うーん。誰だろう……」

「よーく考えてみてくださいね？」

　エレナはこんなお茶目な真ま似ねはしない。

　フレアは『おっちゃーん！』と元気に声を掛けてきそうだし、ムーはそもそもこんなにテンションが高くないだろう。

　となると――。

「マリンじゃないか？」

「ふふっ、正解です♪」

　ぱっ。両手が取り払われ、視界に光が戻る。

　振り返ると――。マリンが後ろ手を組みながら微笑んでいた。朝の光に当てられてその姿はきらきらと光り輝いて見える。

「えへっ、オリバーさんに当てて貰えて嬉しいです」

「そりゃ間違えようもないさ」

　先ほどは『うーん。誰だろう』などと芝居がかった口調をしたものの、本当は第一声を聴いた時から誰かはすでに分かっていた。

　マリンは敬語だし、何より声質で判別できる。漫然とそれなりの期間、子供たちと生活してきたわけじゃない。

「にしても、随分と早起きしたなあ」

　まだ他の子供たちは寝ている時間だ。

「たまたま早く目が覚めてしまって。外を見たらオリバーさんがいたので。……ところでこれは何をしているんですか？」

「洗濯だよ。皆の衣服を洗ってたんだ」

　俺は足元の桶を指さす。

　そこにはシャボンの実を溶いて泡だった水と、洗濯板。傍らには俺やエレナ、子供たちの服が山積みになっていた。

「へええ。こんなふうに洗うんですね」

「知らなかっただろ」

「はい。私たちがいつもきれいな服を着られるのは、オリバーさんがこうして洗ってくれているからなんですね」

「マリンもやってみるか？」

「いいんですか？」

「ああ。ほら、こっちに来るといい」

「はーい♪」

　マリンはぱたぱたと駆け寄ってくる。

　俺の前の地面にぺたんと腰かけると、細い首を後ろに向けた。くりんとした可愛らしい瞳が上目遣いで見つめてくる。

「どうすればいいんですか？」

「汚れた衣服をこの洗濯板で擦るんだよ。こう――ゴシゴシって感じで。そうすれば衣服の汚れが落ちるって寸法だ」

「わかりました！　やってみます！」

　マリンは「むん」と胸の前で両拳を握った。

「ごしごし。ごしごしっ」

　衣服を摑つかむと、洗濯板に擦りつけていく。

「おっ、いい調子じゃないか」

「ふふっ、オリバーさんに褒められちゃいました♪　よーしっ。頭を撫で撫でして貰えるくらいまで頑張っちゃいます！」

　最初こそ順調だったものの――。

「ごしごし……。ごし……ご……し……」

　動きは次第に鈍くなっていき――。

「ふう、疲れちゃいました♪」

　ついには止まってしまった。

　マリンは額に汗を滲にじませながら、はあはあと息を荒くしている。よほどクタクタなのか華きや奢しやな肩が上下に動いていた。

「はは、意外と洗濯は力仕事だからな。汚れをちゃんと落とそうと思ったら、それなりに骨を折らないといけない」

　俺は言った。

「でも、マリンは頑張った方だと思うぞ」

　そしてご褒美として頭を撫でてあげる。

「はぁん……っ。幸せです……！」

　マリンは頰をほんのり桜色に染めながら、俺に身を委ねてきていた。今にも蕩とろけそうな恍こう惚こつの表情を浮かべている。

「よし。後は俺がやるよ」

　俺はマリンから作業を引き継いだ。

　桶の中に浸かった衣服を取り出すと、洗濯板に擦りつける。

　ゴシゴシ。ゴシゴシ。

　泡と摩擦によって汚れがみるみる落ちていく。

　一枚終わると、また次の衣服に。矢継ぎ早に作業をこなしていく。

「わあっ、凄すごく速いですね！」

　マリンが驚きの声を上げた。

「はは、何しろ洗濯ものの量が多いからな。速度を上げないと終わらない。必然的にこうなるってわけだ」

「でも、疲れちゃいませんか？」

「大丈夫だよ。これくらい」

「オリバーさん。力持ちなんですね」

　マリンはうっとりした目で俺を見てくる。

「はぁ……。格好いいです……」

　ただ洗濯する姿が、なぜそんなにウケがいいんだろう？

　マリンからすると、目新しいからだろうか。

　子供の――それも女の子の感性ともなるとおっさんには理解できない。

「ふう。これで一通り終わったな」

　額に滲んだ汗を手の甲で拭う。

　山のように積みあがっていた洗濯ものの汚れはあらかた落とし終えた。後は物干し竿ざおで干せばいいだけだ。

　マリンも洗った衣服を干すのを手伝ってくれる。

　その途中――。

「あれっ？　これって……」

「どうした？」

「エレナさんの服もいっしょに洗ってるんですね」

「ああ。彼女も年頃の女の子だからな、俺に服や下着を洗われるのに抵抗があると思って一応訊きいてみたんだが……」

　俺はその時のことを思い出しながら言った。

「抵抗どころか、全く気にしていなかった。たぶん、お嬢様で使用人が洗ってくれるのが当然の環境だったからだろうな」

　以前、エレナに『洗濯ものの件なんだが。君の分もいっしょに洗ってもいいのか？』と訊いたことがあった。

　ダメに決まってるでしょう！　自分の分は自分で洗うわ！――てっきりそんな返事が返ってくるものと思っていたが。

『ええ、お願いするわ。ありがとう』

　普通にそう言われた。

　何の抵抗も葛藤もないようだった。

「そういうわけで、エレナの分も俺が洗ってるわけだ。まあ、分けて洗うのは手間だから今のままで助かってるけどな」

「そうなんですか……」

　マリンはしばらく「むむむ」と考え込んだ後――。

「あ、あのっ。オリバーさん！」

　意を決したように口を開いた。

「ん？　どうした？」

「これからは私もお洗濯を手伝います！　エレナさんの服はオリバーさんではなく、私に洗わせてください！」

　真剣な眼まな差ざし。

　意図は分からないが、意思の強さは伝わってくる。

「そりゃ、別に構わないが……」

　俺は念のために尋ねた。

「早起きしないといけないし。大変だぞ？」

「全然へいきです！　オリバーさんがエレナさんの服を洗うことに比べれば、早起きするくらいなんでもありません！」

「??」

「それに……」

　マリンは自分だけに聞こえる声量で――。「オリバーさんといっしょにいられる時間が増えますから……♪」

　何やら呟つぶやいていた。

「よく分からないけど、分かったよ。じゃあ、これからはマリンにも洗濯を手伝って貰うことにしようかな」

「はい！　頑張ります！」

　マリンは胸の前でぐっと拳を握った。

　やる気満々なのはいいことだ。

　洗濯が上手になれば、お嫁に行く時にも役に立つだろうしな。……でも、精霊が誰かと結婚することはあるのだろうか？
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　俺は基本的に保育園に常駐している。

　しかし、エレナはそうではない。

　週に三～四日ほど街に下りては、冒険者として任務にあたっている。

　Ｅランク冒険者は欠けても替えがいくらでも利く存在だが、Ａランク冒険者ともなるとそういうわけにはいかないらしい。

　彼女でないとできないことがあるのだ。

　以前までは街と保育園の往復に多大な労力を費やしていたが、ペロがやってきてからは送り迎えをしてくれるようになった。

　おかげで通勤時間は飛躍的な改善を見せた。

　ただ――。

「オリバー。今帰ったわ」

　俺が食堂でくつろいでいると、エレナが帰ってきた。すでに窓の外に浮かぶ月がよく映える時間になっている。

「ああ、お帰り」

「ごめんなさい。業務を任せっきりにしてしまって」

「構わないさ。君には君の大切な仕事があったんだ。自分を必要としてくれる人がいるのは幸せなことじゃないか」

「……あなたって、本当にお人よしね。私が図に乗って、任務を理由にして業務の丸投げの常習犯になったらどうするつもり？」

「その点に関しては心配してないよ。君は真面目な子だ。付き合いはまだ短いが、そんな真ま似ねはしないのは分かってるさ」

「――っ！」

　エレナは虚を衝つかれたように目を丸くした。「う……」と呻うめくような声を漏らしながら頰をほんのりと赤らめている。

「……全く、呆あきれた人。こんな短い期間で私を知ったつもりになるなんて。私は一か月やそこらで底を見せるような女じゃないわ」

　俺をジト目で睨にらみながら、

「……もっとも。信頼して貰もらえているのは悪い気分ではないけれど」とごにょごにょした声で何やら呟いていた。

「はは、ごめんごめん。これでも飲んで機嫌を直してくれ」

　俺は湯気の立ったカップを、食堂の椅子に座るエレナに差し出す。

「えっ……!?　これって紅茶……？」

「ああ、庭で作ってみたんだ。君が以前、好きだと言ってたからね。口に合うかどうかは保証しかねるけど」

　庭にスペースがあったから、試しに作ってみたのだ。ムーの力を借りれば、あっという間に収穫することができた。

「いいえ、その気持ちが嬉うれしいわ。ありがとう」

　エレナはカップに鼻先を近づけると――一口含んだ。

「……いい香りね。味も素敵よ。気品があるわ」

　そう言って、うっすらと微笑ほほえみを浮かべる。

　おお……。俺は思わず見とれてしまった。さすが名家のお嬢様だけあって、紅茶を飲む姿が実に様になっている。

「ふふ、これを楽しみに厳しい任務も乗り越えられそう」

「Ａランク冒険者の任務なんて俺には到底想像もつかないものだけど。やっぱり危険だし大変なものなんだろうな」

「そうね。危険で大変で、その上多大な責任を負うわ」

　エレナは淡く濡ぬれた唇で言葉を紡ぐ。

「今日はボルカノ火山でドラゴンを討伐してきたの。放っておいたら火山が噴火して近隣の村が全滅していたでしょうね」

「ははあ……」

　さすがＡランク冒険者だ。規模が違いすぎる。

　エレナは今日一日で火山近隣の村人たち全員の命を救ったんだ。薬草採取では救えても精々が怪け我が人にんの数人程度だろう。

「だけど、嫌になったりはしないのか？」

「私が任務を投げ出せば、多くの人が困ってしまうでしょう？　だったら、多少は無理をしてでも頑張らないと」

「エレナは立派なんだな」

「な、何よ。いきなり」

「感心してるんだよ。まだ若いのに大したものだ。俺が君くらいの年の頃には自分のことしか考えちゃいなかった」

　俺はエレナに微笑みかけた。

「どれ。肩でも揉もんでやろうか」

「えっ？　だ、ダメよ。確かに疲れてはいるけれど……業務を丸投げした上に肩まで揉んで貰うなんて申し訳ないわ」

「遠慮するな。疲れてるんだろう」

「……それはまあ。そうだけど」

「今日はゆっくり休養して、また明日から頑張ればいいさ。君が元気になれば業務の効率も上がって俺のためにもなる」

「……じゃあ、お願いしようかしら」

「ああ、任せておいてくれ」

　俺は椅子に座るエレナの後ろに立った。

　肩に手を置くと、肩甲骨の部分に親指をぐっと押し当てる。ぐっ。ぐっ。中に押し込むように指圧を加えていく。

「あっ、あっ、あっ……」

　エレナの唇の隙間から、くぐもったあえぎ声が漏れる。口元を手で押さえるが、反射的に出てしまっていた。

「ご、ごめんなさい。あまりにも気持ちよくて……」

「いいさ。我慢する必要なんてない」

「でも、あなた、とってもマッサージが上手なのね。堪こらえようと思っていても、つい声が漏れてしまうわ……」

「君の肩は相当凝ってるからな。そのせいもあるだろう」

　しかし、ひどい凝りようだ。若い女の子としては異常と言ってもいい。

　エレナは替えが利かない存在だ。

　そして傲慢で自分勝手な者が多い冒険者において、生真面目な彼女は毎回律儀にギルドの出動要請に応えている。

　人々を救うために。

　そりゃ。肉体的にも精神的にも摩耗して当然だ。だからせめて。肩を揉むことで、少しでも楽にしてあげよう。

「んっ……、そこ……。気持ちいい……！」

　ぐっ。ぐっ。ぐっ。

　俺が指圧を掛けると、熱い声が漏れる。

「もうちょっと……深いところに……。んんっ……！」

　ここまで反応がいいと楽しくなってくる。

　エレナの弱いところを探りながら、指に圧を掛けていく。次第に敏感な部分が分かってきたのでそこを重点的に責めてみる。

「あっ、はっ。んんっ……ぁっ……」

　びくんびくんと全身を小さく震わせている。

　腰が浮きそうになっていた。

　よし。もう一押ししてみようか。

「だ、ダメっ。これ以上はっ。おかしくなっちゃう……！　腰が抜けて……立てなくなってしまいそうだからっ……」

　懇願するような口調でストップがかかった。

　おっと。やりすぎたか。

「す、すまない。つい楽しくなってきて」

　エレナはテーブルに突っ伏しながら、はあはあと息を荒げていた。マッサージをする前よりもぐったりしているような。

　うーん。調子に乗りすぎたか……。

　と。反省していたその時――。

「あ、おっちゃんいたっ！　何してんの？」

　背後から声がした。

　振り返ると、フレアがいた。マリンとムーもいっしょだ。

「これか？　マッサージだよ。身体からだを揉みほぐして、疲れを取るんだ。今はエレナの肩を揉んであげていたんだ」

「へーっ」フレアはそう言うと、「ねーねー！　あたしにもして！」

　と頼み込んできた。

「おいおい。フレアは別に疲れてないだろ」

「そーだけど！　おもしろそーだもん！」

　フレアは瞳に好奇心の星を瞬かせていた。

「……私も。まっさーじ。楽しそう」

「二人だけはズルいですよ。私もしてください」

　ムーとマリンもマッサージのお願いをしてくる。彼女たちは未知の体験を前にして胸が躍っているようだった。

　……全く。仕方ないな。

「分かった。じゃあ。順番だぞ」

「「「わーい！」」」

　俺が子供たちに引っ張りだこでマッサージを施していると、テーブルに突っ伏していたエレナが顔を上げて言ってきた。

「ねえ。あなたさえよければこれからもマッサージをお願いできないかしら。その、病みつきになってしまったみたいで……」

　恥ずかしいのか。耳まで真っ赤になっていた。

　やれやれ。子供たちやエレナを全員相手にしていたら、マッサージのしすぎで、こっちの肩が凝ってしまいそうだ。
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「うーん。今日は一日雨だなあ」

　俺は保育園の教室から、窓の外を見やる。

　朝からずっと、空は鉛色の雲に覆いつくされ、雨が降りしきっている。銀色のカーテンが降りたように地面を濡らしていた。

「皆、濡れるから外では遊ばないようにな」

「うにゃー。つまんなーい」

　フレアが床の上をゴロゴロと転がる。

　外で遊ぶのが三度の飯より大好きなフレアからしてみれば、一日室内に閉じ込められるのは辛抱できないのだろう。

「あたし、雨きらーい」

　などと呟つぶやきながら、ぐでんと仰あお向むけになる。

　湿気があるせいか、前髪がゆるやかにウェーブを描いている。普段は気にしなかったが意外とくせっ毛だったんだな。

「私は雨、好きですよ♪」

　マリンがニコニコしながらそう言った。

　火の上位精霊のフレアが雨を嫌いなのは道理に適かなっているように、水の上位精霊であるマリンが雨が好きなのもまた理解できる話だ。

　そういえば――。ムーはどうなのだろう。

　俺の膝の上にちょこんと座るムーに尋ねてみる。

「ムーは雨、好きか？」

「……すき」

「おお。そうなのか」

「……元気でる。もりもり」

　考えてみれば、ムーは土の上位精霊だ。

　土に水をやれば潤うもんな。どことなく肌もつやつやしているような。俺はムーのほっぺたに手を伸ばして触れてみる。

　ぷにぷに。ぷにぷに。

「凄すごいな。モチモチだ」

　まるで手のひらが吸い込まれるみたいな感触。いくら触っても飽きない。

「……むふー」

　ムーは嬉しそうに鼻息を荒くする。

「お外で遊ぶのもいいですけど、部屋で遊ぶのも楽しいですよ？　ということで皆でおままごとをしましょう♪」

「えー。やだー。マリンのままごと、つまんないもーん。いっつもおっちゃんのお嫁さんの役を取っていっちゃうしー」

「そこは絶対です。誰にも渡せません」

「あたしはいっつも犬か猫だし。しゃべったら怒られるし」

「フレアは『せってい』を無視して好き勝手にしゃべるからです。おままごとではその役になり切らないとダメなんですよ」

「ぶー。そんなのむずかしいー」

　フレアはぶうと唇を尖とがらせる。

『我も雨は好かんな』

　ペロが不満げに呟いた。いつもは外で過ごしているのだが、今日は雨ということで室内に入ってきていた。

『濡ぬれてしまっては、せっかく整えたこの毛並みが台無しだ。ただでさえ湿気でごわごわするというのに……』

　確かに毛並みにいつもの美しさはない。やや乱れてしまっている。

　と、その時だった――。

　ピカッ。鉛色の空の間に、稲光が走った。ジグザグの軌跡を描いて落ちた数秒後、轟ごう音おんが建物全体に鳴り響く。

　ドガアアアアン……！

「ひゃっ!?　な、なんですかいったい!?」

　マリンが慄おののきの声を上げた。

「雷が落ちたみたいだな」

　音の大きさからして、そう遠くない場所だろう。

　森のどこかに落ちたのだ。まあ。これだけ雨が降っているんだ。仮に出火したところですぐに収まるだろうが。

「うぅ……オリバーさん。私、怖いです」

「大丈夫だ。心配しなくても」

　怖がるマリンを抱きしめて、背中をさすってやる。

　水精霊からすれば、雷は天敵。

　不安になるのも仕方ないかもしれないな。

　一方で――。

「おおーっ！　すごい！　空がぴかーって光った！」

　フレアはキラキラと目を輝かせていた。

「かっこいいー！」

　雷にテンションが上がっているようだ。

　窓の向こうを眺めながら、ぴょんぴょんと飛び跳ねている。恐怖なんてものは一切感じてはいないらしい。

「ぴかぴか。保育園に落ちてこないかなー」

　それは勘弁してくれ。

　おそらく、全焼してしまうだろうから。

「ムーは雷、怖くないか？」

　俺は膝元のムーに尋ねる。しかし返事はない。

　あれっ？　どうしたんだ？

　それとなく顔を覗のぞき込んでみると――。

「……すー。すー」

　すやすやと寝ていた。雷が落ちた轟音も何のそのという感じで。

　さすがムー。大物だ。

「ねー。おっちゃん。外に遊びにいっちゃダメー？　ぴかぴか見たい！」

「ダメだ。びしょびしょに濡れて、万が一風か邪ぜを引いたら大変だからな。フレアも苦しい思いをするのは嫌だろう？」

「大丈夫！　あたし、風邪引いたことないから！」

　フレアは白い八重歯を見せて、自慢気に笑う。ブイサインを見せられても、俺としては首を縦に振るわけにはいかない。

「ダメだ。今日はおとなしくしてないと」

「ちぇーっ。雨の日はやだなー」

　フレアはそうぶーたれると、ペロの毛並みの上にごろりと寝転がった。白雪のような毛の中にぼふりと埋もれる。

「それなら、皆でてるてる坊主を作るか」

「てるてる坊主？」

　俺の一声に、フレアが小首を傾かしげた。

「布の中にものを詰めて作る人形のことだよ。軒先に吊つるしておくと、雨をやませて空を晴れにしてくれるんだ」

「おおーっ！　そいつ、すごいんだな！」

「てるてる坊主さんは雷も止めてくれますか？」

「ああ、雨も雷も雪だって止めてくれるさ」

　たぶん。知らないが。

　大げさに言っておいた方が安心するだろう。

「それは素敵ですね♪　早速、作りましょう！」

「あたしもあたしもー！」

「……すう。すう」

　フレアとマリンはノリノリだった。ムーは変わらずに寝息を立てていた。せっかくだし起こさずにおいてあげよう。

　俺たちは各々でてるてる坊主を作ることにした。

　まずは子供たちに見本を見せることにした。布の中に詰め物をして、首元を結ぶ。丸みを帯びた頭の形ができると、絵具で顔を描いた。

「ま、こんなところだ」

　何の変哲もないてるてる坊主。目は点で、口元はにっこりと弓なり。下半身はスカートのような三角形をしていた。

「ほえー。なんか、人みたいだな」

「おめめがくりくりで、可愛かわいいですね」

「皆も作ってみるといい」

「「はーい！」」

　フレアとマリンは見よう見まねで取り組み始める。

　絵具の匂いに誘われたのか――。その頃になるとムーも起きてきた。子供たちは自分の好きなようにてるてる坊主を作っていく。

　しばらくして、全員分が完成した。

　軒先に吊るすと、中々賑にぎやかな光景になった。

　つぶらな目。吊り目がちの目。ぼーっとした感じの目。色々な表情をしたてるてる坊主たちが同じ軒先で仲良く揺れている。

「これで雷をやませてくれますよね？」

「ああ。きっと大丈夫だ」

「あたしのてるてるは最強だもんね！　雨なんかいっぱつだ！」

「まだ布は余ってるし。もう少し数を増やしてみるか？　てるてる坊主も仲間がいた方が雨と戦いやすくなるだろうし」

「うん！　てるてる。まってろー！」

　そう言うと、フレアは夢中でてるてる坊主を作り始めた。

　そこに先ほどまでの退屈さは微み塵じんも窺うかがえない。

　――ありがとうな。

　俺は軒先に揺れるてるてる坊主たちに感謝する。

　てるてる坊主たちが本当に空を晴らしてくれるかは分からない。ただ一人の少女の表情を晴らしてくれたのは確かだ。
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　翌日の朝。

　鉛色に覆われていた空は、からりと晴れていた。

　雲一つなく、青々と澄み渡っている。

　実にいい天気だ。

　もしかすると、軒先に吊るしていたてるてる坊主たちが、夜のうちに雷雨を打ち払ってくれたのかもしれないな。

「絶好のお出かけ日び和よりだなあ……」

　俺は窓の外を眺めながら呟つぶやく。

「おっちゃん。どこかいくのっ？」

　フレアが俺の足元に近づいてきて言った。

「だったら、あたしも連れてって！　連れてって！」

　出かけたい。出かけたい。出かけたい……。まるで尻尾を振りながら散歩をせがむ子犬のように訴えかけてくる。

　昨日は一日中、雨で外に出られなかったからなあ。

「はは、分かった。せっかくだし、皆で出かけようか」

「やったーっ！」

「フレアはどこか行きたいところあるか？」

「うん！　外がいい！」

　漠然としてるなあ。

「私は涼しいところがいいです」

　マリンが言った。

　最近は気温も上がって、随分と暑くなってきたからなあ。涼しいところと言えば、水のある場所とかだろうか？

「ムーは？　どこがいい？」

「……落ち着くところ」

　ムーはぽつりと呟いた。

　はは。ムーは人混みが得意じゃないみたいだからな。繊細な感性を持っているせいで疲れてしまうのかもしれない。

　皆の意見を纏まとめてみると――。

　屋外で涼しく、人気のない落ち着くところ……。となれば出かけるのは街じゃなく自然のある場所の方がいいだろう。

　なら――。

「森にある湖にでも行くか」

　俺は言った。前に水浴びをしたところだ。

「あそこなら涼しいだろうし、人や魔物の姿もないからな。水辺で遊んでもいいし、釣りを楽しんだりもできる」

「んにゃ？　つりってなぁに？」

「両腕を広げたくらいの長さの竿さおを使って、水の中の魚を取るんだ。釣り上げた魚は調理して食べることもできるぞ」

「よくわかんないけど、面白そう！」

　フレアが興奮すると、ムーもじゅるりとよだれを垂らす。

「……おさかな。たべたい。ぱくぱく」

「はは。じゃあ皆で釣りをするか」

　今日の予定は決まりだ。

　森にある湖に行って、皆で魚釣りをしよう。





☆






　ということで、湖へとやってきた。

　辺りは森林に囲まれ、その場所だけがぽかりと拓ひらけている。澄んだ湖面から、時折魚が跳ねる高らかな音が聞こえた。ぽちゃん。

「これが釣り竿だ」

　俺は子供たちに木の枝を削って作った釣り竿を見せる。

　両腕を広げたくらいの長さ。先端部には糸が巻き付けてあり、糸の先には植物のトゲで作った針が付いている。

「へーっ。はじめてみたー」

「……へんな形」

「この釣り竿はオリバーさんが作ったんですか？」

「ああ、そうだよ」

「器用なんですね。尊敬しちゃいます♪」

　大したことはない。ただ手慣れていただけだ。

　冒険者だった頃はよく釣りに明け暮れていた。薬草採取の報酬だけではたらふく飯を食べられないからおかずを増やすためにだ。

　……趣味というよりは、生なり業わいだな。思わず苦笑してしまう。

「よし。皆、気合を入れて釣るんだぞ」

　俺は子供たちに言う。

「釣った魚が今日の晩ごはんになるからな」

「まかせろーっ！」

　フレアはやる気満々に両手を挙げた。そして釣り竿を手に取ると、湖面へ針を投げようとしたところで――。

「待て待て。餌を付けないと」俺は慌てて制止した。

「えさ？」

「そうだ。魚もバカじゃないからな。むき出しの針には食いつかない。エサを付けることでおびき寄せてやるんだ」

「ほえー。なるほどー」

　フレアは釣りの仕組みに感心していた。

「えさは何を使うの？　パン？　しちゅー？」

「こいつだ」

「わっ、ミミズだ！」

「上う手まいこと針に付けるにはちょっとしたコツがいるからな。指に針が刺さると危ないし俺が代わりに付けてやろう」

　ミミズの頭から尾まで、釣り針を通す。

「これでよし。後は糸を垂らして魚が食いつくのを待つだけだ」

「ミミズ。おまえ、実はやるやつだったんだなー」

　フレアは釣り針に刺さったミミズを眺めながら呟く。「がんばれ！　晩ごはんはおまえの働きにかかってるぞ！」

　そう言って針に刺さってうねうねと動き回るミミズに声援を送ってから、重りの付いた釣り針を水底へと沈めた。

「へへー。つれるかなー。つれるかなー」

「オリバーさん。私の分のエサも付けてくれませんか？」

　マリンが言ってきた。

「ミミズは気持ち悪くて、苦手です……」

「よし。分かった」

　俺はマリンの釣り針にミミズを付けてやる。

「ありがとうございます♪　……あの。オリバーさん、初めての釣りで不安なので傍そばで教えて貰もらってもいいですか？」

「ああ。構わないよ」

　俺はマリンの後ろへと回り込む。肩越しに腕を伸ばすと、釣り竿を持ったマリンの両手に自分の両手を添えた。

「ふふ。オリバーさんの手、大きくて温かいですね」

「そうか？」

「はい。大人の男の人って感じがします♪」

　マリンは薄く微笑ほほえんだ。

　茶目っ気のある表情。しかしその中には確かな魔性の光があった。将来はきっと多くの男を手のひらの上で転がすことだろう。

「おっ、引いてるぞ」

　竿先がくいくいっ、と動いた。

　魚が餌に食いついたのだ。

「一気に釣り上げるぞ――せーのっ！」

　俺たちは息を合わせて、竿を上げた。水みず飛沫しぶきがきらきら飛び散る。糸の先――針に食いついた魚がその姿を現した。

　ぴちぴち。湖畔で身を躍らせている。

「まずは一匹だな」

「はい！　オリバーさんのおかげです！」

「いいなー。いいなー」

　フレアがうずうずしながら羨ましそうに言ってきた。

「あたしも早く釣れないかなー」

「おい、フレア！　竿先、引いてるぞ！」

「えっ、ほんと!?」

「よし、俺も手伝う。いっしょに釣り上げよう！」

「うんっ！」

　俺はフレアと共に竿を持ち、一気に引き上げた。

　ざぱあっ。

　魚を釣り上げることに成功する。

「やった！　つれたー！」

「うん。中々いいサイズじゃないか」

「ねえねえ。あたしすごい？　すごい？」

「ああ。すごいぞ」

「にへへー。釣りってたのしいね！」

　フレアはニコニコと嬉うれしそうに笑っていた。

「ムーはどうだ？――って。うわあ」

　俺はムーの方を見やって、驚きよう愕がくした。

　ムーは釣り針に付けてやったミミズを、自分で食べてしまっていた。おかげで口の中に針が刺さってしまっている。

「……いたい」

「おいおい。自分を釣ってどうするんだ」

「……エサがおいしそうだったので。つい」

　魚よりも先に誘惑されたわけか。ほんと。食い意地が張ってるなあ。

「ほら、口を開けろ。針を取ってやるから」

　俺はムーの口内に刺さった針を抜いてやる。粘膜を傷つけてしまわないよう、針の扱いには細心の注意を払った。

　ムーが釣り始めると、俺は自分の釣りに戻った。

　釣り糸を垂らして、当たりが来るのを待つ。静かに神経を研ぎ澄ませる。竿先が震えたところで素早く引き上げた。

　ざぱあっ。釣れた魚は今までとは違っていた。太陽の下、七色に光り輝く、虹色の鱗うろこを全身に纏わせていたのだ。

「わあっ。とってもきれいですね」

「おっちゃん、すげー！」

「だけど、あんまり美お味いしそうではないな」

　観賞用としてはいいかもしれないが、味の方は期待できなさそうだ。後でリリースしてあげるのもいいか。

　と、その時だった――。

「ああ、よかった。ここにいたのね」

　背後で声がした。

　木々の間から姿を現したのはエレナだ。

　彼女はＡランク冒険者として今までギルドの任務に赴いていたのだ。保育園に残しておいた書き置きを見て駆け付けたのだろう。

「エレナ。任務、ご苦労様」

「ええ。ありがとう」

　エレナは子供たちの持つ釣り竿を見ると――。

「へえ、魚釣りをしてたのね」

「へへー。これあたしが釣ったんだ！　すごいでしょ！」

「中々のサイズじゃない。――って、えっ!?」

　エレナの視線は、俺が釣った虹色の魚のところで止まった。まるで信じられないものを見たかのように目を見開いている。

「こ、これって……」

「おっちゃんが釣ったんだ！」

「子供たちの釣ったのに比べると、サイズが一回り小さいけどね。それに鱗の色からして味の方も期待できなさそうだ」

「と、とんでもない！　これはレインボーフィッシュよ！　世界中の美食家たちが喉から手が出るほど食べたがってる絶品！」

「え？　そうなのか？」

「ええ。ギルドにも数多く依頼が持ち込まれているけれど……生息地の狭さと捕獲難易度の高さで達成できた人はいなかったわ。報酬は莫ばく大だいよ。まさか、レインボーフィッシュがこの湖に生息していたなんてね」

　へえ。

　名だたる美食家たちが大金を積んでまで食べたがる魚か。

　そりゃ凄すごいな。

「おいしいのかなー」

「一度、食べてみたいですね」

「……わくわく」

　子供たちが好奇心を募らせている。

「ダメよ。この魚はとても貴重なものだもの。食べるより、ギルドに持ち込んだ方が有意義な使い方ができるわ」

「いいじゃないか。皆で食べよう」

「えっ!?」

　エレナは目を丸めた。

「あなた、正気!?　レインボーフィッシュをギルドに持ち込めば、しばらく遊んで暮らせるほどの金額が手に入るのよ？」

「元々、今は遊んで暮らしてるようなものだろう。自給自足できてるし、そんな大金を手に入れたところで使い道がない」

「この依頼はＡランク級――あなたが完遂したという実績があれば、上位ランクへの昇格も夢ではないのよ？」

「別に興味はないしなあ……」

　俺は首筋をぽりぽりと搔かくと――。

「それより幻の魚の味の方が気になる。子供たちも食べたがってるし。君だってどんな味か食べてみたいだろう？」

「そ、それは……まあ。少しくらいは」

「決まりだな」

「「「やったー！」」」

　子供たちは皆、大喜びだ。

　エレナは呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「あなたって、本当に欲がないのね。色々なことができるのに。今まで埋もれていた理由が分かるような気がするわ」
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　その後もしばらく釣りを続けた。

　最初こそ要領が摑つかめないでいた子供たちだったが、俺が付きっ切りで丁寧に教えたこともあって次第に慣れていった。

　自分で釣り針にミミズを付けられるようにもなった（マリンを除く）。

　日が暮れる頃になると、大量の魚を釣り上げることができた。これだけあれば大食いのムーがいてもお腹なかいっぱいになるはずだ。

　せっかくなので、今夜は湖のほとりで野営をすることにした。

　この辺りは魔物の気配もない。安心だろう。もし万が一何者かの襲撃を受けたとしても俺もペロもエレナだっているんだ。

　子供たちには、指一本触れさせはしない。

「わーい！　お泊まりだー！」

「ドキドキしますねっ」

　皆、外での宿泊にテンションが上がっていた。

　俺は釣り上げた魚の調理に入っていた。

　まずはナイフを使って鱗を取っていく。

　しゃっ。しゃっ。

　鈍く輝く鱗がナイフによって次々とこそぎ落とされていく。

　鱗が終わると、エラを取った。こうすることで食べやすくなるのだ。最後に腹に切り目を入れて内臓を取り出した。

　数十匹の魚の下ごしらえをするのは骨が折れる。

　だけど――。

「おっさかなおっさかなー。たのしいなー♪」

　フレアが横でずっと歌を歌っていたから、退屈せずに済んだ。水の中にある昆布のように身体からだを左右に揺らしている。

　はは。楽しみで仕方ないんだな。

　自分が食べるためだけに魚の下処理をするのは億おつ劫くうでしかなかったが、子供たちのためと思えば全く苦にならない。

　よし、終わった。

　後は串に刺して焚たき火びで焼くだけだ。

　下ごしらえの終わった魚を、細く尖とがった木の枝に突き刺す。それを熾おこした焚き火の熱に当たる距離の地面に刺してやる。

　しばらくすると、こんがりとキツネ色に焼けてきた。

　ぱちぱち。じゅわあ……。

　皮から脂や旨うま味みのエキスが滲にじみ出した。

　香ばしい匂いが広がっていく。

　じゅるり。皆がよだれを垂らすのが分かった。

「そろそろ食べ頃かな」

　俺は持参した塩――岩塩から作ったものだ――をこんがりキツネ色に焼けた魚の丸焼きへぱっぱとまぶしていく。

「ほれ。熱いからよく冷まして食べるんだぞ」

　子供たちに魚の串を渡していく。

　皆、「ふー。ふー」と息を吹きかけて冷ましてから一口。かぶりついた途端、夜の闇を払うような満面の笑みを見せた。

「おいしいっ！」

「よく脂が乗ってますね♪」

「……はふはふ」

　とても好評のようだ。

　まあ。釣りたての新鮮な焼き魚を食べる機会はそう多くないだろうしな。やっぱり市場のものは多少品質が落ちているから。

「うん。焼き加減もちょうどいいわね」

　エレナが焼き魚を一口食べてから呟つぶやいた。

「焚き火の火は不規則に大きくなったり小さくなったりするから、火加減の調節が難しいと言われているのに。中までしっかり火が通っているわ」

「これくらいは普通じゃないか？」

「私たちが以前野営をした時は、火加減が上う手まくいかなくて、生焼けの魚を食べてお腹を壊してしまったもの」

　エレナはその時のことを思い出したのだろう。

「あれは本当に地獄だったわ……。皆、森の中で腹痛にのたうち回って……。危うく全滅してしまうところだった」

　表情をどんよりと曇らせていた。

　大変な思いをしたんだな……。心中、お察ししてしまう。食べ物にあたった時の苦しみはＥランクもＡランクも同じだ。

『うむ。実に美味だな』

　ペロは焼き魚に舌鼓を打っていた。

「魚は猫の好物なんだが。狼おおかみも食べるんだな」

『猫が食べられるものが、狼の我に食べられぬはずもない。我は基本べじたりあんだが、あらゆるものを好き嫌いせずに食することのできる賢けん狼ろうぞ』

　それは果たして賢狼と言えるのか……？　好き嫌いがないくらいで名乗れるのなら随分ハードルが低いような気もするが。

　まあいい。それよりも――。

「さあ、お待ちかねのレインボーフィッシュだ」

　ちょうどもうすぐ焼ける頃合いだろう。

　さすがに世界各地の美食家が追い求めるだけのことはある。焼けた時の香ばしい匂いが他の魚たちとは段違いだ。

　上品で、香ばしくて、食欲をそそる……。

「いい匂いだなー」

「これだけで食が進みそうですね」

「……くんかくんか」

「待ってろ。全員分、取り分けてやるからな」

　何しろサイズが小さい。

　全員に分けると、一口か二口分くらいしかない。でもまあ、量が少ない方がありがたみは増していいかもしれない。

「よし。皆にちゃんと行き渡ったかな？」

　俺は辺りをぐるりと見回す。

　フレア。マリン。ムー。エレナ。そしてペロ。全員、ちゃんとレインボーフィッシュの焼けた切り身を持っている。

「じゃあ、頂くとしようか」

「「「「「いただきますっ」」」」」

　全員で手を合わせて、切り身を口にする。

　その瞬間――。

「「「「「うま――――――い！」」」」」

　ほとんど同じタイミングで叫んだ。

　な、なんだこれ!?　めちゃくちゃ美う味まいぞ!?

　口に入れた瞬間、切り身の中に凝縮された旨味が爆発的に弾はじけ、溶けるような口触りでありながら確かな弾力もある。

　まさに奇跡としか言えないような味だ。

　それに――。全身の細胞が活性化するような感覚がある。

「……そういえば、聞いたことがあるわ。レインボーフィッシュには食べた人の肉体年齢が十歳若くなるほどの生命力があると」

　なるほど。道理で。

　美味い上に、滋養強壮の効果もあるなんて。

　そりゃ莫ばく大だいな金を投じてまで手に入れようとする者がいるわけだ。健康は生きていく上で一番大切なものだからな。

「おっさかなおっさかなー。おいしいなー♪」

　レインボーフィッシュの美お味いしさに感情が昂たかぶったのだろう。

　フレアが身体を左右に揺らしながら歌い始めた。ニコニコと笑いながら、見ている方も思わず陽気になってくるほど楽しげに。

　気づけば、俺もいっしょになって歌っていた。それを見たマリンやムーもつられるようにして身体を左右に揺らして歌い出す。

『アォーン。アォーン』

　ペロも夜空に向かって高らかに吠ほえる。

　歌っているのだろう。

「……ふふ。あなたたち、浮かれすぎよ」

　エレナも表面上では呆れながらも、膝の上に置いた手はリズムを取っていた。心地よさそうに身体を小さく揺らしている。

　湖の上に浮かぶ月に、楽しげな歌声が吸い込まれていく。夜の暗闇の中で俺たちのいる場所だけが明るく光り輝いていた。
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　子供たちの生活区域はだいたい決まっている。

　フレアは晴れの日であれば、十中八九野外にいる。

　雨の日であれば、教室の床でぐでんと気け怠だるそうに寝そべっている。てるてる坊主を作ることもある。

　マリンは教室にいることが多い。エレナとよく話している。自分より先輩の女子であるエレナに訊ききたいことが多いのだろう。

　もっとも――。愛だの恋などと言ったことはエレナもあまり詳しくないようなので実りがあるかどうかは甚だ疑問ではあるが。

　そしてムーだ。

　晴れの日も雨の日も、健やかなる日も恐らくは病める日も、基本的には室内でまったりとマイペースに過ごしている。

　普段は絵を描いていることが多いが、今日は違った。

「ムー、本を読んでるのか？」

「……（こくり）」

　空のおもちゃ箱の中に小さな身体をすっぽり収めた状態で、ムーはどこから手に入れたのか本を読んでいた。

「それはどこで手に入れたんだ？」

　買ってやった覚えはない。

　保育園の備品というわけでもなさそうだ。

「……エレナの寝るところ」

　エレナの寝室に置いてあったもののようだ。

　ということは――。

「おいおい。勝手に持ってきちゃダメだろう。エレナが困るかもしれない。相手の気持ちを考えるのは大切なことだぞ」

「……ごめんなさい」

　ムーはしょんぼりと項うな垂だれる。

「分かればいいさ」

　俺はムーの頭を撫なでてやる。

「……エレナ。怒る？」

「大丈夫。ちゃんと話せば許してくれるさ。それに俺もいっしょに謝ってやる。それなら怖くないだろう？」

「……（こくり）」

　ムーは頷うなずいた。

「しかし、驚いたな。本、読めるのか？」

「……ぜんぜんよめない」

「ええっ」

「……でも。よみたい」

　ムーは俺を上目遣いで見つめてきた。

　ははあ。ムーは本が好きなんだな。絵の時と言い、この子は芸術的な分野に関心を寄せる傾向があるみたいだ。

「よし。なら俺が読んでやろうか」

「……おりばー。字。よめる？」

「一応な。識字くらいはできるさ」

「……おおー」

　ムーは感心したように呟く。

　ぱちぱちぱち……。拍手もくれた。少し嬉うれしい。

「……よむよむ」

　ムーは空のおもちゃ箱からのそのそとはい出てきた。そのまま胡坐あぐらを搔かいた俺の膝元へちょこんとお尻を乗せてくる。

　むふー。楽しみなのか鼻息を荒くしていた。

「よし。それじゃ読み始めるぞ。どれどれタイトルは……『喪も女じよの私が王子様たちにモテすぎて絶賛逆ハーレム中なんですけど!?』」

「ちょっと待ったぁぁぁぁっ!?」

　バタンッ！

　その時――。教室の扉が開いてエレナが姿を現した。猛スピードで近づいてくると俺の手から本をむしり取った。

「あああ、あなた！　なんで私の本を勝手に……!?」

「すまん。ムーが本を読みたがっていたから。ちょっと拝借した。しかし、エレナはこういう感じの娯楽本も読むんだな」

　てっきり魔導書とかしか読まないものかと。

「ち、違っ――。これは後学のために……」

「白馬の王子様たちに求婚されて逆ハーレムを築く予定でもあるのか？」

「タイトルを懇切丁寧に読み上げないでくれる!?　これは……そう！　マリンに恋バナを訊かれた時の対処としてよ！」

　エレナは顔を真っ赤にして、必死に弁明する。

　……もし本当にマリンと話を合わせるために本を買っていたのなら、もっと毅き然ぜんとした態度を取っているような気もするが。

　まあいいや。詮索はしないでおこう。

　誰にでも一つや二つは知られたくないことはあるしな。円滑な人間関係を築こうとするなら踏み込まないのが一番だ。

「とにかくっ！　これは返して貰もらうわ！」

「待ってくれ。今日一日だけでいいんだ。その本を貸してくれないか。ムーもこのように読みたがってることだし」

　膝元のムーは、むふー、と物欲しそうな顔をしている。

　しかし、エレナは首を横に振った。

「この子に読み聞かせるのなら、なおさら貸せないわね」

「なぜそんなことを言うんだ」

「それは……」

　エレナは口を噤つぐむ。俺の耳元に顔を寄せてくると、俺の鼓膜しか震わせられないほどの声量でごにょごにょと呟つぶやいた。

「この本にはその……シーンがあるから」

「ん？　何て言ったんだ？」

「だから。……え、えっちなシーンもあるから」

　あー。なるほど。そういうわけか。

「後学よ!?　あくまで後学のためよ!?」

　その発言はその発言で誤解を招く気もするが。

　しかし、それなら仕方ない。

「ムー。この本は諦めてくれ」

「……ざんねん」

　ムーはしゅんと項垂れる。

　よほど楽しみにしていたのだろう。枯れた草花みたいに元気がない。普段無表情で感情が読み取りにくいが、この時ばかりは分かった。

「だけど、その代わり――」

　俺は枯れた草花に水をやるように言った。

「違う本を借りに行こう」

「……借りる？」

「ああ、貸本屋というのがあってな。お金を払うと本を貸してくれるんだ。それならムー向きの本も手に入る」

「おおー」

　ムーの目は見開かれた。

「すごい。あくまてきシステム……」





☆






　ということで、街へとやってきた。

　徒歩で行くと往復に丸一日掛かるので、ペロに乗せて貰った。街の近くにある人気のない山のふもとで降ろして貰った。

『では主あるじよ。用が終わった後、ここで落ち合おう』

　俺はペロと別れると、ムーを連れて街へと歩いてきた。今日も今日とて、市場は様々な人の活気で溢あふれ返っている。

「……（こそこそ）」

　ムーは俺の背中にぴたりとくっついていた。

　人見知りだもんな。

「やっぱりまだ、知らない人は怖いか？」

「……（こくり）」

　ムーは頷いた。

　フレアやマリンに比べると、ムーは警戒心が強いんだな。まあ、無理に直そうとしても逆効果だろうし。気長に見守るか。

「ムー。俺の両肩に足を載せて座るんだ」

「……こう？」

「そうだ。よし、行くぞ――肩車だ」

　俺は肩口から降りてきたムーの両足をしっかりと両腕で抱えると、足腰にぐぐっと力を入れて立ち上がった。
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「どうだ。いい景色だろう」

「……おおーっ」

　ムーは驚いているようだ。

「……すごい。背がのびた」

「はは。この辺りで一番デカいな」

　これだけ人が多いと、気を抜くとすぐにはぐれてしまう。

　肩車している分には、姿を見失うこともないだろう。それに人見知りのムーからしても傍そばに俺がいることで安心できる。ウィンウィンだ。

　そして市場を進み、貸本屋に辿たどり着いた。

　風呂敷の上には、様々な種類の本が置かれている。料金も良心的で、今の持ち合わせでも十分足りるくらいだ。

「ムー。好きなものを選んでいいぞ」

「……むふー」

　ムーは興奮気味に物色を始めた。

　俺がその様子を微笑ほほえましげに見守っていると、同じくムーの様子を微笑ましげに見守る貸本屋の主人と目が合った。

「おたくのお嬢さん。本に興味があるとは。利口な子だ」

　娘ではないが。

　でも、利口と言われるのは嬉しかった。

「……おりばー。おりばー」

　服の袖を引っ張られた。

　見ると、ムーが本を差し出していた。二冊。片方は騎士が活躍する物語、そしてもう一方は冒ぼう険けん譚たんのようだった。

「……どっちか。まよう」

「迷ってるなら、二冊借りればいいさ」

「……いいの？」

「ああ、持ち合わせもあるしな」

「……むふー」

　ムーは嬉しそうに小鼻を膨らませた。





☆






　保育園に帰ってきてからというもの、ムーは本の虫だ。時間があれば俺の傍に来て、服の袖をくいくいと引き、

「……おりばー。本読んで」

　とせがんでくる。

　ムーの知的好奇心を満たしてやりたい。俺にはその思いがあったので、なるだけ仕事を早く終わらせて暇を作った。

　そして今も――。

　俺の膝元にムーが座り、本を読み聞かせている。

「パプワは三日三晩続いた嵐の果てに、一つの島に流れ着きました。何とその島は黄金でできた伝説の島だったのです」

「……おーっ」

　その時だった――。

　ガラッ。教室の扉が開いて、エレナが姿を現した。

「あなたたち、また今日も本を読んでるの？　ねえ、ムー。天気がいいのだし、たまには外に出て遊んだらどう？」

「いいんだよ」

　俺はエレナに向かって言った。

「ムーは今、大おお海うな原ばらで大冒険をしてる途中なんだから。なあ？」

「……むふー」

　ムーは興奮したように鼻息を荒くした。

　その瞳はキラキラと輝いている。

　きっと、彼女の目の前には、黄金でできた伝説の島――物語の主人公と同じ景色が見えているに違いなかった。
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　昼下がり。

　俺が庭の畑で野菜の収穫をしている時だった。

　空の果てから黒点が近づいてきた。

　あれは何だろう……？

　太陽が眩まぶしかったので、手でひさしを作って眺めていると、その黒点はどんどん俺のいる方へと近づいてくる。

　デンショバード。

　対象者の元に正確に届け物をする賢い鳥。肩から提げた革のポーチの中には、送り主が預けた手紙がぎっしりと詰め込まれている。

　そいつは俺の姿を捉えると、ふっと高度を下げた。

　物もの凄すごい速度で迫ってきたそれはしかし――俺の手前で減速すると、音を立てることなく静かに地上へと降り立った。

「この届け物……。俺にか？」

『グエッ』

　デンショバードは応えるように鳴いた。

　人語が理解できるのだろうか。

　まあ。届け物を正確に送り主に送ることができる知能を持っているのだからそう不思議なことでもない気はする。

　ペロは人語が分かる上、話せるしな。

「しかし、俺に届け物をするような相手に心当たりはないが……」

　俺は孤児院の出身で、天涯孤独の身だ。

　連絡を寄こしてくるような家族はいない。

　孤児院にいた連中――という線だが、こちらは孤児院が資金不足で解散してしまい全員が散り散りになって以降音沙汰はない。

「デンショバード。お前、まさか間違って届けたとか？」

『グエッ』

　デンショバードは自分のミスと思われたのが心外だったのだろう。くちばしで俺の手の甲を激しくつついてきた。

「いてっ！　悪い悪い！　お前の仕事ぶりを疑って！」

『グエッ』

　分かればいいんだ――みたいな顔をされる。

　ふう。やれやれだ。

　俺は苦笑混じりに手紙を受け取る。宛て名は確かに『オリバー』だ。そして送り主の部分を見たところで――。

「ええっ」思わず声が出た。「送り主は――ギルド長だって？」

　その文字を見た瞬間、血の気が引いた。

　慌てて手紙を読む。書き連ねられた文章に目を通していくうちに、辺りの気温がどんどん下がっていくのを感じた。

　そこにはこう書かれていた。

『オリバーよ。お主に直接会って伝えたいことがあるのでの。この手紙を読み次第、冒険者ギルドまで足を運んでくれ』

　俺に伝えなければならないこと……。

　いったい何だろうか？

　保育園の運営に関することだろうか。それとも冒険者関係か。いずれにしてもあまりいい予感がしないのは確かだ。

「あら、あなた宛てに手紙が来てたのね。珍しい」

　エレナが俺の元へやってきて言った。

「それにしてもどうしたの？　随分と顔色が優れないようだけど。もしかして、昔逃げられた奥さんからの手紙とか？」

「おいおい。俺はバツなしだ」

　苦笑混じりに呟つぶやいてから、

「ギルド長から招集が掛かったんだよ。伝えたいことがあるって」

「へえ、何かしら」

「保育園の運営のことか。他のことか。……もしかすると、冒険者ライセンスを剝奪するとかそういう案件かもしれない」

　一応、冒険者の肩書きこそあるものの、ここ最近は保育園にいることもあってほとんど依頼をこなせていないのだ。

　資格を没収されたとしても文句は言えない。

「じゃあ、これから街に行くの？」

「ああ。そのつもりだ」

「なら、私もいっしょに行くわ。今日は任務がある日だから。ペロの背中なら二人乗っても問題ないでしょう？」

『うむ。たとえ百人乗ったとしても問題はない』

　庭で寝転がっていたペロがそう口にした。

「おっちゃんたち、街に行くのっ？」

　フレアが顔を覗のぞかせた。

　マリンとムーも教室からひょこりと姿を現す。

「だったら、あたしたちも連れてって！」

　うーむ。

　確かに俺とエレナが保育園を空けると、子供たちだけになる。

　外敵もいないし留守は問題ないだろうが、やはり、子供たちだけを残していくというのは心配な部分がどうしても大きい。

　だったら――。

「そうだな。皆で街に行くとするか」

「「「やったーっ」」」

　子供たちは大喜びしていた。

　全員でペロの背中へと乗る。そのまま疾風のようなスピードで、山のふもとにある街に向かって駆けていった。





☆






　冒険者ギルドへとやってくる。

「おお、オリバーよ。よくぞ来てくれた」

　入り口の扉を開いて中に入ると、ギルド長が出迎えてくれた。

「わざわざ、すまんかったの」

「いえ、お気になさらないでください」

「おっちゃん。このじーちゃんだれ？」

　フレアが俺の袖を引いて尋ねてきた。

「こ、こら！　この人はとても偉い人でな――」

　俺はすぐにギルド長に「す。すみません！」と頭を下げる。この人の機嫌を損ねれば俺なんてすぐに吹き飛んでしまう。

「ほっほっほ。よいよい」

　ギルド長は朗らかに笑って許してくれた。

　さすが。寛大な方だ。

「お主が上位精霊の幼子か。どうじゃ。保育園の生活は楽しいか？」

「うん！　あのねあのね！　おっちゃんと毎日かくれんぼしたり、鬼ごっこしたり、てるてる坊主を作ったりするんだー！」

「ほほー。そうかそうか」

　ギルド長は目じりの皺しわを深くして、ニコニコしている。

　おじいちゃんと孫みたいだ。

「あの。それより、用件というのは……？」

　俺は恐る恐る切り出した。

「うむ。そのことじゃがの」

　ギルド長はちらりと背後の受付を見やった。

　そこには馴な染じみの受付嬢がいた。ニコニコとしているように見える。何か最近いいことでもあったのだろうか。

「オリバーさん。昇格、おめでとうございます！」

　受付嬢はぱあっと満開の笑みを咲かせた。

「あなたは今日から、晴れてＣランク冒険者ですよ！」

「――えっ!?」

　一瞬、自分の耳を疑った。

　Ｃランク冒険者……？

　誰が？　今、オリバーさんって言ったよな……。

　ってことは――。

「お、俺がＣランク冒険者!?」

「はい！　そうです！」

　受付嬢はとても嬉うれしそうにしている。

「ちょっ！　待ってくれ！」

　俺は慌てて言った。

「どうしてだ!?　おかしいじゃないか！　俺はＣランクどころか、最近はろくに依頼もこなしてなかったんだ。なのに――」

「以前の魔ま狼ろう討伐に加え、保育園での実績を加味した結果、ギルド長が特別に昇格の措置を取ってくださったんですよ」

　受付嬢の言葉に、ギルド長は蓄えた白しら鬚ひげを撫でながら頷うなずく。

「オリバーよ。お主の保育園での働きは称賛に値するものじゃ。それを鑑みれば昇格は何一つ不思議なことではないぞよ」

「し、しかし……」

　俺がうろたえていると、

「まあ、待つがよい。本題はここからじゃ」

　ギルド長はそう言った。

「お主に一つ、任せたい任務があっての。実はＣランクに昇格させたのも、その任務の受注条件を満たすためじゃ」

「任務……ですか？」

「うむ。オリバー、お主を今日呼んだのは他でもない。『賢者の墓』の探索を頼みたいと思ったからじゃ」

　俺とエレナは互いに顔を見合わせた。

「「ええええええっ？」」
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　賢者の墓。

　それは冒険者なら誰もが知る超高難度のダンジョンだ。

　大賢者マーズが自らの棺かん桶おけとして作った地下空間。そこには彼女の亡なき骸がらと生涯を懸けて作った研究資料が眠っているという。

　世界中の学者はそれらを喉から手が出るほど欲しがっている。

　現にギルドにも依頼は来ていた。

　報酬額は一生遊んで暮らせるほど。

　しかし、今日まで誰一人として達成できた者はいない。

　我こそはと意気込んで向かった冒険者は多々いたが、命からがら逃げかえるか、あるいは二度と帰ってこないかのどちらかに終わった。

　前人未踏のダンジョン――。

　賢者の墓を踏破し、研究資料を持ち帰る――長い間ギルドの掲示板に張られ続けるその依頼は超Ａ級の高難易度として有名だった。

「この依頼については、ギルドも長い間放置してましたよね。それをなぜ今になって達成を急ごうとするんですか？」

　エレナが純粋な疑問としてそう尋ねた。

　確かに彼女の言う通りだ。

　冒険者ギルドは今までは掲示板でこそ依頼を張り出していたものの、積極的に達成しようと舵かじを切ろうとはしていなかった。

「お主たち、近々魔王が復活するかもしれんことは知っておるか？」

「確か千年の周期で封印が解けて復活するんですよね。前回、復活した魔王が勇者の手によって封印されてからもうすぐ千年が経たつとか」

　エレナは澱よどみなくすらすらと答えた。

　……ちなみに俺は全く知らなかった。魔王とか、勇者とか。Ｅランク冒険者の俺には何の関係もないと思っていたからだ。

「うむ。魔王が復活すれば世界は混こん沌とんに包まれる。それを阻止するためにも、至急対策を講じなければならん」

「それと賢者の墓の探索にどのような関係が？」

「大賢者マーズは前回の魔王討伐に勇者たちと共に赴いた身。研究資料に何らかの対抗策が記されているかもしれん」

「なるほど……」

　確かに魔王が近々復活するとなれば急がなければならない。

　だけど――。

「なぜ俺たちなんでしょう。もっと実績のある――例えばブラッドレイヴンの面々に依頼した方がいいのでは？」

「彼らは――特に上の連中はこの任務は受けんよ」

「どうしてですか？」

「以前に一度、この任務を失敗しておるからだ」

「ええっ!?」

　でも――。確か彼らは……。

「うむ。ブラッドレイヴンは任務達成率百パーセントを誇るギルド。故に賢者の墓の攻略失敗の記録は闇に葬られた」

　ギルド長は言った。

「ワシがギルド長になる前の話じゃ。その一件でブラッドレイヴンに欠員が出て、エレナ君たちが新たに加入した」

「し、知らなかったわ」

　エレナは見るからに狼ろう狽ばいしていた。

「私はただ、脱退したとしか聞かされていなかった。でも、そんな、任務失敗をなかったことにしてしまうなんて……」

　俯うつむき、表情を曇らせる。親指の爪を嚙かみながら、無念そうに呟つぶやく。

「それじゃ、賢者の墓に赴いたメンバーが報われないじゃない……」

「組織の面子メンツを保つために、時に少数を切り捨てることがある。最強と謳うたわれるブラッドレイヴンも例外ではなかったわけじゃな」

「待ってください」

　俺は慌てて言った。

「ブラッドレイヴンが失敗した任務を、俺が代わりに受けるなんて……。あまりにも無茶な話じゃないですか。俺はついさっきまで、Ｅランクだったんですよ。他の冒険者たちに草むしりと揶や揄ゆされるような存在だったんです」

「それはこの前までの話じゃろう？」

　ギルド長は涼しい顔で言った。

「オリバー、今のお主は三人の上位精霊と契約を交わした身。契約したことによる能力の上昇は著しいものがあるはずじゃ」

　……まあ。確かに。

　フレアやマリンやムーと契約してからというもの、以前までとは比べ物にならないほど強くなったという自覚はあった。

　Ｃランク冒険者に腕うで相撲ずもうの勝負を挑まれた時は、意図せずして、相手の手首をへし折るようなことになってしまったしな。

「ランクこそＣではあるが、ワシは実際のところ――お主の今の力はギルドでもトップクラスだと思っておる。Ａランク冒険者たちにも、ブラッドレイヴンの面々にも全く引けを取らないほどのな」

　ギルド長ははっきりとそう断言した。

「賢者の墓を踏破できるのはお主たちしかおらん。オリバーよ、どうかこの世界の平和のために一肌脱いではくれんかの」

「…………」

　まさか、こんなことになるとは。

　この前までＥランク冒険者として、魔物とも戦わず薬草採取に勤いそしんでいた俺に世界の命運が託されるなんて。

　分不相応。そんなことは分かっている。

　俺は精霊たちと契約して強くなっているだけで、実際のところはただのおっさん冒険者でしかないってことも。

　だけど――。

　このまま放っておけば、魔王が復活した時、対抗策がなく、世界が滅びるような事態に陥ってしまうかもしれない。

　そうなれば――。子供たちは笑って暮らせなくなる。

「分かりました」

　俺はギルド長へと言った。

「この任務、受けさせて頂きます」

　危険なのは分かっている。

　生きて帰れないかもしれないことも。

　地位や名誉のためじゃない。世界の人々のためでもない。俺は俺にとって大切な人たちの笑顔を守るために行こう。

「うむ。その言葉を待っておったぞ」

「私も同行します」

　エレナが言った。

「エレナ、いいのか？」

「ええ。一人よりは二人の方が心強いでしょう？　大丈夫。心配しないで。足手まといには死んでもならないから」

　エレナは強い眼まな差ざしで言った。

「賢者の墓で人知れず散っていった、ブラッドレイヴンの人たち。……私が探索することで彼らの無念を晴らしたい」

　なるほど。エレナにはエレナの理由があるんだな。

「君が来てくれると、心強いよ」

「保育園の業務では、いつもあなたに頼りっぱなしだけど。ダンジョン攻略においては私の方が頼りになると証明するわ」

「エレナ君は優秀な魔法使いじゃ。同行に問題はなかろう。後、もう一人、助すけっ人ととして冒険者を用意しておる」

「助っ人？」

「うむ。Ａランク冒険者のローレルじゃ。この冒険者ギルドでは、ずっとトップクラスの実績を誇っておる」

　ギルド長がそう言った時だった。

「ふん。てめえらか、例の冒険者ってのは」

　背後から声が聞こえた。

　漆黒の鎧よろいを着こんだ男がそこにいた。年齢は二十代辺りだろう。引き締まった体つきに精せい悍かんな顔立ちをしている。

　オールバックの黒髪。刃物のように鋭い目つき。

「俺と肩を並べるほどの実力者と聞いて期待して来てみれば――何のことはねえ。ただの中年のおっさんじゃねえか」

　ローレルは口元を嘲笑の形に歪ゆがめた。

　……いや、まあ。実際にそうだしな。

　歴戦のＡランク冒険者から見ると、俺の実力は一目瞭然だろう。むしろ見る目が確かということで俺としては安心するくらいだ。

「不満かの？」

　ギルド長が顎あご鬚ひげを撫でながら尋ねる。

「いや、別に構いやしねえよ。元々、俺一人でこなすつもりだった依頼だ。何匹増えようが影響はねえだろう。ただし――」

　ローレルは俺を鋭く睨にらみつけてきた。

「この俺の足を引っ張るのは許さねえ。いいな」

「ああ、善処するよ」

　俺が答えると、ローレルは、ふん、と鼻を鳴らした。

「何よ、あの態度は。嫌な人ね」

　エレナが不満げにそう呟いた。

　俺は「はは」と笑みをこぼす。

「一流の冒険者というのは、得てして我が強いものさ。それだけ自分の実力に自信があるということでもある。頼もしいじゃないか。それに」

「それに？」

「君だって、最初はあんな感じだったろう」

「なっ――!?」

　エレナは目を見開いた。

「わ、私はもっとマシだったわよ！」

　全力で反論してくる。

　今でこそ丸くなっているが、最初は険があった――なんてことを言うとまた揉もめるので口を噤つぐんでおくことにした。
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　俺、エレナ、そしてローレルの三人は賢者の墓を目指して、街から旅立った。

　旅立った――と大仰に言ってみたものの、賢者の墓は街から歩いて一時間も掛からない位置にある森の中に点在している。

　名を成した人間というものは得てして自己顕示で巨大な墓を作るものだ。しかし賢者の墓は森林の中にひっそりと隠れていた。

　周囲を森林に囲まれた地面に、長方形の空間が拓ひらけている。地下へ続く石階段を下りていくとその先には鉄扉がそびえていた。

　押して開けると、静せい謐ひつな雰囲気を醸し出す廊下が伸びている。左右の壁には等間隔で魔道具の明かりが灯ともっていた。

「ここが賢者の墓か……」

　俺は辺りを見回して呟いた。

「このダンジョンには致死級の罠わなが多数仕掛けられていると言うわ。ほんの少しの油断が命取りになるわよ」

　エレナが戒めるように言う。

「あなたもよ、ローレル。私たちを侮って毛嫌いするのは結構だけど、勝手に一人で行動することは許さないわ」

「ふん、優等生みたいなことを言いやがる」

　ローレルがバカにするように笑う。

「ええ。私は優等生だもの。あなたとは違ってね。自分の好みの任務だけでなく、ギルドのことを考えて活動してきたわ」

　エレナは挑み返すようにそう口にする。

　ローレルという男はどうやら、自分の気に入らない任務であれば、たとえ頼まれても受けないという主義の持ち主らしい。

　ううむ。何だか険悪な雰囲気だなあ。

　これから共にダンジョンに挑むのだから仲良くして欲しいものだ――と俺が困り気味にそう思っていた時だった。

「おーっ！　すげーっ！」

　場の空気にそぐわない、呑のん気きな声がした。

　そこにいたのは――。

「ふ、フレア!?　それに他の皆も！」

　フレア。マリン。ムー。

　幼女精霊たちが勢せい揃ぞろいしていた。

「あなたたち。どうしてここに!?」

「ひまだから、ついてきちゃった」

「暇だからって……」

　俺は啞あ然ぜんとしながら、「ここはダンジョンなんだぞ!?」

「だんじょん？」

「そうだ。罠がいっぱい仕掛けられてるんだ。毒矢とか、落とし穴とか。そんなところにいたら危ないだろう？」

「たのしそう！」

　フレアは目をキラキラ輝かせた。

　あ……。しまった。罠があるとか言わなければよかった。フレアの冒険したいという心を刺激してしまったようだ。

「君たちにもしものことがあれば困る。帰るんだ」

「やだーっ！」

　フレアは首を横に振る。

「私たち、ギルド長に言われてきたんです。上位精霊としての力をオリバーさんたちに貸してあげて欲しいって」

「え？　そうだったのか？」

「はい」

　マリンの目を見る。噓うそを言っているようには思えない。

「ギルド長が直々にそう仰おつしやったのだもの。何か考えがあるに違いないわ。それに子供たちだけで街に帰らせるのも危険には違いないでしょう？」

「確かにそうだが……」

　俺が渋っていると、エレナが言った。

「あなたが思うほど、この子たちは弱くはないわ。この賢者の墓を攻略するための立派な戦力になってくれるはずよ」

「あたし、ちょーがんばるぞ！」

「私もオリバーさんの力になります♪」

「……（こくり）」

　子供たちはやる気満々だ。

　俺たち大人の役に立ちたい――。そんな思いがひしひしと伝わってくる。それを無下にするのは忍びなかった。

「それにいつかマリンが言っていたでしょう。精霊は生命力が強いから、たとえ怪け我がをしてもすぐに治るんだって」

「それはそうだが……」

「むしろ、自分たちの心配をした方がいいくらいね。子供たちを残して、力尽きるようなことにはなりたくないでしょう？」

「もちろんだ」

　俺がもしこのダンジョンで死んでしまえば。

　子供たちの面倒を見る者がいなくなる。それどころか目の前で死ねば精神的なトラウマを植え付けることになるだろう。

　そんなことにはさせない。

　俺と子供たちの思い出は、楽しいものだけで十分だ。

　たとえ時に苦しいことや悲しいことがあっても、最後はいっしょに笑いあえる――そんな関係をずっと続けていきたい。

「……仕方ないな。じゃあ、いっしょに行こうか」

「「「やったーっ！」」」

　同行の許可を出すと、子供たちは大喜びする。

　未知のダンジョンを冒険する――。好奇心に満ち溢あふれた子供にとって、これほど心躍ることもないのかもしれない。

「ただし。ちゃんと俺の言うことを聞くこと」

　俺は指を立てて言った。

「あと、おやつは三百ギルまでだ。分かったか？」

「「「はーいっ」」」

　子供たちは元気よく手を上げる。

　俺がまず自分の身を守るのは当然として、子供たちが危険な目に遭わないよう、保護者として守ってやらないとな。

「それじゃ、ダンジョンを進むぞ！」

「「「おーっ！」」」

　子供たちが拳を突き上げる。

　その様子を見ていたローレルが鼻を鳴らした。心底バカにした表情で、口元を皮肉げに歪ゆがませながら呟つぶやく。

「ふん。ガキの遠足かよ。犬死にするのがオチだぜ」

「子供は子供でも、上位精霊の子供たちよ。あなたが想像しているより、彼女たちは遥はるかに強大な力を持っているわ」

　エレナは胸に手を置いて言った。

「何と言っても、この私が決闘で負けたくらいだもの」

「ふん。単にてめえが実力不足だっただけだろう。ブラッドレイヴンでも三下レベルの腕しか持ってねえんだからよ」

「な、何ですって――！」

「エレナ。落ち着くんだ。仲間内で争っても仕方ない」

　俺がエレナを「どうどう」と宥なだめていると――。

「遠足気分で攻略できるほど、ここは甘いダンジョンじゃねえぜ。まあ精々、屍しかばねになってから後悔しないようにするんだな」

　ローレルが挑発的な口調で言ってきた。

「いーっだ！　あたし、お前嫌いだ！」

　フレアが目を剝むいて、可愛かわいらしい舌を出す。

「私も嫌いです！」

「……いけすかない」

　マリンとムーも敵意を露あらわにする。

　やれやれ。俺たちは一応、パーティなんだけどな。ダンジョンを攻略する以前に、仲間内で揉もめてるようじゃ。

　まあ。いっしょに冒険しているうちに仲良くなれるだろう。

　……いや、無理かなあ。
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　賢者の墓の中へと踏み込む。

　石畳の廊下を進んでいく。俺、エレナ、ローレル。そして子供たちの足音がコツコツと静謐な空間に反響した。

「皆、俺の側そばを離れるんじゃないぞ」

　俺は子供たちに言う。

「危険な罠があるかもしれないからな」

「「「はーいっ」」」

　子供たちは元気に返事をした。

「ちっ、呑気なもんだ。……上位精霊と言っても所詮はガキ。この超高難度ダンジョンの前では役に立たねえよ」

　ローレルは鼻を鳴らして毒づく。

　エレナがそれを見て言った。

「随分と他人のことを偉そうに評価しているけれど。肝心のあなたはどうなの？　これで戦力にならなかったらお笑い種ぐさよ」

「何なら、今、ここで力を証明してやってもいいんだぜ。てめえを剣の錆さびにしてな。三流魔法使いなんざ俺の敵じゃねえ」

「へえ、言ってくれるじゃない。望むところよ」

「おいおい。二人とも止やめないか」

　俺は言った。

「子供たちは利口にしてるんだ。大人の俺たちが揉めてどうする。恥ずかしい姿を見られたくはないだろう」

　やれやれ。冒険者は往々にして喧けん嘩かっ早ぱやいからなあ。

　ダンジョンの攻略に加えて、パーティメンバーのお守り。子供たちだけじゃなくエレナとローレルも諫いさめないといけない。

　こりゃ忙しくなりそうだ――。

　そう思っていた時だった。

　ゴゴゴゴゴ……。ダンジョンの廊下が震えだした。

「うひゃー。すっごい揺れてるぞ！」

「うう。私、酔っちゃいそうです」

「……ぐらぐら」

「何だか嫌な予感が……」

　俺が呟くのと同時――。

　ゴロゴロゴロ……！

　廊下の奥から何かが猛スピードで転がってきた。目を凝らす。それは俺たち全員を余裕で潰せるほどの大きさの岩だった。

「皆、逃げろ！　大岩に潰されるぞ！」

　全員、猛ダッシュ。

　一瞬でも気を緩めるとぺしゃんこにされてしまう。

　俺たちが必死に逃げ場を求めて石畳の上を走っていると――背後から、きゃっきゃっと楽しげな声が聞こえてきた。

　な、なんだ!?　振り返った俺は仰天した。

「――ええっ!?」

　子供たちが転がる大岩の上に乗って走っていた。

「あはは！　玉乗りだー」

「オリバーさーん。見てくださーい」

「……ころころ」

　俺だけじゃなく、エレナもローレルも啞然としていた。危険な罠わなをまるでアトラクションのように愉たのしんでる!?

「おーいっ！　皆もいっしょにしよー！」

「「無茶言うな！」」

　俺もエレナも同時に突っ込んだ。

　そんな余裕はない。

　逃げるので精いっぱいなのだ。

「任せて！　私が魔法であの大岩を止めてみせる！」

　エレナは走りながら、振り返って魔法を詠唱する。懐から取り出した、先端部に魔石の嵌はめ込まれた杖つえを掲げ――。

「喰くらいなさい――〈ウォータースプラッシュ〉！」

　その瞬間、杖の先端の魔石が光った。

　魔法陣から勢いよく水流が迸ほとばしり、大岩へと飛んでいく。しかし、それは大岩に触れると同時にかき消されてしまった。

「噓うそっ!?　どうして!?」

「恐らく、魔法を弾はじく魔法が掛けられてるんだろう。大賢者と謳うたわれた者だ。それくらいの対策はしていても不思議じゃない」

「ふん。所詮、魔法なんざ肝心な時には役に立たねえってこった」

「ローレル。何かするつもりか？」

「てめえらがてんで役に立ちそうにねえからな。俺があの大岩を止めてやる。信じられるのはいつだって自分の力だけだ」

　ローレルはそう言い残すと、踵きびすを返した。

　大岩の方へと駆けていく。

　背負っていた大人の背丈ほどもある大剣を引き抜くと、その場で腰を下ろし、迫りくる大岩に向かって構える。

「来いよ――てめえの息の根を止めてやらぁ！」

　大剣と大岩の回転がぶつかる。

　ギュルギュルギュル……。

　ガキィン！

「ぐあああああああああああ!?」

　大剣はあっさりと弾かれ、大岩にぶっ飛ばされたローレルの身体からだは、弧を描きながら俺たちの遥か前方へと落ちてきた。

　ドスン。

　尻を突き出した間抜けな体勢で着地する。

「おー。すっごい飛んでったなー」

「あの方。何がしたかったのでしょう？」

「……みごとなちりぎわ」

　ローレルはむくりと起き上がると、まるで先ほどのことなどなかったかのように、平然とした顔で俺たちと合流する。

「ふん、さすがは賢者の墓の罠だ。中々やるじゃねえか」

「おい。額から血が出てるぞ。大丈夫か？」

「当然だ。俺を誰だと思ってやがる」

「あなた、さっき信じられるのは自分の力だけだとか言ってなかった？　あっさり負けて帰ってきて恥ずかしくないわけ？」

「負けてねえ！　戦略的撤退だ！」

「随分と派手な撤退の仕方だったな……」

　俺たちがそんな言い争いをしている間にも、大岩は迫ってきている。

「それよりどうするの!?　このままじゃやられるわ？　あの速度の大岩――喰らおうものなら一たまりもないわ！」

「せめて分かれ道でもあれば撒まけるんだが。ここは一本道だしなあ」

　と、その時だった――。

「ん？　あれは……」

「何か見つけたの？」

「あの場所だけ、壁に薄く罅ひびが入ってる！」

　俺が指さしたのは、前方にある廊下の壁の一か所。亀裂が入っている。目を凝らさないと分からない程度のものだが。

「言われてみれば確かに……」

「それに、壁の色も周りのものと比べると、くすんでいるように見える。もしかすると別の空間に通じてるのかもしれない」

　俺は壁を目がけて、詠唱を紡ぐ。

「〈ファイアーボール〉！」

　手のひらから射出された火の玉。

　それは一直線に壁の亀裂へ飛んでいくと――一いつ気き呵か成せいにぶち抜いた。壁の向こうにぽっかりと空間が開けた。

「皆！　あの中に飛び込むんだ！」

　俺は石畳の床を蹴り、壁に空いた穴に飛び込む。

　次いで、エレナも。そしてローレルも飛び込んできた。その数秒後、大岩がゴロゴロと目の前を転がっていくのが見えた。

「ふう。間一髪だったな……」

　ほっと息をつく。あ。危ないところだった。

「あー。たのしかったー」

「いい運動になりましたね」

「……ぼうけん。わくわく」

　少しして、子供たちもトコトコと戻ってくる。

　俺たちが疲弊しきった表情をしているのに比べて、子供たちはまるで公園帰りか何かのような暢のん気きな雰囲気を醸し出していた。

　俺たちより子供たちの方がよほど逞たくましいな……。

「そうだ。ローレル、怪け我がは大丈夫そうか」

　さっき、大岩に派手にぶっ飛ばされていたのだ。

「ふん、言っただろ。問題ねえよ」

　ローレルはぶっきらぼうに吐き捨てる。

　……まあ、さっきは全力疾走できてたしな。大丈夫か。マズい状況になったらその時は止めればいいし。

「それより、てめえに聞きたいことがある」

「なんだ？」

「なぜこの場所が分かった？」

　ローレルは俺を睨にらんでくる。

「他の壁とほとんど違いはなかったはずだ。それを大岩から逃げているあの状況で冷静に見極めるなんざ簡単なことじゃねえ」

「確かに。私も言われるまでは気づかなかったわ」

「てめえは事前にこのダンジョンの構造を知ってたんじゃねえのか。そうでないと、このことについて説明がつかねえ」

「はは。ダンジョンの構造なんて知るわけがないだろう」

「なら、なぜ……」

「かくれんぼをしてたおかげだよ」

「――か、かくれんぼだぁ？」

「ああ。子供たちはいつも上う手まく隠れるからな。周囲の風景の些さ細さいな変化や違和感を察知しないと見つけられないんだ」

　日頃のかくれんぼのおかげで、目を鍛えることができた。

　漠然と風景を見ているだけで、ここは周囲とは違う――という違和感を無意識に見極めることができるようになった。

　大岩から逃げる時だってそうだ。

　毎日のように子供たちと鬼ごっこをしていたおかげでスタミナがついて、バテずに走り切ることができた。

　保育園での暮らしが、役に立っているのだ――。

「……ちっ。てめえは精霊の力を借りてるだけのザコ冒険者だと思っていたが。少し認識を変える必要がありそうだな」
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　俺たちは壁に空いた穴から出ると、再度、廊下を進みだす。

「次はどんな罠があるかなー」

　フレアは頭の後ろで手を組んで、呑のん気きに呟つぶやく。

「へへー。いっぱいあったらいいなー。たのしみー」

「縁起でもないことを言わないでくれる？」

　エレナが窘たしなめるように言う。

「罠になんて掛からないに越したことはないわ。このまま何事もなく、最深部へ辿たどり着くことができればそれが一番よ」

「えー。それじゃつまんなーい」

　フレアは「ぶー」とほっぺを膨らませる。

　ローレルがそれを見て鼻を鳴らした。

「どんな罠があろうが、関係ねえ。俺はただ蹴散らすだけだ」

「……あなた、さっきはあんな醜態を晒さらしておいてよく言えるわね。大岩に弾き飛ばされた時に記憶もいっしょに飛んでいったのかしら」

「ふん。あれは小手調べに敢あえて喰らってやっただけだ。おかげで程度が知れた。もう罠に惑わされるようなことはねえ」

　ローレルがそう言って、一歩を踏み出した時だ。

　ヒュンッ！

　廊下の奥がきらりと光った。矢が飛んでくる。

「――つぉいっ!?」

　ローレルは悲鳴を上げて、ズザザーッとヘッドスライディング。すんでのところで飛んできた矢から逃れることに成功した。

「はあ、はあ……」

　と、息を荒げている。

「あはは！　あいつ、ちょービビってたな！」

「『つぉいっ』って言ってましたよ」

「……ないすこめでぃ」

　子供たちがローレルの様を見て、けたけたと笑う。

「うるせえぞ！　ガキどもぉ！」

　ローレルは顔を真っ赤にして、怒鳴っていた。

　……とてもじゃないが危険なダンジョン内の光景とは思えないな。俺が苦笑しているとエレナが声を掛けてきた。

「オリバー、見てこれ。矢の先端に何か塗られてるみたい」

　壁に突き刺さった矢を見やる。

　じゅわあ……。

　強固なはずの石壁が、矢の刺さった部分を中心として溶けていた。

「これはイビルスコーピオンの毒だな。当たったら全身が激しく痙けい攣れんして、十分もしないうちに死に至る猛毒だ」

　それに、と俺は続ける。

「この矢には貫通魔法が付与されてるみたいだ。もし剣や鎧よろいで受けようとしても、それを貫いて刺さっていただろう」

　そうなれば、毒が回って一巻の終わりだ。

「ローレル。避よけて正解だったな」

「……けっ。だから言っただろ、程度は知れてるってな」

「にしても。もう少しマシな避け方があったと思うけど。後、さっき罠わなは蹴散らせばいいとか言ってなかったかしら。話が違わない？」

「いちいち言葉尻を捉えるんじゃねえ。これだから魔法使いは陰険でいけねえ。要は喰くらわなければいいだけの話だ」

「……凄すさまじい手のひら返しね。感服するわ」

　エレナは溜ため息いきをつくと――。

「まあいいわ。早く進みましょう」

　歩き出そうとして足を踏み出した瞬間。

　ヒュンッ！

　またしても毒矢が飛んできた。

「ひぃぃぃぃぃっ!?」

　エレナは悲鳴を上げながらズザザーッとヘッドスライディング。間一髪のところで毒矢を避けることに成功した。

「あはは！　エレナも同じことしてるー」

「可愛かわいかったですね♪」

「……ないすてんどん」

「くっくっく。情けねえなあ、おい」

　ローレルはお尻を突き出した状態のエレナを見て、嘲笑を浮かべた。さっきの意趣返しとばかりに口端を歪ゆがめている。

「あ、あなたよりはマシだったわよ！」

　エレナはばっと顔を上げると、俺のことを見てくる。

「ねえ、オリバー。あなたもそう思うでしょう!?　私とローレルのどちらの方が無様な姿を晒していたと思う!?」

　……正直、どっちもどっちのような。返答をぼやかしていると、きゃっきゃと子供たちがはしゃぐ声が聞こえてきた。

　ん？　なんだ？　首の向きを変えて前を見ると――。

　ヒュンッ！　ヒュンッ！

　奥から次々と毒矢が飛んできた。

　フレアが前に進んで、わざと罠に掛かっていたのだ。飛んできたそれを、彼女は様々な体勢で次々と躱かわしていく。

「あはは！　びゅんびゅんしてたのしい！」

「フレア。次は私の番ですよ！」

「こらこら！　危ないからやめろ！」

　毒矢の罠で遊ぶんじゃない！

「しかし、困ったな。進もうとすると矢が飛んでくるなんて。奥は薄暗闇だから、出所がどこかも分からないし……」

　俺が顎に手を置いて考えてると――。

「おりばー」

　くいくいっ。袖を引かれた。

「ムー。どうした？」

「……私にまかせて」

「何か考えがあるのか？」

「……（こくり）」

　ムーは小さく頷うなずいた。

　ふむ。普段、あまり自己主張しないのに珍しいな。よほど自信があるのか。俺たちの役に立とうとしてくれてるのか。

　いずれにせよ――。その意見は尊重するべきだろう。

「分かった。なら任せるよ」

　俺はムーの頭にぽんと手を載せる。

「今からムーは、毒矢対策隊長だ」

「……むふー。しょうかくした」

　ムーは満足そうに鼻息を荒くする。

「で、どうするつもりだ？」

「……私の後ろに隠れて」

　俺たちは言われるがまま、ムーの後ろへ一列に並ぶ。

　ムーは躊躇ためらいなく、一歩前に進んだ。

　ヒュンッ！　奥から毒矢が飛んでくる。

「……んあー」

　その瞬間、大きく口を開けた。勢いよく飛んできた毒矢がその中に入る。もちゃもちゃとほっぺたを動かすと――。

　ごっくん、と飲み込んでしまった。

「「ええっ!?」」

　俺とエレナは同時に声を上げる。

「お、おい。大丈夫なのか!?」

「毒矢なんて食べたら、お腹なかを壊すわよ!?」

「……だいじょーぶ」

　ムーは平然としていた。

「……ごーごー」

　そのままちょこちょこと前に進みだす。

　ヒュンッ！　ヒュンッ！

　次々と飛んでくる毒矢を次々と飲み込んでいく。

　もぐもぐ。ごっくん。もぐもぐ。ごっくん……気づいた時には、俺たちは毒矢が飛んでこない場所まで辿り着いていた。

　毒矢の罠は突破することができたらしい。

「助かったよ。ムー。君のおかげだ――って、えっ!?」

　俺がムーに笑いかけようと見ると、地面にこてんと倒れていた。仰あお向むけになって、虚うつろな表情で天井を眺めている。

　ま、まさか。毒矢をたくさん食べたせいで――!?

「……お腹いっぱい」

　違った。満腹になっただけのようだった。

「……けぷー」

　幸せそうに、ぽっこりと大きくなったお腹をさすっている。

　なんだ。びっくりした……。
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　毒矢の罠を越えた後は、順調に進むことができた。

　階下へ続く石階段を見つけ、更に深い階層へと下りていく。するとまた同じような廊下が続いているので、石階段を見つけて下りる。

　その繰り返しだ。

「結構、深いところまで来たんじゃないか」

　賢者の墓にどれくらいの階層があるのかは分からない。

　ただ、中腹は越えたんじゃないかという感覚があった。だとすれば、後もう半分ほどで最下層に辿たどり着くことになる。

「皆、大丈夫か？　疲れてないか？」と子供たちに尋ねる。

「だいじょーぶ！」

「私もまだまだ元気ですよ」

「……（こくり）」

　体力的にはまだまだ万全という感じだ。

　ただ――。

「……ふにゃあ」

　フレアが大きなあくびを漏らした。

　……マズいな。

　ダンジョンに入ってもう数時間が経たとうとしている。光が差さないから見えないが外はそろそろ日が暮れる頃合いのはずだ。

　子供たちは普段、夜の九時には寝ている。その時間になると、元気だったのが一転してお眠なモードになってしまうのだ。

　つまり――。夜九時以降はダンジョンを進めない。

　それまでに完全踏破するか、どこか休める場所を見つけないといけない。そう考えると途端に焦りが込み上げてきた。

「子供たちの力はダンジョン攻略には不可欠よ。どうにか就寝時間を迎える前に最深部に辿たどり着かないと」

　エレナも同じことを考えていたらしい。

　今までより足早になり、歩幅も大きくなった。しかし、その隙に付け込むように足元の地面がずぶりと深く沈んだ。

「――えっ!?」

　落とし穴――。

　そう気づいた時には遅かった。エレナは崩落していく地面に巻き込まれ、奈落の底へと真っ逆さまに落ちていった。

「エレナっ！」

　俺は慌てて穴の中を覗のぞき込む。

　……深い。十メートル近くあるだろうか。穴の底の部分には、透明な液体がなみなみと注がれていた。

　しかし――。エレナの姿はない。

「こ、ここよ……」

　呻うめくような声。

　見ると、穴の壁面に底の寸前のところで張り付いていた。凹凸の少ない壁に必死に指を食い込ませることで落下を防いでいる。

「よかった。無事だったか」

　最悪の事態――例えば底に剣山があって、落ちたエレナが串刺しにされる――といったことは免れたようで何よりだ。

「しかし、あの透明な液体は何だ……？」

　罠わなに使うくらいだから、ただの水ではないはずだ。

　もしかして……と嫌な予感が膨れ上がってくる。俺は答えを確かめるためにも懐から取り出した硬貨を水の中に投げ入れた。

　じゅわあ。溶けてしまう。

「やっぱり！　あれは硫酸か！」

「りゅーさん？」

　フレアが小首を傾かしげる。

「一言で言うと、とても危険な液体だ。人の皮膚や肉も溶かすほどの。あれだけの量の硫酸に落ちたら間違いなく致命傷だ」

「ほえー。すごい水なんだ！」

　物もの凄すごく意訳して解釈していた。

「解説してないで！　早く助けて！」

　エレナの声が落とし穴の中から響いてくる。

　確かに解説している場合ではなかった。引き上げてやらないと。落ちたら大変なことになってしまう。

「ううむ。かなり下の方だな……」

　エレナがしがみついているのは、落とし穴の底に近い部分。俺が手を伸ばすくらいでは到底届きそうもなかった。

　どうするか。そんなに猶予もないぞ。

　きょろきょろと辺りを見回す。

　ローレルの背負っている大剣に目を留めた。

「ローレル。君の背負ってる大剣があればエレナを助けられるかもしれない。すまないが力を貸して貰もらえないだろうか」

「くっくっく。ざまあねえな」

　ローレルが壁面にしがみつくエレナを見下ろして嗤わらう。

「いいじゃねえか。硫酸の溜たまりに落ちれば、肉が溶ける。そうすれば労せずしてダイエットできるんだぜ？」

「痩せるのはいいけど、骨だけになるのは嫌よ！」

　エレナが声を振り絞って叫ぶ。

「それより早く引き上げて！　もうそろそろ限界が……」

「てめえの無様な姿をもう少し見ているのもいいが――女の怨念は怖いからな。このまま溶けて枕元に化けて出てこられても困る」

　ローレルはそう言うと、背中の大剣を降ろした。

「しゃーねえ。助けてやるとするか」

「ありがとう。恩に着るよ」とローレルに感謝する。

「別にてめえに頼まれたからじゃねえよ。俺は誰かの指示では動かねえ。俺を動かせるのは俺の意思だけだ」

　ローレルは穴の手前にうつ伏せに寝転がると、大剣の柄つかの部分を下にして、壁面にしがみつくエレナに向かって伸ばす。

「ほらよ。頭を垂れながら摑つかまりやがれ」

「――えいっ」

　地獄にするりと降りてきた蜘く蛛もの糸。エレナは助かりたいがあまり、必要以上の力で剣の柄を握って引っ張った。

　その結果――。

「な、なにぃぃぃぃぃぃ!?」

　ローレルの身体からだが宙に浮き、落とし穴の中へ投げ出された。そのまま先ほどのエレナと同じように底へ落ちていく。

　がしっ。これまた寸前のところで、壁を摑むことに成功した。

「て、てめえ！　強く引っ張りすぎなんだよ！」

「何よ!?　あなたが情けないからでしょう!?　女の私に力負けして宙に投げ出されるなんて恥ずかしくないの!?」

「うるせえ！　ここを出たらぶっ殺してやる！」

　二人は穴の壁面にへばりつきながら、激しい口論を繰り広げている。

　……いやいや。

　まずは穴から出ることを考えないと。

「だ、ダメ。もう握力が……」

　エレナはもう長い時間、壁にしがみついている。

　指の力は限界だ。

　加えて救いの光だと思っていた蜘蛛の糸が断ち切られてしまったことにより、精神的な摩耗が酷ひどくなってしまった。

　その時だった――。

　ぱっ。指先が壁面から離れた。

　エレナの身体が宙へ投げ出される。

「エレナ！」

　俺は地面を蹴り、穴の中に飛び込む。

　目算など何もない。反射的に身体が動いていた。落ちていくエレナを前にして指を咥くわえていることなどできなかった。

　俺は宙でエレナの身体を抱きしめる。

　こうしたって何も変わらないことは分かっている。ただせめて硫酸の溜まりに浸つかった時の痛みや恐怖を少しでも和らげてあげたい。そう思ったのだ。

　バシャーンッ！

　ああ……。今に全身に激痛が走って――。

「……あ、あれっ？」

　全然、痛みなんて感じなかった。というかこれは――。

「ただの水じゃないか？」

　でも、おかしい。

　さっき硬貨を投げ込んだ時は確かに溶けていた。

　この一瞬の間に水質が変化したってことか？　そんなとんでもない芸当をやってのけることができる人なんて――。

「オリバーさーん」

　頭上を見やると、マリンが手を振っていた。

「私が『りゅうさん』というのを水に変えておきましたよ♪　これで落ちたとしても身体は溶けませんよね」

　なるほど。やっぱり、あの子の仕業だったか。さすがは水の上位精霊だ。常人じゃ及びもつかないことを平然とやってのける。

　……おかげで助かった。もしマリンがいなかったら、今頃俺とエレナは皮膚と肉が溶けて骨だけになってしまっていただろう。

「エレナ。怪け我がはないか」

「え、ええ」

　エレナは俯うつむき加減で呟つぶやいた。

「ねえ、オリバー。一つ聞かせて。あなたは硫酸が水に変わったことを分かっていて、私を助けるために飛び込んできたの？」

「いいや。違うよ」

「えっ？　じゃあ、何の考えもなしに？　マリンがいなければ、あなたまで無駄死にすることになっていたのに……」

「そうだな。でも、君が危ないって分かった瞬間、身体が勝手に動いてた。考えるよりも先に穴の中に飛び込んでたんだ」

「……何それ。バカみたい」

　エレナは呆あきれたように言った。

「……でも、ありがとう。もうダメかもしれないって思った時、あなたに抱きしめられて安心することができたわ」

「はは。ならよかったよ」

　俺たちがそんな会話をしている傍そばで――。

　ローレルが怒声を上げていた。

「ああああ！　お、俺の大剣が硫酸で溶けてやがるっ!?　おい、水の精霊！　硫酸を水に変えたんじゃなかったのかよ！」

「水にしたのは、オリバーさんが飛びこんだ後ですから」

「ぬおおおおお……」

　ローレルはその場に崩れ落ちていた。

　何はともあれ、誰一人負傷者が出なくてよかった。

　……溶けた大剣以外は。
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「ふにゃあ……」

　フレアが大きなあくびを漏らす。

　……そろそろ限界かな。

　時刻的には恐らく、夜の八時を回ったくらいだろう。子供たちは九時に就寝しているのでそろそろ活動限界を迎える。

「一旦、ここらで野営した方がいいかもしれないな」

　今のところ、最深部に辿たどり着けそうな感じはしない。

　なので今日はここらで探索を打ち切り、野営をして朝を迎え、改めて翌日にダンジョン攻略を進めた方がよさそうだ。

「そうね。でも、野営をするには罠が心配よ。何が起こるか分からない場所でおちおち寝ることなんてできないわ」

「確かになあ」

　俺たちが「うーん」と困っていると――。

　くいくいっ。袖を引かれた。

「……おりばー」

「おお。ムー、どうした？」

「……このあたり。罠わなない」

「そうなのか？」

「……（こくり）」

　ムーは小さく頷うなずいた。「……匂いがしない」

　匂い――。俺には正直、全く分からない。

　土精霊であるムーは抜群に鼻が利くのかもしれない。自然物と人工物の違いを嗅ぎ取ることで罠の有無が分かるみたいな。

「よし。それならここで野営をするか」

　ムーの言葉を信じることにした。

　石畳の敷き詰められた廊下の真ん中で野営――普通なら迷惑行為だが、この場所を誰かが通りがかることはない。

「水があるから、水浴びもできるわね」とエレナが落とし穴の中を覗のぞく。

「どうせなら、お風呂の方がよくないですか？」

「そりゃそうだが……マリン。何か案があるのか？」

「はい♪　任せてください」

　マリンはそう言うと、

「フレア。お願いします」

「まかせろーっ！」

　フレアは敬礼すると、ぴょんと穴の中に飛んだ。

　ザパーン。水みず飛沫しぶきが上がる。なみなみと注がれた水にしばらく浸かっていると、フレアの身体が赤く発光し始めた。

　次第に水から湯気が立ち上り始める。

　こ、これは……。

「あの子の身体から放出される熱でお湯を沸かしているのね」

　なるほど……！　フレアは火の上位精霊だからな。浸かっている水の温度を変化させることくらい朝飯前だろう。

「おっちゃーん！　できたぞー！」

　フレアはぶんぶんとお湯の中から手を振っている。

「フレア、ありがとう。えらいぞ！」

「にへへー。ほめられちったー」

　ともあれ。これで風呂に入れるようになった。

　ただ水浴びするのと、ゆっくり風呂に浸かるのとじゃ大違いだ。今日一日の皆の疲れも癒されて明日の攻略にも生かされる。

　先に女性陣が落とし穴の風呂に入り、その後に男性陣が入った。

　俺とローレルは同じ湯船に浸かる。

　うん。湯加減もちょうどいい感じだ。

　全身にこびりついていた疲れが落ちていくのが分かる。ふあああ、と思わず間抜けな声を漏らしてしまいそうになった。

「子供たちも中々やるもんだろう」

　俺はローレルにそう語りかけた。

「……ふん、腐っても上位精霊を名乗るだけのことはあるらしいな。とんでもねえことをさらっとやってのけやがる」

「そうだな。しかも本人たちに自覚はないときたもんだ」

　俺は「ははは」と笑う。

「可愛かわいい子供たちさ。本当に」

　ローレルは仏頂面のままだった。むしろ表情を険しくすると、俺に向かってこんなことを言ってきた。

「あまり、情を抱きすぎねえ方がいいと思うがな」

「どうしてだ？」

「ギルド長のジジイに聞いたぜ。てめえは上位精霊を懐柔し、人間に対する警戒心を消すために保育園を任されたと」

「ああ、そうだ」

「今はいい。だが、ガキどもが大きくなった時、ガキどもはてめえの元を離れて他の奴やつに使役されることになる」

「…………」

「今の暮らしが永遠に続くわけじゃねえ。保育園ってシステムは、必ず卒園といっしょに存在してるもんだからな」

　ローレルは言った。

「人は誰しも、ガキのままではいられねえ。それは精霊であっても同じだ。必ずてめえの元を離れる日はやってくる」

「……そうだな」

「連中に入れ込めば入れ込むほど、別れは辛つらくなる。仕事と割り切って機械的に接した方がいいと思うがな」

「……俺のことを慮おもんぱかってくれてるのか」思わず笑みが浮かんだ。「……君は結構、優しい奴なんだな」

「ふん。俺はただ、忠告しただけだ。それ以上でもそれ以下でもねえ」

　ローレルはぶっきらぼうに呟いた。

　はは、と俺は笑った。素直じゃないなあ。

「――子供たちがいつか、俺の元を離れることは分かってる。ギルド長に頼まれた依頼はそういう契約になっていたからな。

　別れももちろん、辛いだろう。情を抱けば抱くほどに。だけど、それで俺は彼女たちに機械的に接しようなんて思わないよ」

「なぜだ？」

「精霊だとしても――あの子たちは俺の大切な子供たちだ。俺には子供がいないけどまるで自分の子のように思ってる。

　だから、彼女たちにはできるだけ笑っていて欲しい。幸せになって欲しい。限りのある時間の中でたくさんの楽しい思い出を作ってあげたい。

　あの子たちがいつか大きくなった時――彼女たちの心の中にほんの少しでも俺が何かを残してあげられれば。それでいいんだ」

　楽しい日々は永遠には続かない。

　だけど、楽しかった日々の思い出はずっと胸の中に残り続ける。

　彼女たちが大人になった時、ふとあの時のことを思い出して、懐かしいな……と和やかな気持ちになってまた明日からの活力に変える。

　それだけで十分だ。

「……ふん。なるほどな」ローレルは鼻を鳴らした。「今のてめえは、いっぱしの親の顔をしてやがるぜ」

　その言葉を聞いた瞬間、胸の中がじんと熱くなった。

　――あの子たちの親、か。

　血が繫つながっていなくとも、俺にとってあの子たちは大切な娘だ。今は自信を持ってそう思うことができた。
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　翌朝。

　俺たちは改めてダンジョン攻略を再開させた。

　道のりは極めて順調だった。

　ムーが罠の匂いを嗅ぎ分けてくれたおかげで、不意打ちのように毒矢や落とし穴などの罠に掛かる心配はなくなった。

　途中、機械兵が何体か襲ってきたりしたものの、そこは俺やエレナ、ローレルの大人組が迎え撃つことで対処できた。

「おーっ！　おっちゃん、かっこいい！」

「オリバーさん。素敵ですっ」

「……ぱちぱち」

　子供たちが賛美を送ってくれる。

　俺だけの力じゃないさ。

　エレナやローレルが頑張って動いてくれたからこそ、機械兵に剣を浴びせるだけの隙が生まれたんだからな。

　それに――。子供たちにばかり活躍されると立つ瀬がない。大人だってやればできるんだってところを見せてやらないと。

　そうしているうちに階段が見えてきた。

「これは……」

　俺たちは全員、立ち止まった。

「恐らく、この下が最下層ね」

　エレナが呟つぶやいた。

　魔法使いでない俺にも分かった。莫ばく大だいな魔力の痕跡を感じる。今までの階層とは明らかに異なる雰囲気があった。

　長い階段を下りた先には、一枚の扉があった。木製の質素な扉。この向こうが最深部であることは嫌でも分かった。

「よし。開けるぞ」

　俺は覚悟を決めてから、扉を開けた。

　そこには洞窟のような空間が広がっていた。

　奥に墓標が見える。

　あれは大賢者マーズのものだろうか。

　もうここから地下に通じる階段はどこにも見当たらない。転送陣――恐らくは外へ出るためのものがあるだけだ。

　つまり――。

「私たちは賢者の墓を攻略したということ？」

「ああ。そうなるな」

「――凄すごいわ！　私たちは偉業を成し遂げたのよ！」

　エレナは俺の手を取って、喜びを露あらわにしていた。頰が上気し、興奮している。まるで無む垢くな少女のようだった。

「わーい！　わーい！」

　子供たちも場の雰囲気に呑のまれてはしゃぎだす。

「待て待て。浮かれるのはまだ早いぞ。任務は賢者の墓の攻略じゃなく、研究資料を持ち帰ることなんだから」

「そ、そうだったわね。私としたことが、つい……」

　エレナは自分の浮かれっぷりを恥じているのかもしれない。頰をほんのりと赤らめるとこほんと咳せき払ばらいをして言った。

「じゃあ、早く探しましょう」

　洞窟のような拓ひらけた空間。

　大賢者の墓標の他には、澄んだ水の溜たまった池。

　長い間手入れのされていない畑。

　そして工房のような建物が建っていた。

　まるで居住空間のようだ。

　大賢者マーズはここで生活していたのだろうか。

「研究資料があるとすれば、あの工房だろうな」

　工房へと向かう。

　赤あか煉れん瓦が造りの正方形の建物。

　中は窮屈だった。

　大量の分厚い本が並んだ本棚。魔力反応のする液体の入ったフラスコ。奥には使用の跡がある魔法陣が展開されている。

　まさに研究施設といった風体だ。

「おお。これは……」

　机の上に紙束が置かれていた。

　手に取って目を通してみる。

　一般的な魔法や錬金術、禁術に至るまで様々な文献が残されていた。どれもこれも学者たちからすると垂すい涎ぜんものだろう。

「凄いな。大賢者マーズは若返りの薬や時間遡行の研究までしてたのか。もっとも、どれも実現には至っていないようだけど」

「ねえ。それなら胸を大きくする薬とかはないかしら」

　エレナは無意識に口走っていたのだろう。

　俺の視線に気づくと、

「――はっ！」

　と慌てて口元を両手で押さえ――。

「じょ、冗談よ、冗談！　別に胸を大きくする薬があれば、Ｃカップくらいにはなれるかなとか考えてないから！」

　バタバタと手を振って否定した。

「いや、何も言ってないが」

　向こうが勝手に全部内心を吐露しただけだ。

　語るに落ちるとはこのことだ。

　うーむ。

　しかし、どれが該当の資料か分からない。とりあえず全部持ち帰ることにした。残しておいても仕方ないだろうしな。

「よし。これで全部だな。皆、地上に戻ろう」

「「「おーっ！」」」
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　俺たちは転送陣を使い、地上へ戻ってきた。森を出て、街へ辿たどり着く。

　冒険者ギルドの扉を開ける。

　奥で引きつった笑みを浮かべてクレーム対応をしていた受付嬢が、俺たちの姿に気づくとぱあっと表情を華やがせた。

「オリバーさん。おかえりなさい！　無事に帰ってこられたということは……賢者の墓を攻略されたということですか!?」

「ああ、何とかね」

「凄いです！　今まで誰も成すことができなかったことを……でも私はオリバーさんなら必ずできると信じていましたよ！」

「はは。ありがとう」

　俺は言った。

「でも、これは俺一人の力じゃない。エレナやローレル。何より子供たちの力があったからこそ成し遂げることができたんだ」

　俺一人じゃ絶対に無理だった。皆の力があったからこそだ。

「ふぉっふぉっ。オリバーよ。帰ったか」

　奥からギルド長が出てきた。

「この度の任務、ご苦労じゃったな。実に見事な働きじゃった。……これはＢランクへの昇格も検討せねばなるまいて」

「Ｂランクですか!?」

「うむ。お主の功績を考えれば当然のことじゃ。遠慮することはない。

　これからささやかではあるが祝勝会を開かせて貰もらうつもりじゃ。大いに楽しんで任務の疲れを癒すといい」

「しゅくしょーかい？」

　フレアが小首を傾かしげた。

「平たく言えばパーティのことじゃな。美お味いしいものを食べて、飲んで、そして皆で輪になって歌って騒ぐのじゃ」

「うわー！　楽しそう！」

「うむ。とても楽しいぞ。お主らもぜひ、主役として参加するといい」

「「「わーい！」」」





☆






　俺たちの功績を讃たたえて、ギルド内では祝勝会が催されていた。

　今まで俺のことを『草むしり』と揶や揄ゆしていた連中も、賢者の墓を攻略した今となってはころりと手のひらを返してきた。

「オリバー。あんた、とんでもない奴やつだったんだな」

「今までバカにして悪かったな」

「俺もあんたみたいになれるように頑張るよ！」

　Ｅランクだった頃は褒められることなどほとんどなかったから、まるで一生分くらいの賛辞を受けたような心地だった。

　まさか、俺が冒険者たちに憧れられることになるなんてな……。精霊たちの力を借りたとはいえとても嬉うれしかった。

「オリバー。あなた、全然お酒が進んでないじゃない」

　その時――いきなり肩を組まれた。

　見ると、顔を真っ赤にしたエレナがいた。「ひっく」と可愛かわいらしいしゃっくりを漏らす彼女の瞳はとろんとしている。

　手にしたグラスには葡萄ぶどう酒しゆがなみなみと注そそがれていた。

「エレナ。君はもしかして、酔ってるのか？」

「ぜんぜん。酔ってないですよーだ」

　エレナは舌っ足らずな口調で言う。

　明らかに酔っていた。べろべろだ。普段のクールさはどこへやら。すっかり陽気な性格になってしまっている。

　グラスを傾け、ぐいぐい、と葡萄酒を一気飲みした。「おかわり！」と言って新しいグラスに手をつける。

「おい。もう飲むのは止やめた方が……」

「嫌よ。今日は私たちが主役なんだもの。たくさん飲むの。オリバー、あなたもいっしょに楽しい気持ちになりましょう？」

　そう言って、エレナは俺のグラスに葡萄酒を注ぐ。

「はい。飲んで♪　飲んで♪　飲んで♪」

　手拍子で囃はやし立てられる。

「…………」

　到底断れそうな雰囲気ではなかった。……仕方ない。俺は覚悟を決めると、グラスに注がれた葡萄酒を飲み干した。

　……しかし、エレナは酔うと弾はじけたように人が変わるなあ。実は普段、欲求不満だったりするのかもしれない。

　と、その時だった――。

　ドンッ。

　テーブルの上に空のグラスが置かれた。視線を上げると――。そこには俺を睨にらみつけるローレルの姿があった。

「ローレル、どうした」

「ダンジョンではてめえに後おくれを取ったがなあ。飲み比べじゃ負けねえぞ。完膚なきまでにぶっ倒してやる」

　勝負事が何よりも好きなのが冒険者だ。

　周りの野次馬たちも囃し立ててくる。

「いいぞー。やれやれー！」

「ローレル！　Ａランク冒険者の意地を見せてやれ！」

「何の、オリバーの方が上だぜ！」

　やんややんや。ギルドの中は大盛り上がりだ。

　その雰囲気を見て、何やら楽しそう――と子供たちは思ったのだろう。内容は理解していないだろうが声援を送ってくれた。

「おっちゃん！　がんばれー」

「オリバーさん、負けないでください！……ムー！　あなたもごはんばかり食べてないで応援してください！」

「……ふぁいと。もぐもぐ。ごっくん」

「はは。こりゃ負けられないな」

　子供たちの前で情けない姿を見せるわけにはいかない。

　しかし――。

　ほんの少し前の俺は単なるＥランク冒険者で、『草むしり』と揶揄されて、周りには誰一人としていなかった。

　それが今や――。

　フレア。マリン。ムー。エレナ。大切な人ができて、今この瞬間、同じ空間で同じように笑っている。

　――今日は最高の夜だ。

　酒や騒ぎの熱に浮かされながら、しみじみとそう思った。
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　楽しい宴会は終わり、夜は明け、世界は新しい朝を迎えた。

　結局、飲み比べは俺の勝利に終わった。思った以上に酒には強かった。まるでタンクのようにざぶざぶとグラスを飲み干した。

　翌朝、ローレルは二日酔いの苦しさに襲われながら、

「オリバー。今回は完敗だったが……次は見てろよ。必ずてめえを超えてやる。実力でも飲み比べでもな！」

　そう言い残して去って行った。

　……はは。憎めない奴だ。

　俺たちはせっかく街に来たということもあり、しばらく観光したり、買い物をしてから日が落ちる頃に保育園へ戻った。

　ペロの背中から降ろして貰もらう。

「ほんの数日空けただけなのに。何だか凄すごく久しぶりに感じるわ」

　エレナが保育園の建物を眺めて呟つぶやいた。

　俺も同じ思いだった。

　やっと自宅に帰ってきた――。そんな安あん堵ど感かんがある。

「おっちゃん！　おっちゃん！　見て見て！」

　フレアが俺の袖を引いて、夜空を指さした。

「お星さま！　すっごい光ってる！」

　言われるがまま頭上を見上げて、はっとする。

　今日は雲がなく、鏡面のような夜空に無窮の星々がよく映えていた。見上げる瞳の中に星が落ちてくるんじゃないかと思うほどだ。

「おお。確かに随分と綺き麗れいに見えるなあ……」

　俺はそう呟くと、

「せっかくだ。皆で天体観測でもするか」

「わーい！　するする！」

「ロマンチックですね♪」

「……おほしさま」

　子供たちはノリノリのようだ。

「それなら、保育園の裏にある丘がいいんじゃないかしら。あの場所ならきっとここよりもよく星が見えるはずよ」

「いいな。それでいこう」

　エレナの提案に、俺は頷うなずく。

『運ぶのは我に任せておけ』

　ペロが自信満々に言った。

　俺たちはペロの背中に乗り、保育園の裏手にある丘へやってくる。

　この辺りで一番、高い場所。

　なだらかな草原が広がっている。

　そこは人工的な明かりこそないものの、青い月明かりに照らし出されて、目を凝らすと皆の表情を窺うかがうことができた。

　皆、見渡す限りの星に心を奪われているようだ。

「とっても幻想的で、夢みたいな光景ね。……ふふ。でも、明日になればまたいつも通りの日常に戻るのだけど」

　エレナはうっとりしたように呟いた。

　夢みたいな光景――。

　俺は言葉には出さなかったが、心の中で呟いた。

　エレナ。違うんだよ。明日になればやってくるいつも通りの日常こそが、俺にとってはまるで夢のような日々なんだ。

　明るくて元気な子供たちに囲まれて。

　俺はそれを微笑ほほえましく見守って。

　時には笑って、時には怒って、時にはいっしょに悲しんで……。そんな他愛のない日々はきっと掛けがえのないものなんだ。

「あっ！　今、空がきらって光った！」

　フレアが夜空の一角を指さして叫んだ。

「おお。あれは流れ星だな」

「んにゃ？　ながれぼし？」

「簡単に言うと、星の塵ちりが燃えてるんだな。ちなみにきらりと光ってる間に三回願いごとを口にすると叶かなうって言われてる」

「えっ!?　ほんとっ!?」

「ああ」

「流れ星！　探さないと！」

　フレアはきょろきょろと夜空を見回す。

「うー……。見つかんない」

「はは。流れ星は滅多に見られるものじゃないからな」と俺は笑う。「でも、実は流れ星を作る方法があるんだ。知りたいか？」

「知りたい！」

　フレアは目をキラキラと輝かせる。

「よし。まずは両手の人差し指と親指を片方は逆さに重ねてフレームを作るだろ。……で、次にそれを夜空に向かって掲げるんだ」

「こう？」

「そうだ。で、星がフレームの中に入るようにする」

「できたっ！」

「よし。後は――こうして頭を縦に振る！」

　俺はヘッドバンギングを繰り返す。

「どうだ！　そうすれば星がぶれて、流れ星みたいに見えるだろ」

「おおーっ！　ほんとだ！」

　フレアはぶんぶんと首を振る。

「これなら、流れ星がどこかに消えてしまうこともない。三回お願い事を言うだけの時間だってたっぷりとあるぞ」

「何よそれ。インチキじゃない」

　エレナが呆あきれたように言った。

「いいんだよ。なんだって。さあ、フレア。願いを言うんだ」

「よーしっ。いくぞーっ！」

　フレアは意気込むと、大きく息を吸った。

　……はは。元気いっぱいだな。

　いったい何をお願いするつもりだ？

　新しい玩おも具ちやか？　美お味いしいものをお腹なかいっぱい食べられますようにか？　案外、雨の日をなくして欲しいとかだったりしてな。

　――なんて、微笑ましい気持ちで見守っていた俺は、フレアが口にしたお願いごとを聴いた瞬間に目頭が熱くなった。

「ずっと皆といられますように！　ずっと皆といられますように！　ずっと皆でいっしょにいられますよーにっ！」

　……ああ。そうか。

　フレアはそんなふうに考えてたんだな。

　楽しい日常はいつの日か、終わりを告げる。

　子供たちは保育園を卒業し、大人になる。俺たちの元を離れ、見知らぬ誰かと契約して別々の時間を歩んでいくことになる。

　そんなことは分かってる。分かっているんだ。

　だけど――。今、この瞬間だけは。

　保育園での楽しい日常が永遠に続けばいい――そんな子供じみたわがままを願うことをどうか許して欲しい。

　俺はフレアと同じように首を激しく振りながら、自分たちで作った流れ星に向かって心中で願いを唱える。

　保育園での楽しい日々が、いつまでも続きますようにと。
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　丘の上で仲睦むつまじく星空を眺める、オリバーと上位精霊たち。

　その姿を、木の陰から見つめる幼女が一人いた。

「あいつら、最近森で見ないと思ったら、こんなところに……。人間なんかといっしょに暮らしてたのかっ……！」

　つんつんとした金色の髪。

　生意気盛りで好戦的な顔立ち。

　感情が昂たかぶると、身体からだからパチパチと鮮やかな紫電が迸ほとばしる。それは到底、人間にできるような芸当ではなかった。

　つまり――。彼女もまた、フレアたちと同じ精霊である。

　雷の上位精霊――名をライカと言う。

「このオレ様を無視して、楽しそうにしやがってっ……！　フレアも、マリンも、ムーもデレデレじゃねーかっ！」

　オリバーと仲睦まじく過ごすフレアたちを目の当たりにして、ライカの胸にメラメラと嫉妬心が湧き上がってきた。

「人間なんかと仲良くしやがって……！　許せねえ……！　あいつらをボコボコにして目を覚まさせてやる！」

　ライカは大の人間嫌いであった。

　連中は自分たち精霊の力を利用しようとしているだけの存在――。

　まるで道具か何かのようにしか考えていない。

　現にこの森に来る前、幾人もの人間がライカの力を狙って、無理矢理屈服させて契約を結ぼうとしてきた。無論、即座に返り討ちにしてやったが、人間に対する悪印象はその時に確固たるものになった。

　フレアも、マリンも、ムーも、きっとあいつらに騙だまされているに違いない。なら、自分が目を覚まさせてやらないと……！

　ライカは義憤に駆られた。彼女は普段、乱暴で横暴なガキ大将だが、仲間思いの一面も持っているのだ。

　人間共をぶちのめして、フレアたちを取り戻す……！

「でも、夜にいきなり襲うのはずるっこだからな！　ちゃんと明るい時に、せーせーどうどうこてんぱんにしてやる！」

　相手が鬼畜外道の人間でも、闇討ちをするのは信条に反する。

　夜が明け、日が昇った頃に出直すとしよう。

　ライカは「今日のところは見逃してやるっ！」と一人虚空に吐き捨てると、踵きびすを返して元来た森の方へと歩き出した。

　オリバーと彼女が会うのは、まだ少し先の話である。
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　毎朝、決まった時間になると、デンショバードが保育園へとやってくる。

　今日も鳴き声が聞こえると、俺は外へと出た。

　デンショバードは俺を見つけると、空からすうっと降りてきた。肩から提げたポーチに入った新聞をくちばしで咥くわえて取り出す。

『グエッ』

「ああ。今日もご苦労様」

　俺は感謝の言葉を口にして、新聞を受け取った。

　ここのところ、新聞の購読契約を交わしていた。だから毎朝、デンショバードが新聞を保育園まで届けてくれるのだ。

　人里離れた保育園に住んでいると、どうしても世俗の事情に疎くなる。なのでこれではいけないという危機感を抱いたのだ。

　俺は食堂のテーブルで新聞を広げて読む。

「ふむふむ。なるほどな」

「おっちゃん！　何読んでんの？」

　パジャマ姿のフレアがぱたぱたと駆け寄ってきた。

　目が覚めたらしい。

　マリンとムーも少し遅れてやってきた。

「これか？　これは新聞だよ」

「しんぶん？」

「ああ。今、世の中で起こってることを紙面に纏まとめてくれてるんだ。作物ができないとか疫病が流は行やってるとか」

「ほえー」

「……おりばー。その本面白い？」

　ムーがうずうずしながら尋ねてきた。

「……泣ける？　笑える？」

「いや、泣けも笑えもしないかな。これは物語ってわけじゃないし。世の中の事情に少し詳しくなれるってだけだ」

「……ざんねん」

　ムーはがっくりと肩を落とした。

「ははは。ムーは物語が好きだからな。ただ事実を列挙してるだけの新聞にはあまり興味が持てないか」

　俺はそう言って笑うと、

「だけど、新聞を読むのは大事なことだ。俺一人で知ることのできる情報なんて、たかが知れてるからな。こんな僻へき地ちに住んでいたらなおさらだ。しかし、新聞を読めば新聞記者の人たちが集めた情報を知ることができる。言わばこれは人じん智ちの結晶だ」

「これ、何人かで書いてるんですか？」とマリンが尋ねてくる。

「ああ、新聞記者の人たちがな。色々なところを駆け回って、そこで集めた情報を一つの紙面に纏めてるってわけだ。凄すごい人たちだよ」

「すごい人たち……」

　フレアはぽつりと呟つぶやくと、ふと、何か思い立ったように目を輝かせた。次の瞬間、威勢の良い声でこう言い放った。

「あたしも新聞記者になりたい！」

「――え？」

「あたしも新聞記者になって、新聞を作りたい！　で、おっちゃんにそれを読んで貰もらって凄いって言われたい！」

「…………」

　どうやら、凄い人たち――という部分に感化されたらしい。フレアのその瞳には情熱の炎が煌こう々こうと輝いていた。

「……面白そう。私もやりたい」

「いいですね♪　新聞記者さん」

　ムーとマリンも乗り気のようだった。

「――よし。分かった」と俺は子供たちに向かって言う。「今日から君たち三人を、精霊新聞の記者に任命する」

「「「おおっ」」」

「この保育園で起こった面白い出来事とか、スクープとかを集めて、作った精霊新聞を俺に読ませてくれ」

「わかった！」

「……任せて」

「いい記事を書いてみせます！」

　子供たちはやる気満々だった。マスコミとしての自覚、そして必ずやいい新聞を作るという使命感に溢あふれていた。

　さてさて。どんな新聞になることやら……。
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「おっちゃーん！　新聞、できたー！」

　昼下がり。

　フレアを筆頭とした子供たちが食堂へと駆け込んできた。その手には自分たちで書いた新聞が握られていた。

「おお、ご苦労様。無事に完成したんだな」

「うん！　皆で協力して書いたー！」

「そうか。偉いぞ」

　俺は労ねぎらいの意味も込めて、フレアたちの頭を撫なでてやる。

「にへへー」

「……むふー」

「ふふっ♪」

　子供たちは嬉うれしそうに頰を上気させていた。皆で一つのことを成し遂げ、静かな達成感に包まれているようだ。

「よし。それじゃ読ませて貰うとするか」

　俺はフレアから自作の新聞を受け取った。紙面を開く。子供たちの拙くも可愛かわいらしい字で文章が綴つづられていた。

「ここ！　ここ、あたしが書いた！」

「どれどれ……」

　俺はフレアの指さした部分に視線を落とす。

『きょうのほいくえんははれだった！　あめはいやだからうれしかった！　おっちゃんのつくったおひるがおいしかった！　おわり！』

　……うん。新聞というか、これは日記だな。自分の気持ちまで書いてるし。新聞の文章は基本感情は含まれないものだ。

「どう？　どう？」

「うん。まあ、いいんじゃないか？」

「へへー！　あたし、新聞記者だ！」

　フレアはどや顔で胸を張っていた。

　ムーが俺の袖をくいくいと引いて言った。

「……次。私が書いたところ。よんで」

「おお。どれどれ」

　俺はムーの指さした部分を見やった。

　そこにはこう書かれていた。

『みみず→おいしい。

　おはなのたね→おいしい。

　おりばーのつくったごはん→とってもおいしい。

　どろだんご→ふつう。

　えれなのつくったごはん→ふつう。』

「えーっと。これは？」

「……食レポ」

「な、なるほど」

　この食レポは多分、他の人たちの役には立たない。そもそもどろだんごを食べ物として数えている時点でおかしい。

　……というか。どろだんごとエレナの作った料理の評価が同じなのか。この欄は絶対にエレナには見せられないな。ショックを受けるだろうし。

「次は私の書いた部分です♪」

「マリンは何を書いたんだ？」

「どうしても、オリバーさんに知らせたいことです」

　へえ。何だろう。

　軽い気持ちで紅茶を片手に紙面を読み始めた俺は、そこに並んでいた文字を目の当たりにして衝撃を受けた。

『おりばーさん。すきです。だいすきです。かっこういいし、すてきだし、しょうらいはけっこんしてほしいです♪』

「――げほっげほっ！」

　思わず咽むせてしまう。

「……いや、まあ。ありがたい言葉なんだが」と俺は苦笑した。「これは新聞というよりはラブレターだな」

「えへへ♪　オリバーさん。返事を待ってますね」

「ますますラブレターだな」

　新聞は一方通行。情報を発信するだけのメディアなのだ。

「どう？　おっちゃん。あたしたちすごい？」

「うん。皆、良い感じで書けているとは思う。上出来だ。しかし、欲を言うならもう少し保育園での出来事を書いて欲しいかな。誰々が何をしてたとか、自分たちの育ててる花が大きくなったとか。そういう情報を増やして欲しい」

「わかった！」

「よし。じゃあ、また頼むぞ」

「まかせて！」
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　そして――。翌日の夕方。

　俺とエレナが食堂でまったりと紅茶を飲んで過ごしていると、フレアたちがどたどたと室内へ駆け込んできた。

「おっちゃん！　できたー！」

　その手には昨日とはまた違った新聞が。

「おお。今日も作ったのか」

「うん！　特ダネをいっぱい仕入れたよ！」

「へえ。そりゃ楽しみだ」

「オリバーに聞いたわ。あなたたち、新聞記者になったそうじゃない。だから、あちこち走り回っていたのね」

「……新聞記者は、足でじょーほーをかせぐ」

「ふふっ。もう一人前の台詞せりふね」

　俺はフレアから作り立てほやほやの新聞を受け取った。昨日とは違い、ちゃんと情報が盛り込まれているのだろうか。

　まずはムーが書いたであろう記事だった。

『ふれあがぼーるあそびをして、まどがらすをわっていた。おりばーにきかれたときうそをついてごまかしてた』

　俺が読み上げると、場の空気がしんと静まり返った。

「……そういえば、今日、教室の窓ガラスが割れてたな。フレアは森から来た動物の仕業だって言ってたけど、あれは噓うそだったのか……」

「あーっ！　ムー！　ないしょって言ったのに！」

「……すくーぷのためには仕方なかった」

「うぐぐ！」

「ダメだぞ、フレア。噓をついたら」俺はフレアの頭をこつんと小突いた。「今度からはちゃんと素直に言うこと。分かったな？」

「……はぁーい」

　フレアは頭を押さえながら、スクープ欲しさに自分を売ったムーのことを、恨みがましい目で見つめていた。

「ところで、フレアの記事はどれだ？」

「えーっとね。これ！」

　俺はフレアの書いた記事を読み上げた。どれどれ……。

『おっちゃんがひるからおさけをのんでた。すごいたのしそうだった。おとなになったらあたしものんでみたいな！』

「――うっ！」

　俺はその瞬間、背後から冷たい視線を感じた。恐る恐る振り返ると、エレナがジト目でこちらを睨にらんでいた。

「オリバー。私、言ったわよね？　お酒は控えてって。まして、真っ昼間から飲むなんてとんだダメ人間じゃない」

「す、すまない。つい……」

「当分、お酒は禁止。葡萄ぶどう酒しゆは私の管理下に置くわ」

「せ、殺生な……！」

　一日の楽しみを奪われてしまった！

　しかし――。俺が酒を飲んでいたのをフレアに見られていたなんて！　どこにマスコミの目が光っているか分からない。

「オリバーさん。私の記事も読んでください♪」

「あ、ああ……」

　まだ酒を取り上げられた傷は癒えないが、マリンがせっかく書いた記事だ。読まないというのは申し訳がない。

『えれなさんのしんしつで、えれなさんがふとんにくるまっていました。このまえ、だんじょんにいったとき、おとしあなにおちて、おりばーさんにだきしめられたときのことをおもいだしていたみたいでした。おりばーのかんしょくはこんなかんじだったかしらとひとりでつぶやいていました。かわいかったです♪』

「ちょっ――――!?」

　エレナは奇声を上げると、俺の手から新聞を取り上げた。耳まで真っ赤にしながらそれを背後へと隠した。

「うそうそ！　これは真っ赤な噓！　とんだフェイクニュースよ！　私がこんな恥ずかしい真ま似ねをするわけないでしょう!?」

「私は噓なんてついていませんよ？」マリンは抗議の声を上げた。「ちゃんと聞いたことを書いただけです！」

「きっと、聞き間違えたのよ！　そうに決まっているわ！　第一、フレアやオリバーの件と違ってこれは証拠がないもの！」

「それはそうだが……」

「とにかく！　この精霊新聞は今日を以もつて廃刊！　出版禁止！」

「「「えーっ」」」

　こうして、精霊新聞は廃刊になった。

　……まあ、この新聞があると、相互監視の息苦しい暮らしになるしな。世の中、知らなくてもいいことだってあるのだ。







[image: ]




　初夏の青空には、ボリュームのある白い雲が浮かんでいた。

「雲ってどんな感じなのかなー」

　庭先に仰あお向むけに寝転がっていたフレアが呟つぶやいた。

「ふわふわなのかな。もこもこなのかな。味はするのかな。もしかしたら、すっごいおいしかったりするのかな」

　今の俺は、この世界のことを少しばかり知ってしまっている。

　雲は固形物ではなく、大気中に固まって浮かぶ氷の粒のことで、味もしないし触ることはできないということも。

　ただ、フレアはまだそういうことを知らない。

「雲、触ってみたいなー。届かないかなー」

　フレアは起き上がると、ぴょんぴょんとその場で跳ねる。「んにゃー！」と懸命に空へ手を伸ばすが当然届かない。

　それは微笑ほほえましい光景だった。

　しかし、雲か……。

　俺はそこでふと、思い立つことがあった。笑みがこぼれそうになる。

「フレア、ちょっと出かけてくるな」

「おっちゃん。どこいくの？」

「それは内緒だ」と俺は含みを持たせるように言った。「お土産みやげを持ってくるから、楽しみにしておいてくれ」

　ペロを呼ぶと、街へと向かった。

　お目当てのものを買うと、保育園へと戻ってくる。フレアが俺に気づくと、とことこと駆け寄ってきて尋ねる。

「あ。おっちゃん！　おかえりー」

「ああ」

「どこ行ってたの？」

「ちょっと空までな」

　俺は頭上の白い雲を指さしてそう言う。

「えっ!?　空!?」

「ああ。雲を取りに行ってたんだ。フレアに見せてやろうと思ってね。ちゃんとお土産として持って帰ってきたぞ」

　俺は細い木の棒に巻き付いた雲を見せる。

　当然、本物のわけがない。

　街に行って買ってきた綿菓子だった。

「すげー！　これが雲かー！」

　フレアは目を輝かせながら、綿菓子を眺める。恐る恐る手を伸ばす。触れた瞬間、瞳をきらきらと瞬かせた。

「ふわふわしてる！　でもべたべただ！」

「はは。そうだろう」

　俺は笑みを浮かべると、

「せっかくだ。一度食べてみるといい」

「えっ、雲って食べられるの？」

「ああ。きっと口に合うはずだ」

　フレアは棒に巻き付いた綿菓子をひとちぎりすると口に運んだ。次の瞬間――。目をかっと大きく見開いた。

「甘い！　おいしい！」

「気に入ったみたいだな」

「雲ってこんな味がするんだ！　知らなかった！」

　フレアがきゃっきゃと喜んでいると――。

「あなたたち。何をしているの？」

「エレナか。実は……」

　庭先に姿を現したエレナに、俺は事情を話した。すると――。彼女はにやりと楽しげに微笑んで寝室へと引っ込んでいった。
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　再び現れた時、手のひらに何か持っていた。

「フレア。あなたにこれをあげるわ」

「んにゃ？　なにこれ？」

「これは飴あめ玉だまよ。雲というのは、この飴玉が集まってできているの。――だから当然、雲と同じように食べられるわ」

「ええー!?　じゃあ。エレナもおっちゃんと同じで空にいけるの!?」

「もちろん。空に行けるのはオリバーだけじゃないわ。私だって当然、空に行くことくらいはできるもの」なぜか張り合ってくる。

「いいなー。あたしもいきたいなー」

「子供はまだダメよ。危ないから。うっかり落ちてしまったら大変だもの」

「えー」

「じゃあ、こうしましょうか。フレアがすくすく育って、立派な大人になった時は雲の上に連れていってあげる」

「ほんと!?」

「ええ。約束よ」

　エレナは頷うなずくと、「ねえ？」と俺に同意を求めてきた。

「そうだな。その時は皆で雲に行こうな」

「うー。わかった！」

　フレアは納得したようで、こくりと頷いた。

「あ！　でも、あたしが大人になるまでに雲なくならないかな!?　他の人が全部食べちゃったりしない!?」

「大丈夫だ。俺たちがフレアの分を残しておいてやるから」

「そっか！　じゃあ。安心だ！」

　フレアはほっとしたように微笑んだ。

　綿菓子をほおばり、飴玉を口の中で転がしながら、「雲に行くの、たのしみだなー」と待ち焦がれるように呟いていた。

　俺とエレナはその様を微笑ましげに眺めていた。







あとがき




　初めまして。友とも橋ばしかめつと申します。

　本作は小説家になろう様で連載していたものに加筆修正を加えたものです。なので、すでにＷＥＢ版を読んで頂いた方も楽しめるかと思います。




　本作の着想ですが、作者である僕が日々、この資本主義社会で絶え間なく繰り返される不毛なマウント合戦にほとほと疲れ果て、山の奥地で仙人として生きたい……俗世から離れて勝手きままに楽しく生きていきたい……。幼女たちと……。三人くらいいたら賑にぎやかでいいな……。ドン勝だな……。みたいなところから生まれました。

　なので、今後も変にシリアスな展開に傾くことなく、基本的には和わ気き藹あい々あい、きゃっきゃうふふでハッピーな生活が続いていくと思います。




　ところで、子供って可愛かわいいですよね。

　いや、変な意味でなく。

　街中や電車内で小さな子を見かけた時は、思わず頰が緩んでしまいます。

　両親と小さな子が幸せそうにしている姿を見ると、『この家族の未来に幸あれ……』と心の中で祈りを捧ささげてしまいます。いやまあ、向こうからすると、てめーに祈られるまでもねーよゴミカスが死ねって感じでしょうが。

　ともあれ、そんな微笑ほほえましい家族像が羨ましくて、オリバーたちを書きました。お読み頂いた方に僕と同じ気持ちになって頂ければ幸いです。




　さて。それでは謝辞です。

　イラストレーターのあまちゃ様。素敵なイラストをありがとうございました。子供たちがとっても可愛いです。キュートです。

　担当のＨ様。本作を拾って頂きありがとうございました。刊行にあたり、色々とお世話になりました。これからもよろしくお願いいたします。

　また本作の制作に関わって頂いた全ての方々へ感謝を。僕一人では、こうして本の形で各所へ届けることはできませんでした。

　そして何より、読者のあなたへ格別な感謝を。

　本書を読んで少しでも楽しんで頂けたなら、これに勝る喜びはありません。それだけで全てが報われるというものです。

　次巻もお付き合い頂ければ幸いです。

　それではまた。
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